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日本教育会ᒾᡭ┴支部では、ࠕᒾᡭの教育の඘ᐇ・Ⓨᒎࠖを㢪ࡲࢀࡇ、࠸でに支部ྀ᭩を

�� ᕳⓎหࡋて࠸ࡲりࡋࡲた。 

たㄽࢀࡉ教育ᐇ㊶㢧彰஦ᴗࠖにᒾᡭ┴からᛂເࠕのᗘ、公┈社ᅋἲே日本教育会୺ദのࡇ 

ᩥのࡕ࠺、会長賞（᭱㧗賞）を受賞ࡋた㸱Ⅼを支部ྀ᭩第 �� ྕとࡋてⓎหするࡇとと࠸た

 。たࡋࡲࡋ

⫋教、ࡋの᰿ᣐとなる◊✲を㢧彰ࡑ、ࡸ㊶たᐇࢀ教育ᐇ㊶㢧彰஦ᴗࠖは、学校現ሙのඃࠕ 

員のពḧを一ᒙႏ㉳するととࡶに、Ꮚࡶ࡝たࡕの教育⎔ቃの඘ᐇがᅗらࢀるࡇとを┠ᣦࡋて

ᐇ᪋ࢀࡉて࠸る本部の公┈஦ᴗです。 

 ᖹᡂ �� 年ᗘから �� 年⥆ࡇࡃの஦ᴗには、本┴からࡲࢀࡇでに �� Ⅼの⣲ᬕら࠸ࡋㄽᩥが

ᛂເࢀࡉてࡲ࠸す。࡝のㄽᩥࡶ学校のᐇែࡸ状ἣを㋃࠼ࡲた◊✲の☜かࡉとᏊࡶ࡝たࡕのᡂ

長を㢪࠺教⫋員の⇕࠸ᛮ࠸が伝わってࡲࡁす。ࠕᒾᡭの教育ࠖを඲ᅜにⓎಙࡋて࠸たࡲࡁࡔ

 。すࡲࡆୖࡋ⏦♩りᚚࡼす。ᚰࡲ࠸ࡊࡈ࠺りがと࠶、てࡋ

た。第㸷回（ᖹᡂࡋࡲࡋて会長賞を受賞ࡋ⥆の㛫、㸱年㐃ࡇ  �� 年ᗘ）盛岡市立ୖ⏣中学

校、第 �� 回（令和元年ᗘ）㐲㔝市立土淵小学校、第 �� 回（令和㸰年ᗘ）⏣㔝⏿ᮧ立⏣㔝⏿

中学校です。受賞ࢀࡉた㸱校のⓙᵝ、おめでとࡲ࠸ࡊࡈ࠺す。 

 教育ㄢ㢟のとら࠼᪉、◊✲のどⅬ・ぢ㏻ࡸࡋලయⓗなᡭ立てにຍ࠼、校ෆࡔけでなࡃ、校

✀㛫ࡸᆅᇦとの㐃ᦠを⤌ࡳධࢀ、⊂๰ⓗにᒎ㛤ࡋて࠸るጼໃは、ྛ 校の校ෆ◊✲ࡸ日々の教

育ᐇ㊶に኱ኚཧ⪃になるࡇととᛮࡲ࠸す。 

 ᒾᡭの教⫋員は、ᜠᖌࡸඛ㍮たࡕからࠕᏊࡶ࡝のᖾࡸࡏᑗ᮶を⪃࠼、Ꮚࡶ࡝にᑾࡃすࠖと

ࡁをᘬࡉࡼのࡕたࡶ࡝けでは、Ꮚࡔ౑࿨ឤࡸ࠸ᛮ、ࡋかࡋ。すࡲ࠸てࢀが⥅ࡁがᘬ࠸ᛮ࠺࠸

ฟࡋ、ຊをࡘけてࡇࡃ࠸とはでࢇࡏࡲࡁ。Ꮚࡶ࡝たࡕに┿の学ຊࡸ౯್ほ、ุ᩿ຊ、ᛮ⪃ຊ

➼を育てる᭱኱のຊは教ᖌのጼです。教ᖌがᮃ࠸ࡋࡲே⏕ほ、ே㛫ほをᣢࡕ、⮬ら学ࡧ⥆け、

㘫࠼⥆けるࡇと、Ꮚࡶ࡝たࡕにຊのࡃࡘᤵᴗを㏣✲するࡇと、ࡑのጼがᏊࡶ࡝たࡕに኱ࡁな

ᙳ㡪をཬࡲࡋࡰす。ࡋࡑて、ࢀࡑが保ㆤ⪅ࡸᆅᇦとのಙ㢗࡬とࡘながってࡲࡁ࠸す。 

と㢪っており࠸ࡋけてḧ⥆ࡳ教育の㐨をṌ、ࡳ教育ឡを育ࡸ⇕には、᝟ࢇࡉⓙࡶからࢀࡇ 

 。すࡲ
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ͤ ᖹᡂ㸱㸮年ᗘ 会長賞受賞 盛岡市立ୖ⏣中学校 校長 佐藤 進 氏

本教育ᐇ㊶はࠕ୺యⓗ・ᑐヰⓗで῝࠸学ࡧのᐇ現ࠖにྥけて⏕ᚐの⬟ືⓗな学ࡧをᐇ現するために、ಶ々の

⏕ᚐの問࠸をᘬࡁฟࡋ、ヨ⾜㘒ㄗとඹྠⓗ学ࡧ、⏕ᚐࡋ࠺࡝の┦஫⿵᏶の学⩦を進め、ከᵝなᛮ⪃を⏕かすᤵ

ᴗのグ㘓です。≉にඃࢀて࠸るⅬは、ձồめるຊを᫂☜໬ࡋて教ᖌがᢲ࠼る㸵ࡘのどⅬを♧ࡋ、ղᤵᴗでのά

ືをࡘࠕかࡴ る࠼たࡘࠕࠖ て教ᖌのാࡋてホ౯つ‽をタᐃ࠸ࡘのάືにࢀࡒࢀࡑճ、ࡋるࠖにᵓ㐀໬ࡆなࡘࠕࠖ

。とですࡇたࡋに࠺ࡼるࡁᚐの状ἣを教ᖌ඲員がุ᩿で⏕ࡸかけࡁ

本ᐇ㊶にࡼり⏕ᚐにはㄢ㢟ព㆑のྥୖと学ࡧのጼໃにኚ໬がぢらࢀ、教ᖌにはᤵᴗᨵၿ࡬のពḧ、ࣜࢩ࢓ࣇ

テ㸫ࢱ㸫の役๭にᚭするᤵᴗጼໃがぢらࢀる࠺ࡼになり、௒ᚋのࡉらなるᤵᴗᨵၿの᪉ྥが᫂☜になったࡇと

は኱ࡁなᡂᯝです。ࡲた᫬代のせㄳにᑐᛂࡘࡘࡋ学校඲యで✚ᴟⓗ・⥅⥆ⓗに◊✲にྲྀり⤌ࢇで࠸るࡇとにୖ

⏣中学校の教育ຊ、ᗏຊをឤࡋࡲࡌた。

ͤ 令和元年ᗘ 会長賞受賞 㐲㔝市立土淵小学校 教諭 栗澤 由紀 氏

栗澤ඛ⏕のㄽᩥࠕㄢ㢟ゎỴに୺యⓗにྲྀり⤌ࡴඣ❺の育ᡂ㹼中学校༊での㐃ᦠを㏻ࡋて㹼ࠖは௒日ⓗㄢ㢟に

✚ᴟⓗにྲྀり⤌ࡴ◊✲ᐇ㊶のෆᐜは໚ㄽですが、ඣ❺の学ࡧのጼが୎ᑀに᭩かࢀて࠸るࡇとࡸ、ㄽᩥのㄽ᪨の

᫂☜ࡉ、ㄞࡸࡳすࡶࡉホ౯ࡋࡲࢀࡉた。ᑂᰝ会ではࠕձ学⩦ㄢ㢟のゎỴのために小中学校が㸷年㛫㐃ᦠࡋてྲྀ

り⤌ࡴᤵᴗᐇ㊶。ղඣ❺のᐇែศᯒを㋃࠼ࡲた学⩦ᣦᑟと教ᮦ࡙ࡃり。ճඣ❺の୺యⓗ学࡬ࡧのព㆑ᨵ㠉をಁ

すᕤኵな࡝に࠸ࡘてከᵝな学࠸ྜࡧを㏻ࡋて✚ᴟⓗにྲྀり⤌ࢇで࠸るࡇとがわかる。᪂学⩦ᣦᑟせ㡿の♧す᪉

ྥを学校のᐇែにᛂࡌてᐇ㊶ࡋて࠸るࠖ➼のពぢがጤ員からฟࡋࡲࢀࡉた。

るྲྀり࠼を伝࠸てᛮࡋながらඛ⏕᪉が༠ຊ࠸にᐤりῧࡕるᐇ₇ࠖは、ඣ❺のẼᣢࡼに࠸ྜࡧ教ᖌの学ࠕ、たࡲ

。たࡋࡲり࠶とのホ౯が࠸ࡋࡲ➗ᚤࡶに、とてࡶり、教ᖌの⇕ពが伝わるとと࠶でࡳ⤌

ͤ 令和㸰年ᗘ 会長賞受賞 ⏣㔝⏿ᮧ立⏣㔝⏿中学校 校長 石川 健 氏

本教育ᐇ㊶は、ᖹᡂ 30 年から 3 年㛫にΏり、㒓土のṔྐᩥࡸ໬・⮬↛・⏘ᴗな࡝の学ࡧと、ࢀࡑに㛵わる

ே々とのゐ࠸ྜࢀを㏻ࡋて、⏕ᚐたࡕが⮬ᑛឤ᝟を㧗め、ᮍ᮶にྥかって኱ࡃࡁᡂ長するጼをᥥ࠸たㄽᩥです。

本ᐇ㊶のඃࢀて࠸るⅬは、ࠕ⏣㔝⏿学ࠖの教育⌮ᛕが総ྜⓗな学⩦での学ࡧにとࡲ࡝らࡎ、日ᖖの教育άືの

᰿ᖿとࡋて⏕ࡁて࠸るࡇとです。学校の教育άືのᵝ々なሙ㠃で⏕ᚐのࠕ⮬ᕫと࿘ᅖをぢࡘめる⩦័のᙧᡂࠖ

࠼るᚰᵓࡏࡉ᝟ሗ཰㞟とุ᩿ຊをྥୖࠕ は⏕ᚐがࢀࡇ。すࡲ࠸てࢀࡉが᥎進࡝なࠖࡳ⤌て⾜ືするྲྀり࠼⪄ࠕࠖ

。のですࡶのࡑ⏕にᡂ長する中学ࡉࡲ、り࠶するጼでື⾜࠼⪄け、୺యⓗにࡘるຊを㌟にࡁ⏕

校長ඛ⏕の࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲのࡶと඲教⫋員がຊをྜわࡏて⏕ᚐをぢᏲり、育て、⮬ಙをᣢって社会に㏦りฟ

すጼがㄽᩥ඲యから伝わり、ඃࢀた教育ᐇ㊶で࠶るととࡶに、ㄽᩥのࡲとめ᪉のわかりࡸすࡸࡉㄞࡴ⪅をចࡁ

。たࡋࡲࢀける表現ຊ➼、総ྜⓗほⅬから会長賞に್するとㄆめらࡘ

2 

１　あなたは学習にᙜたっ䛶、解Ỵ䛧な䛡䜜䜀ならない問㢟を、
自分でや䜝䛖と䛧䛶い䜎すか䚹

２　あなたは学習にᙜたっ䛶、㞴䛧い問㢟やసᴗにᙜたっ䛶
䜒、自分でや䜚㐙䛢䜘䛖と䛧䛶い䜎すか䚹

３　㞴䛧いことで䜒、ኻᩋをᜍ䜜ないでᣮᡓ䛧䛶い䜎すか䚹

཭達の๓で自分の考䛘やពぢを発⾲することはᚓពですか䚹
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3

１本時の達成目標の明確化・焦点化・具体化
２生徒の中にある問いを引き出す　　　　
３既有の知識・生活経験と学習内容をつなぎ、洗練・統合する
４正解を求める発問から、思考を促す発問へ
５ファシリテーター（名脇役）に徹する　　
６他人との比較ではなく、個人内ののびや努力を評価する
７自分の学習過程やできたこと・できなかったことをモニターさせる　　　　
８その他
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授業⪅ྡ� � � � � � � � � ᩍ⛉� � � � � � ᐇ᪋᪥時

㡯┠ 1R ẁ㝵 㡯 ┠ プࣟ࢕ࣇール ≉ ᚩ

㸯
つ
か
ࡴ
（
内
発
的
ື
ᶵ
付
ࡅ
）

生徒は、この時間で何がฟ
᮶るようになれࡤよいか、何
が分かれࡤよいかをつかんで
いる。

㸰

課題が、自分にとってどの
ような意࿡（ᙺに❧つ、価್
がある、ᴦしい）をもつのか
を理解している。

㸱

学習プࣟࢫࢭをᙧែ、άື
内容、時間などでᤊえ、どの
ように学ࡪのかを理解してい
る。

㸲
つ
た
え
る
（
相
互
の
思
考
が
絡
ࡳ
合
う
対
話
）

᰿ᣐをもとに自分の考えを
まとめ、୺య的に学習に取組
んでいる。

㸳

自分の考えを発表したり、
཭達の考えを自分の考えとẚ
㍑しながら⪺いたりして、自
分の考えをಟṇしている。

㸴

分からないことや⣡得いか
ないことを཭達やඛ生に㉁問
したりつࡪやいたりしてい
る。

７

課題解決した内容を、理⏤
や᰿ᣐとともに、୍人୍人が
まとめている。

８ つ
な
げ
る
（
学
び
の
自
己
対
話
）

自己評価・相互評価・評価問
題等により、本時の学習の成
果を見取ることができてい
る。

９

生徒は、できるようになっ
たこと、疑問が残ったことな
どなどについて、自分の言葉
で説明できている。

10

自己の変容を意識し、達成
感や有用感を自覚できるよう
工夫されている。

⥲合評価

0 3 7   10

0 3 7   10

0 3 7   10

0 3 7   10

0 3 7   10

0 3 7   10

0 3 7   10

0 3 7   10

0 3 7   10

0 3 7   10

生徒が୺ᙺの授業をᐇ現ࡍ

るためのࢩࢡࢵ࢙ࢳーࢺ

3

１本時の達成目標の明確化・焦点化・具体化
２生徒の中にある問いを引き出す　　　　
３既有の知識・生活経験と学習内容をつなぎ、洗練・統合する
４正解を求める発問から、思考を促す発問へ
５ファシリテーター（名脇役）に徹する　　
６他人との比較ではなく、個人内ののびや努力を評価する
７自分の学習過程やできたこと・できなかったことをモニターさせる　　　　
８その他
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㡯┠ 1R ẁ㝵 㡯 ┠ ᩍᖌの働きかࡅ 生徒の≧ἣ

㸯

つ
か
ࡴ
（
内
発
的
ື
ᶵ
付
ࡅ
）

生徒は、この時間で何が

ฟ᮶るようになれࡤよい

か、何が分かれࡤよいか

をつかんでいる。

10 生徒の思考にἢってᘬきฟしている。 内容をつかࡳ、やる気をฟしている。

7 問⟅でᘬきฟしている。 ⪺かれたことには⟅えるが、኱➽をつか

めていない。

3 説明でࡍませている。 ⪺いてはいるが理解できていない。

0 つかませていない。 分からずにいる。

㸰

課題が、自分にとってど

のような意࿡（ᙺに❧つ、

価್がある、ᴦしい）を

もつのかを理解してい

る。

10 生徒の思考にἢってᘬきฟしている。 学ࡪ意࿡や価್を見ฟし、やる気をฟし

ている。

7 問⟅でᘬきฟしている。 ⪺かれたことには⟅えるが、኱➽をつか

めていない。

3 説明でࡍませている。 ⪺いてはいるが理解できていない。

0 理解させていない。 分からずにいる。

㸱

学習プࣟࢫࢭをᙧែ、ά

ື内容、時間などでᤊえ、

どのように学ࡪのかを理

解している。

10 生徒の思考にἢってᘬきฟしている。 どのように学ࡪのかをつかࡳ、やる気を

ฟしている。

7 問⟅でᘬきฟしている。 ⪺かれたことには⟅えるが、኱➽をつか

めていない。

3 説明でࡍませている。 ⪺いてはいるが理解できていない。

0 理解させていない。 分からずにいる。

㸲

つ
た
え
る
（
相
互
の
思
考
が
絡
ࡳ
合
う
対
話
）

᰿ᣐをもとに自分の考え

をまとめ、୺య的に学習

に取組んでいる。

10
生徒の思考の㐨➽や᰿ᣐになる஦᯶など

を㐺ษにᥦ♧している。

考える内容や過程を理解し、ある᰿ᣐを

もとに自分の考えをまとめている。

7
生徒の思考の᰿ᣐになる஦᯶をᥦ♧して

いる

考える内容を理解し、ある᰿ᣐをもとに

自分の考えをまとめている。

3 何を᰿ᣐにࡍるか説明していない 考えているが᰿ᣐがない。

0 何を考えるか理解させていない 何を考えれࡤいいかࢃからずにいる。

㸳

自分の考えを発表した

り、཭達の考えを自分の

考えとẚ㍑しながら⪺い

たりして、自分の考えを

ಟṇしている。

10

発表を⫈くどⅬを୚えて発表させ、発言

をᩚ理しながら௚の生徒の意見をᘬきฟ

してᗈげている。

཭達の発表のせⅬをᤊえ、自分の考えと

ẚ㍑しながら、自分の考えを῝めたり、

ಟṇしたりしている。

7 相ᡭの発表を⫈くどⅬを㐺ษに୚えてい

る。

཭達の発表のせⅬをᤊえ、自分の考えと

ẚ㍑している。

3 考えたりẚ㍑したりࡍるどⅬをᥦ♧して

いない。

発表を⫈いているが、自分の考えとẚ㍑

したり、῝めたりできずにいる。

0 何をどⅬとして⫈くかᣦ♧をしていな

い。

཭達の考えのせⅬをつかめずにいる。

㸴

分からないことや⣡得い

かないことを཭達やඛ生

に㉁問したりつࡪやいた

りしている。

10
㐺度なᢳ㇟ᛶと㐺度な新つᛶをもって働

きかࡅている。

分からないことや⣡得いかないことに対

して本㉁的な㉁問やつࡪやきをしてい

る。

7 問⟅でᘬきฟしている。 ⪺かれたことに対して⟅えたり、考えた

りしている。

3 ⯆࿡や㛵ᚰをᣢたせられていない。 分からないことがあるが㉁問ࡍるまで至

らない。

0 ᩍᖌが⟅えをつࡪやいている。 よく分かっていない。

７
課題解決した内容を、理

⏤や᰿ᣐとともに、୍人

୍人がまとめている。

10
課題解決した内容について、理⏤や᰿ᣐ

を明らかにさせながら個人でまとめさせ

ている。

課題解決した内容について、理⏤や᰿ᣐ

を明らかにしながら個人でまとめてい

る。

7 課題解決した内容にἢって、問⟅でᘬき

ฟしながらまとめさせている。

課題解決した内容にἢって、ᩍᖌのとの

問⟅をࢺࣥࣄにしながらまとめている。

3 課題解決した内容を説明している。 課題解決した内容について説明をまとめ

ている。

0 まとめさせていない。 まとめられずにいる。

8
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８

つ
な
げ
る
（
学
び
の
自
己
対
話
）

自己評価・相互評価・評

価問題等により、本時の

学習の成果を見取ること

ができている。

10

本時の学習の内容を、既有の知識、成功・

失敗した原因や方法、これまでの思考の

過程、新たな疑問と解決につなげること

で、授業前後の個人内の伸びや努力など

の成長の変化を生徒に自覚化させ、本時

の学びの成果を自覚させている。

本時の学習の内容を、既有の知識、成功・

失敗した原因や方法、これまでの思考の

過程、新たな疑問と解決につなげること

で、授業前後の個人内の伸びや努力など

の成長の変化を生徒に自覚化させ、本時

の学びの成果を自覚している。

7

本時の学習の内容を、既有の知識、成功・

失敗した原因や方法、これまでの思考の

過程、新たな疑問と解決につなげて、生

徒に振り返らせている。

本時の学習の内容を、既有の知識、成功・

失敗した原因や方法、これまでの思考の

過程、新たな疑問と解決につなげて、振

り返っている。

3 本時の学習の内容について振り返らせて

いる。

本時の学習の内容について振り返ってい

る。

0 本時の学習について何も振り返らせてい

ない。

本時の学習について何も振り返っていな

い。

９

生徒は、できるようにな

ったこと、疑問が残った

ことなどなどについて、

自分の言葉で説明できて

いる。

10 （７に加えて）さらに考えたり表現した

りしたいことについて表現させている。

（７に加えて）疑問や考えたいことをも

っている。

7
学習課題に対して、できるようになった

ことや学習で明らかになったことについ

て表現させている。

分かったことやできたことについて自覚

している。

3 学習感想を書かせている。 分かってよかった、できなかった、発言

できずよくなかったなど、短絡的である。

0 振り返りをさせていない 学習を振り返っていない

10

自己の変容を意識し、達

成感や有用感を自覚でき

るよう工夫されている。

10
（７に加えて）ペアやグループなどで話

し合うなどして、相互に学びを振り返ら

せている。

（７に加えて）協働的な学習を通じて、

得た気付きや成果を相互に伝え合い、学

びを自覚している。

7
工夫して考え、取り組んだことや、仲間

の考えや表現の良さについて表現させて

いる。

自分の努力を自覚し、仲間の良さを気付

いている。

3 学習の達成度や理解度を確かめるにとど

まっている。

学習過程を振り返るに至っていない。

0 振り返りをさせていない 学習を振り返っていない。

9
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（
公
社
）
日
本
教
育
会

主
催
の
「
平
成
三
十
年
度

第
九
回
教
育
実
践
顕
彰
事

業
」
に
応
募
し
た
盛
岡
市

立
上
田
中
学
校
の
実
践
を

ま
と
め
た
論
文
が
、
見
事

最
高
賞
で
あ
る
「
会
長
賞
」
に
輝
き
ま

し
た
。
そ
の
論
文
の
概
要
を
昨
年
度
ま

で
同
校
校
長
を
勤
め
た
佐
藤
進
氏
に
ま

と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１

主
題
設
定
の
理
由

全
国
学
調
・
本
校
研
究
部
実
施
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
か
ら
、
生
徒
の

実
態
と
し
て
「
失
敗
や
間
違
い
を
恐
れ
、

前
へ
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
」「
考

え
や
意
見
を
発
表
す
る
こ
と
が
苦
手
で

あ
る
」
な
ど
、
学
び
に
対
す
る
姿
勢
が

課
題
と
し
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、「
学
び
に
向
か
う
力
」
の

育
成
に
着
目
し
、
能
動
的
な
学
習
を
目

指
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
る
た
め
、
副
題
を
「
生
徒
が
主
役
の
授

業
」
と
し
て
、
教
師
主
導
の
授
業
か
ら

生
徒
主
体
の
授
業
へ
と
改
善
を
行
っ
た
。図１

１　あなたは学習に当たって、解決しなければならない問題
を、自分でやろうとしていますか。

２　あなたは学習に当たって、難しい問題や作業に当たって
も、自分でやり遂げようとしていますか。

３　難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。

■はい　■ほぼそうだ　■あまりそうでない　■いいえ

（
図
１
：
全
校
生
徒
対
象
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
。
失
敗
を
恐
れ
消
極
的
な
姿
勢

の
生
徒
が
三
割
程
度
み
ら
れ
た
。）

２
具
体
的
実
践
内
容

「
生
徒
が
主
役
の
授
業
」
実
現
の
た

め
に
「
７
つ
の
視
点
」
と
、
授
業
の
段

階
を
「
つ
か
む
（
動
機
付
け
）」「
つ
た
え

る
（
相
互
の
思
考
が
絡
み
合
う
対
話
）」

「
つ
な
げ
る
（
学
び
の
自
己
内
対
話
）」

の
３
つ
の
構
造
で
捉
え
、
学
び
の
必
然

性
を
重
視
し
た
授
業
を
目
指
し
た
。

１
「
生
徒
の
中
に
あ
る
問
い
を
引
き
出
す
」

２
「
本
時
の
達
成
目
標
の
明
確
化
・
焦
点
化
・

具
体
化
」

３
「
既
有
の
知
識
・
生
活
経
験
と
学
習
内

容
を
つ
な
ぎ
、
洗
練
・
統
合
す
る
」

４
「
正
解
を
求
め
る
発
問
か
ら
、
思
考
を

促
す
発
問
へ
」

５
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
名
脇
役
）
に

徹
す
る
」

６
「
他
人
と
の
比
較
で
は
な
く
、
個
人
内

の
伸
び
や
努
力
を
評
価
す
る
」

７
「
自
分
の
学
習
過
程
や
で
き
た
こ
と
・
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
モ
ニ
タ
ー
さ
せ
る
」

⑴
「
７
つ
の
視
点
」
成
果
の
一
例

①
「
生
徒
の
中
に
あ
る
問
い
を
引
き
出

す
〜
美
術
〜
」
学
ぶ
こ
と
に
必
然
性
を

感
じ
る
課
題
を
導
入
で
提
示
す
る
こ
と

で
、
作
品
を
よ
り
細
部
に
わ
た
っ
て
鑑

賞
し
よ
う
と
し
た
り
、
自
ら
の
作
品
を

振
り
返
り
な
が
ら
結
び
つ
け
て
学
習
を

深
め
よ
う
と
し
た
り
、
自
立
し
た
学
習

が
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②
「
本
時
の
達
成
目
標
の
明
確
化
・
焦

点
化
・
具
体
化
〜
数
学
〜
」
授
業
を
終

え
た
時
に
ど
の
よ
う
な
力
を
身
に
つ
け

さ
せ
た
い
の
か
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

し
、
評
価
問
題
や
評
価
場
面
、
指
導
方

法
を
吟
味
す
る
こ
と
で
学
習
の
ね
ら
い

が
焦
点
化
さ
れ
、
生
徒
の
主
体
的
な
活

動
場
面
を
よ
り
多
く
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

③
「
既
有
の
知
識
・
生
活
経
験
と
学
習

内
容
を
つ
な
ぎ
、
洗
練
・
統
合
す
る
〜

国
語
〜
」
文
章
構
成
や
表
現
方
法
、
学

習
用
語
の
基
本
を
確
実
に
押
さ
え
な
が

ら
、
そ
の
例
外
的
な
内
容
に
つ
い
て
意

図
的
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら

の
力
で
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
主
体
的

に
取
り
組
み
、
思
考
の
広
が
り
や
深
ま

り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

④
「
正
解
を
求
め
る
発
問
か
ら
、
思
考

を
促
す
発
問
へ
〜
社
会
〜
」
思
考
を
促

す
た
め
の
発
問
を
吟
味
し
、
指
示
を
必

要
最
小
限
度
に
精
選
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
徒
個
々
の
意
見
や
相
互
の
や
り
と
り

が
活
発
化
し
、
多
面
的
・
多
角
的
な
見

方
・
考
え
方
に
つ
な
が
り
、
興
味
関
心

を
も
っ
て
積
極
的
に
思
考
す
る
授
業
展

開
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善

〜
生
徒
が
主
役
の
授
業
の
あ
り
方
〜

盛
岡
市
立
上
田
中
学
校

前
校
長

佐

藤  

進

いわての教育実践研究～その13～

（2）令和元年９月17日 日 本 教 育 岩 手 第 181 号

⑤
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
名
脇
役
）

に
徹
す
る
〜
理
科
〜
」
生
徒
自
身
の
中

に
あ
る
不
完
全
な
考
え
方
や
表
現
を
取

り
上
げ
、
生
徒
の
話
し
合
い
で
解
決
す

る
時
間
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教

師
の
一
方
的
な
方
向
付
け
や
価
値
付
け

を
極
力
減
ら
し
、
生
徒
相
互
の
試
行
錯

誤
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
協
同
的
な
学

習
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑥
「
他
人
と
の
比
較
で
は
な
く
、
個
人

内
の
伸
び
や
努
力
を
評
価
す
る
〜
英
語

〜
」
ス
ピ
ー
チ
の
観
点
を
示
し
な
が
ら

相
互
評
価
を
行
う
時
間
を
設
定
し
、
向

上
し
て
い
る
点
、
不
足
し
て
い
る
点
を

指
摘
し
合
う
時
間
を
大
切
に
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
成
長
と
共
に
仲
間
の
成
長

に
関
与
さ
せ
、
学
び
の
深
ま
り
や
充
実

感
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑦
「
自
分
の
学
習
過
程
や
で
き
た
こ
と
・

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
モ
ニ
タ
ー
さ
せ

る
〜
音
楽
〜
」
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

と
合
唱
曲
の
共
通
点
・
相
違
点
に
つ
い

て
比
較
聴
取
さ
せ
た
後
、
自
分
な
り
の

考
え
を
持
た
せ
た
上
で
実
際
の
歌
唱
や

表
現
に
つ
な
げ
る
展
開
を
構
想
す
る
こ

と
で
、
学
習
の
ね
ら
い
が
よ
り
明
確
に

な
り
、
ま
と
め
に
お
け
る
自
身
の
変
容

に
つ
い
て
自
覚
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑵
「
つ
か
む
」「
つ
た
え
る
」「
つ
な
げ

る
」
の
成
果
の
一
例

３面２段 （二）「つかむ」「つたえる」「つなげる」の成果の一例 表

（10.5ポイント）

ねらい 成 果 の 一 例

【家庭】ネット販売トラブルの事案や件数、盛岡市の

つ 未成年者の被害金額等を提示し、数値の大きさから課

か 動機付け 題意識を引き出した。また、高校生になるとトラブル

む が急増していることから、未然に防ぐために今、学ぶ

ことが大切だという必要感をもたせ、自分事として考

えることができた。

つ 【社会】グループでの交流を図る際には、個人の考え

た 相互の思考 や意見をもった状態で臨むようにしたことで、話し合

え が絡み合う いの土俵に全員が乗った状態で行えた。意見交流の中

る 対話 で気付いた関連性や事実をその場で追記させたこと

で、多面的・多角的に事象をみる思考が鍛えられ、様

々な事象をまとめる技術も向上した。

つ 【保健体育】次時の学習内容と関連付けて振り返りを

な 学びの自己 行ったことにより、本時の学習がこれからの学習にど

げ 内対話 うつながるのかを理解した上で振り返りを行うことが

る できた。本時の学習を今後の学習にどう生かせば良い

のか考えることができた。

３面２段 図２(文言) 〔図１上部と同じ字体で〕

あなたは学習にあたって、いつも疑問を感じたり、問題だと思ったりしま

すか。

３面３段 図３(文言) 〔図１上部と同じ字体で〕

あなたが、学習した満足感(充実感)を授業の中で感じるのは、次のどんな

時ですか。

□ 自分で結果や解き方の予想ができたり、見通しが立つとき

□ みんなと一緒に考えを出し合いながら問題が解決できたとき

□ 以前より自分でも「わかる・できる」ようになってきたとき

□ 身近で、興味のある学習課題を自分で立てて取り組んだとき

□ 自分で結果や解き方の予想ができたり、見通しが立つとき

□ みんなと一緒に考えを出し合いながら問題が解決できたとき

□ 以前より自分でも「わかる・できる」ようになってきたとき

□ 身近で、興味のある学習課題を自分で立てて取り組んだとき

３

研
究
の
成
果

⑴

課
題
意
識
の
向
上

構
造
的
な
視
点
で
授
業
改
善
を
進
め

た
こ
と
で
、
課
題
意
識
を
持
っ
て
学
習

に
取
り
組
む
生
徒
の
割
合
が
大
き
く
向

上
し
た
。（
図
２
）

⑵

学
び
の
姿
勢
の
変
化

「
つ
た
え
る
」
部
分
で
互
い
に
自
分
の

考
え
を
伝
え
合
い
課
題
解
決
に
向
か
う

授
業
ス
タ
イ
ル
が
浸
透
し
、
約
８
割
を

超
え
る
生
徒
が
、
課
題
解
決
の
た
め
に

積
極
的
に
調
べ
、
生
徒
同
士
又
は
教
師

に
相
談
す
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。

特
に
、
学
習
に
対
し
て
消
極
的
な
姿

勢
の
生
徒
の
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。（
図
２
）

⑶

教
師
の
意
識
の
変
化

教
師
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
に
徹
す
る

こ
と
で
、
生
徒
が
主
体
的
に
問
題
や
課

題
を
解
決
し
て
い
く
学
習
が
身
に
つ
き

始
め
て
い
る
。
ま
た
、
相
互
交
流
に
よ

り
問
題
解
決
が
で
き
た
と
き
に
充
実
感

を
感
じ
る
生
徒
の
割
合
が
倍
増
。
他
者

と
の
連
携
の
中
で
学
習
成
果
を
構
築
す

る
こ
と
に
喜
び
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。（
図
３
）

４

今
後
に
向
け
て

「
で
き
た
・
で
き
な

い
」「
わ
か
っ
た
・
わ

か
ら
な
い
」
と
い
う

単
純
な
振
り
返
り
で

は
な
く
、
自
身
の
学

習
過
程
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
、
努
力
や
変
容
の
実
感
を
重
視

し
た
学
習
過
程
を
通
し
て
、
学
び
の
自

立
に
つ
な
が
る
方
策
に
つ
い
て
更
な
る

検
討
を
重
ね
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
。

ま
た
、
本
校
学
校
公
開
の
参
会
者
の

多
く
が
「
生
徒
の
中
に
あ
る
問
い
を
引

き
出
す
こ
と
」
や
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

に
徹
す
る
こ
と
」
に
困
難
を
感
じ
て
い

る
と
述
べ
て
い
る
。
教
え
る
こ
と
を
中

心
と
し
た「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」に
加
え
、

能
動
的
な
学
び
を
導
き
出
す
た
め
の

「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の
役

割
を
効
果
的
に
機
能
さ
せ
、
深
い
学
び

に
つ
な
げ
る
た
め
の
授
業
の
あ
り
方
に

つ
い
て
一
層
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

図２

あなたは学習にあたって、いつも疑問を感じたり、問題だ
と思ったりしますか。

■はい　■ほぼそうだ　■あまりそうではない　■いいえ

図３

あなたが、学習した満足感（充実感）を授業の中で感
じるのは、次のどんな時ですか。

■自分で結果や解き方の予想ができたり、見通しが立つとき
■みんなと一緒に考えを出し合いながら問題が解決できたとき
■以前より自分でも「わかる・できる」ようになってきたとき
■身近で、興味のある学習課題を自分で立てて取り組んだとき
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（
公
社
）
日
本
教
育
会

主
催
の
「
平
成
三
十
年
度

第
九
回
教
育
実
践
顕
彰
事

業
」
に
応
募
し
た
盛
岡
市

立
上
田
中
学
校
の
実
践
を

ま
と
め
た
論
文
が
、
見
事

最
高
賞
で
あ
る
「
会
長
賞
」
に
輝
き
ま

し
た
。
そ
の
論
文
の
概
要
を
昨
年
度
ま

で
同
校
校
長
を
勤
め
た
佐
藤
進
氏
に
ま

と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１

主
題
設
定
の
理
由

全
国
学
調
・
本
校
研
究
部
実
施
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
か
ら
、
生
徒
の

実
態
と
し
て
「
失
敗
や
間
違
い
を
恐
れ
、

前
へ
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
」「
考

え
や
意
見
を
発
表
す
る
こ
と
が
苦
手
で

あ
る
」
な
ど
、
学
び
に
対
す
る
姿
勢
が

課
題
と
し
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、「
学
び
に
向
か
う
力
」
の

育
成
に
着
目
し
、
能
動
的
な
学
習
を
目

指
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
る
た
め
、
副
題
を
「
生
徒
が
主
役
の
授

業
」
と
し
て
、
教
師
主
導
の
授
業
か
ら

生
徒
主
体
の
授
業
へ
と
改
善
を
行
っ
た
。図１

１　あなたは学習に当たって、解決しなければならない問題
を、自分でやろうとしていますか。

２　あなたは学習に当たって、難しい問題や作業に当たって
も、自分でやり遂げようとしていますか。

３　難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。

■はい　■ほぼそうだ　■あまりそうでない　■いいえ

（
図
１
：
全
校
生
徒
対
象
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
。
失
敗
を
恐
れ
消
極
的
な
姿
勢

の
生
徒
が
三
割
程
度
み
ら
れ
た
。）

２
具
体
的
実
践
内
容

「
生
徒
が
主
役
の
授
業
」
実
現
の
た

め
に
「
７
つ
の
視
点
」
と
、
授
業
の
段

階
を
「
つ
か
む
（
動
機
付
け
）」「
つ
た
え

る
（
相
互
の
思
考
が
絡
み
合
う
対
話
）」

「
つ
な
げ
る
（
学
び
の
自
己
内
対
話
）」

の
３
つ
の
構
造
で
捉
え
、
学
び
の
必
然

性
を
重
視
し
た
授
業
を
目
指
し
た
。

１
「
生
徒
の
中
に
あ
る
問
い
を
引
き
出
す
」

２
「
本
時
の
達
成
目
標
の
明
確
化
・
焦
点
化
・

具
体
化
」

３
「
既
有
の
知
識
・
生
活
経
験
と
学
習
内

容
を
つ
な
ぎ
、
洗
練
・
統
合
す
る
」

４
「
正
解
を
求
め
る
発
問
か
ら
、
思
考
を

促
す
発
問
へ
」

５
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
名
脇
役
）
に

徹
す
る
」

６
「
他
人
と
の
比
較
で
は
な
く
、
個
人
内

の
伸
び
や
努
力
を
評
価
す
る
」

７
「
自
分
の
学
習
過
程
や
で
き
た
こ
と
・
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
モ
ニ
タ
ー
さ
せ
る
」

⑴
「
７
つ
の
視
点
」
成
果
の
一
例

①
「
生
徒
の
中
に
あ
る
問
い
を
引
き
出

す
〜
美
術
〜
」
学
ぶ
こ
と
に
必
然
性
を

感
じ
る
課
題
を
導
入
で
提
示
す
る
こ
と

で
、
作
品
を
よ
り
細
部
に
わ
た
っ
て
鑑

賞
し
よ
う
と
し
た
り
、
自
ら
の
作
品
を

振
り
返
り
な
が
ら
結
び
つ
け
て
学
習
を

深
め
よ
う
と
し
た
り
、
自
立
し
た
学
習

が
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②
「
本
時
の
達
成
目
標
の
明
確
化
・
焦

点
化
・
具
体
化
〜
数
学
〜
」
授
業
を
終

え
た
時
に
ど
の
よ
う
な
力
を
身
に
つ
け

さ
せ
た
い
の
か
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

し
、
評
価
問
題
や
評
価
場
面
、
指
導
方

法
を
吟
味
す
る
こ
と
で
学
習
の
ね
ら
い

が
焦
点
化
さ
れ
、
生
徒
の
主
体
的
な
活

動
場
面
を
よ
り
多
く
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

③
「
既
有
の
知
識
・
生
活
経
験
と
学
習

内
容
を
つ
な
ぎ
、
洗
練
・
統
合
す
る
〜

国
語
〜
」
文
章
構
成
や
表
現
方
法
、
学

習
用
語
の
基
本
を
確
実
に
押
さ
え
な
が

ら
、
そ
の
例
外
的
な
内
容
に
つ
い
て
意

図
的
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら

の
力
で
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
主
体
的

に
取
り
組
み
、
思
考
の
広
が
り
や
深
ま

り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

④
「
正
解
を
求
め
る
発
問
か
ら
、
思
考

を
促
す
発
問
へ
〜
社
会
〜
」
思
考
を
促

す
た
め
の
発
問
を
吟
味
し
、
指
示
を
必

要
最
小
限
度
に
精
選
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
徒
個
々
の
意
見
や
相
互
の
や
り
と
り

が
活
発
化
し
、
多
面
的
・
多
角
的
な
見

方
・
考
え
方
に
つ
な
が
り
、
興
味
関
心

を
も
っ
て
積
極
的
に
思
考
す
る
授
業
展

開
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善

〜
生
徒
が
主
役
の
授
業
の
あ
り
方
〜

盛
岡
市
立
上
田
中
学
校

前
校
長

佐

藤  

進

いわての教育実践研究～その13～

（2）令和元年９月17日 日 本 教 育 岩 手 第 181 号

⑤
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
名
脇
役
）

に
徹
す
る
〜
理
科
〜
」
生
徒
自
身
の
中

に
あ
る
不
完
全
な
考
え
方
や
表
現
を
取

り
上
げ
、
生
徒
の
話
し
合
い
で
解
決
す

る
時
間
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教

師
の
一
方
的
な
方
向
付
け
や
価
値
付
け

を
極
力
減
ら
し
、
生
徒
相
互
の
試
行
錯

誤
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
協
同
的
な
学

習
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑥
「
他
人
と
の
比
較
で
は
な
く
、
個
人

内
の
伸
び
や
努
力
を
評
価
す
る
〜
英
語

〜
」
ス
ピ
ー
チ
の
観
点
を
示
し
な
が
ら

相
互
評
価
を
行
う
時
間
を
設
定
し
、
向

上
し
て
い
る
点
、
不
足
し
て
い
る
点
を

指
摘
し
合
う
時
間
を
大
切
に
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
成
長
と
共
に
仲
間
の
成
長

に
関
与
さ
せ
、
学
び
の
深
ま
り
や
充
実

感
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑦
「
自
分
の
学
習
過
程
や
で
き
た
こ
と
・

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
モ
ニ
タ
ー
さ
せ

る
〜
音
楽
〜
」
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

と
合
唱
曲
の
共
通
点
・
相
違
点
に
つ
い

て
比
較
聴
取
さ
せ
た
後
、
自
分
な
り
の

考
え
を
持
た
せ
た
上
で
実
際
の
歌
唱
や

表
現
に
つ
な
げ
る
展
開
を
構
想
す
る
こ

と
で
、
学
習
の
ね
ら
い
が
よ
り
明
確
に

な
り
、
ま
と
め
に
お
け
る
自
身
の
変
容

に
つ
い
て
自
覚
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑵
「
つ
か
む
」「
つ
た
え
る
」「
つ
な
げ

る
」
の
成
果
の
一
例

３面２段 （二）「つかむ」「つたえる」「つなげる」の成果の一例 表

（10.5ポイント）

ねらい 成 果 の 一 例

【家庭】ネット販売トラブルの事案や件数、盛岡市の

つ 未成年者の被害金額等を提示し、数値の大きさから課

か 動機付け 題意識を引き出した。また、高校生になるとトラブル

む が急増していることから、未然に防ぐために今、学ぶ

ことが大切だという必要感をもたせ、自分事として考

えることができた。

つ 【社会】グループでの交流を図る際には、個人の考え

た 相互の思考 や意見をもった状態で臨むようにしたことで、話し合

え が絡み合う いの土俵に全員が乗った状態で行えた。意見交流の中

る 対話 で気付いた関連性や事実をその場で追記させたこと

で、多面的・多角的に事象をみる思考が鍛えられ、様

々な事象をまとめる技術も向上した。

つ 【保健体育】次時の学習内容と関連付けて振り返りを

な 学びの自己 行ったことにより、本時の学習がこれからの学習にど

げ 内対話 うつながるのかを理解した上で振り返りを行うことが

る できた。本時の学習を今後の学習にどう生かせば良い

のか考えることができた。

３面２段 図２(文言) 〔図１上部と同じ字体で〕

あなたは学習にあたって、いつも疑問を感じたり、問題だと思ったりしま

すか。

３面３段 図３(文言) 〔図１上部と同じ字体で〕

あなたが、学習した満足感(充実感)を授業の中で感じるのは、次のどんな

時ですか。

□ 自分で結果や解き方の予想ができたり、見通しが立つとき

□ みんなと一緒に考えを出し合いながら問題が解決できたとき

□ 以前より自分でも「わかる・できる」ようになってきたとき

□ 身近で、興味のある学習課題を自分で立てて取り組んだとき

□ 自分で結果や解き方の予想ができたり、見通しが立つとき

□ みんなと一緒に考えを出し合いながら問題が解決できたとき

□ 以前より自分でも「わかる・できる」ようになってきたとき

□ 身近で、興味のある学習課題を自分で立てて取り組んだとき

３

研
究
の
成
果

⑴

課
題
意
識
の
向
上

構
造
的
な
視
点
で
授
業
改
善
を
進
め

た
こ
と
で
、
課
題
意
識
を
持
っ
て
学
習

に
取
り
組
む
生
徒
の
割
合
が
大
き
く
向

上
し
た
。（
図
２
）

⑵

学
び
の
姿
勢
の
変
化

「
つ
た
え
る
」
部
分
で
互
い
に
自
分
の

考
え
を
伝
え
合
い
課
題
解
決
に
向
か
う

授
業
ス
タ
イ
ル
が
浸
透
し
、
約
８
割
を

超
え
る
生
徒
が
、
課
題
解
決
の
た
め
に

積
極
的
に
調
べ
、
生
徒
同
士
又
は
教
師

に
相
談
す
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。

特
に
、
学
習
に
対
し
て
消
極
的
な
姿

勢
の
生
徒
の
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。（
図
２
）

⑶

教
師
の
意
識
の
変
化

教
師
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
に
徹
す
る

こ
と
で
、
生
徒
が
主
体
的
に
問
題
や
課

題
を
解
決
し
て
い
く
学
習
が
身
に
つ
き

始
め
て
い
る
。
ま
た
、
相
互
交
流
に
よ

り
問
題
解
決
が
で
き
た
と
き
に
充
実
感

を
感
じ
る
生
徒
の
割
合
が
倍
増
。
他
者

と
の
連
携
の
中
で
学
習
成
果
を
構
築
す

る
こ
と
に
喜
び
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。（
図
３
）

４

今
後
に
向
け
て

「
で
き
た
・
で
き
な

い
」「
わ
か
っ
た
・
わ

か
ら
な
い
」
と
い
う

単
純
な
振
り
返
り
で

は
な
く
、
自
身
の
学

習
過
程
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
、
努
力
や
変
容
の
実
感
を
重
視

し
た
学
習
過
程
を
通
し
て
、
学
び
の
自

立
に
つ
な
が
る
方
策
に
つ
い
て
更
な
る

検
討
を
重
ね
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
。

ま
た
、
本
校
学
校
公
開
の
参
会
者
の

多
く
が
「
生
徒
の
中
に
あ
る
問
い
を
引

き
出
す
こ
と
」
や
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

に
徹
す
る
こ
と
」
に
困
難
を
感
じ
て
い

る
と
述
べ
て
い
る
。
教
え
る
こ
と
を
中

心
と
し
た「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」に
加
え
、

能
動
的
な
学
び
を
導
き
出
す
た
め
の

「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の
役

割
を
効
果
的
に
機
能
さ
せ
、
深
い
学
び

に
つ
な
げ
る
た
め
の
授
業
の
あ
り
方
に

つ
い
て
一
層
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

図２

あなたは学習にあたって、いつも疑問を感じたり、問題だ
と思ったりしますか。

■はい　■ほぼそうだ　■あまりそうではない　■いいえ

図３

あなたが、学習した満足感（充実感）を授業の中で感
じるのは、次のどんな時ですか。

■自分で結果や解き方の予想ができたり、見通しが立つとき
■みんなと一緒に考えを出し合いながら問題が解決できたとき
■以前より自分でも「わかる・できる」ようになってきたとき
■身近で、興味のある学習課題を自分で立てて取り組んだとき

（3） 令和元年９月17日 日 本 教 育 岩 手 第 181 号

11

2105646本文.indd   11 2021/09/16   8:21



   ᛢ᫆ᚐൿỆɼ˳ႎỆӕụኵớδᇜỉᏋ঺῍ɶఄܖғỂỉᡲઃửᡫẲề῍

ᒾᡭ┴㐲㔝ᕷ❧ᅵῡᑠ学ᰯ

ᩍ ㅍ ᰩ ⃝ ⏤ ⣖

ᾀ ɼ᫆ᚨܭỉྸဌ

     ▱㆑ᇶ┙♫఍ࡢ฿᮶ࠊࡸグ࣮ࣟࣝࣂ化ࡢ㐍ᒎ࡝࡞ᛴ㏿に♫఍がኚ化する୰ࠊඣ❺にࠊࡣᖜᗈ࠸

▱㆑とᰂ㌾࡞ᛮ⪃ຊにᇶ࡙࠸てุ᩿することࠊࡸ௚⪅と切☩⌶☻し࡞␗ࡘࡘるᩥ化ࡸṔྐに❧⬮

するேࠎとࡢඹᏑࢆ図ることࠊ࡝࡞ኚ化にᑐᛂする⬟ຊࡸ㈨㉁が求めࡽれて࠸る。しかしࠊᅜෆ

እࡢ学ຊㄪᰝࡢ⤖ᯝ࡝࡞かࠊࡽᛮ⪃ຊุ࣭᩿ຊ࣭⾲⌧ຊ➼にㄢ㢟がぢࡽれることが᫂ࡽかに࡞っ

た。こࡢことかࠊࡽᒾᡭ┴でࠊࡣᖹᡂ２㸵ᖺ１２᭶ࠊᒾᡭ┴ᩍ⫱ጤဨ఍ࢃ࠸ࠕࡾࡼてࡢᤵᴗ࡙く

࠸タけ᥎㐍してࢆどⅬࡢ✲◊୰学ᰯ༊ẖにࡣ㐲㔝ᕷでࠊけཷࢆれた。これࡉ♧どⅬࠖがࡢࡘ３ࡾ

る。௒ᖺᗘで㸵ᖺ┠ྲྀࡢ⤌で࠶る。

ᮏᰯࡢඣ❺ࡣ᫂るく⣲┤でࠊࡾ࠶୚ࡽ࠼れたㄢ㢟にᑐして┿๢にྲྀࡾ⤌も࠺とする┿㠃┠࡞ᵝ

Ꮚがぢࡽれる。㐣ཤ３ᖺ㛫ࡢ✲◊ࡢᡂᯝかࠊࡽ学習ෆᐜࢆ習ᚓし࠺ࡼとࠊᤵᴗと㐃動したᐙᗞ学

習ࢆ㏻して⢓ࡾᙉくྲྀࡴ⤌ࡾጼໃୖྥࡢがぢࡽれて࠸る。しかしࠊ᫖ᖺᗘ⾜ったព㆑ㄪᰝࡢ⤖ᯝ

かࠊࡽ学習にྥか࠺ព㆑ࡢኚᐜࠊࡸ⾲⌧するためࡢᡭẁࢆ㌟に௜けጞめたと࠺࠸⮬ぬ࠺ࡣかが࠼

るもࠊࡢࡢඣ❺඲ဨが学習ෆᐜࢆ⌮ゎするためにࠕ分かるࠊ分かࢆࠖ࠸࡞ࡽ᫂☜にしࠊ୺యⓗに

学習して࠸るとࡣゝ࠸㞴࠸。ప学ᖺかࡢࡽこ࡞࠺ࡼࡢ学習にᑐするጼໃࡢపࡉが✚ࡳ㔜ࠊࡾ࡞ಶ

ேᕪが኱きࠊ࠸ಶูにぢても኱き࡞ఙࡧがぢࡽれ࠸࡞と࠺࠸こともᐇែで࠶る。

ᾁ φ˳ႎܱោϋܾ

  ᮏᰯ３ࠊࡣᖺ๓かࠕࡽㄢ㢟ゎỴに୺యⓗにྲྀࡴ⤌ࡾඣ❺ࡢ⫱ᡂࠖࡢ◊✲୺㢟ࡢもとࢆ⛉ᩘ⟭ࠊ

୰ᚰにして◊✲ᐇ㊶ࢆ㔜ࡡてきた。௒ᖺᗘࠕࠊࡣ୺యⓗࠖにຍ࠼てࠕできた࣭分かった႐ࢆࡧឤࡌ

ることࠖも㏣求して࠸るとこࢁで࠶る。こࡢ◊✲୺㢟ࠊࡣᮏᰯᡤᒓࡢ୰学ᰯ༊ࡔけで࡞く㐲㔝ᕷ

඲యࡢ学ࡢࡧᇶᮏ方㔪ࢆල⌧化するもࡢで࠶る。୺యⓗ࡞学習ែᗘࢆ⫱ᡂするためにࠊࡣඣ❺ࠊ

ᩍᖌ཮方ࡢព㆑ᨵ㠉がᚲせで࠶る。ᮏᰯࡢඣ❺ࡣ学習にᑐしてཷ動ⓗ࡞ඣ❺がከ࠸ためࠊ┠ᶆと

する学ࡧ方࣮࣓࢖ࢆジ化ࡏࡉることもྵめࠊ௨ୗ࡞࠺ࡼࡢᡭ❧てࢆㅮࠊࡌᐇ㊶ࡳ✚ࢆ㔜ࡡた。

  ίᾀὸ ɶఄܖғắểỆᡲઃẲẺӕኵ

   ① ᤵᴗᨵၿにྥけた２ࡢࡘどⅬࡢタᐃ

     ᮏᰯがᡤᒓする㐲㔝ᕷ❧㐲㔝ᮾ୰学ᰯ༊でࠊࡣ⩏ົᩍ⫱㸷ᖺ㛫ࢆ㋃࠼ࡲたᣦᑟࡢ඘ᐇࢆ図

るためにࠊどⅬ①ࠕពḧࢆ㧗める学習ㄢ㢟ࡢタᐃࠖどⅬ②ࠕゝⴥࡄ࡞ࡘࢆ඲ဨཧຍᆺࡢゝㄒ

ά動ࠖ２ࡢⅬࢆタᐃしࠊᑠ学ᰯ３ᰯ୰学ᰯ１ᰯࡢィ４ᰯでᤵᴗᐇ㊶ࢆ㔜ࡡて࠸る。これࠊࡣ

ඣ❺にࡼるព㆑ㄪᰝྛࡸ✀ㄪᰝ⤖ᯝ➼かࡽ◊✲୺௵ࢆ୰ᚰとしてㄢ㢟ⅬࢆὙ࠸ฟしࠊᮏ学༊

にᚲせ࡞ຊࢆ㞟⣙したもࡢで࠶る。ẖᖺࠊ方ྥᛶࢆ☜ㄆし࡞がࡾࡼࠊࡽලయⓗ࡞ᤵᴗᨵၿࡢ

方法ࢆ᥈求して࠸る。ྛ学ᰯでࠊࡣこࡢどⅬࡽࡉࢆにලయ化しࡌྠࠊ方ྥᛶでᣦᑟすること

にࠊࡾࡼ学ຊྥୖࢆ┠ᣦして࠸る。

   ② ᤵᴗࡢ㉁ⓗྥୖࢆ┠ᣦすᤵᴗ஺ὶ఍ࡢᐇ᪋

     ୖグࡢどⅬࢆព㆑した᪥ᖖᐇ㊶に࠸ࡘてࡢࡑࠊጇᙜᛶ᳨ࢆウした

⾜ࢆᤵᴗ஺ὶ఍ࡢᖺに２ᅇࠊするためにࡾしたࡔ࠸ぢࢆᨵၿⅬࠊࡾ

って࠸る。ྛᰯでࠊࡣᣦᑟ᱌にどⅬにಀる

ලయⓗᣦᑟෆᐜࢆ᫂グしࠊᑠ୰学ᰯࡢᩍဨ

にࡼる◊✲఍࠺⾜ࢆ。ᤵᴗ஺ὶ఍࠺⾜ࢆこ

とにࠊࡾࡼᑠ学ᰯࡢᩍဨࠊࡣ୰学ᰯࡢ࡬㐍

学ᚋࡾࡼࠊ୺యⓗ࡞学習ができる࡞࠺ࡼᣦᑟ方法ࡢぢ┤しࢆするこ

とができて࠸る。ࡲたࠊ୰学ᰯࡢᩍဨࠊࡣᑠ学ᰯで✚ࡆୖࡳてきた

【୆ංΦ໇ϜἿණࠄ】

学ࡸࣝ࣋ࣞࡢ࠸ྜࡧ学習つᚊ➼ࢆ෌☜ㄆしࠊᤵᴗᨵၿにࡆ࡞ࡘると࠺࠸┦஌ຠᯝが☜ㄆࡉれ

て࠸る。

୰学ᰯ༊ࠊࡣ⾲Ⓨࡢる。こ࠸って⾜ࢆⓎ⾲఍✲◊ࡢᕷ඲యࠊẖᖺ１ᅇࠊࡣ㐲㔝ᕷでࠊたࡲ

ࡢࡘして㐲㔝ᕷ඲యで１ࡑࠊ୰学ᰯ༊ࠊ学ᰯྛࠊࡾࡼⓎ⾲にࡢれる。こࡉᐇ㊶が⤂௓ࡢとࡈ

┠ᶆにྥか࠺ᩍဨ඲ဨࡢព㆑ྥୖが図ࡽれて࠸る。

  ίᾁὸ ૙ࠖỉἅὊἙỵ἟ὊἚỉپ߻

   ① ㄢ㢟ゎỴࡢពḧࢆಖ㞀するᑟධࡢᕤኵ㸦୰学ᰯ༊どⅬ①と㐃動㸧

     ᮏᰯでࠊࡣẖ᫬㛫ࡢᑟධ᫬にᮏ᫬࣮ࣝࢦࡢ㸦ホ౯ၥ㢟㸧ࢆᥦ

♧する。ᥦ♧するࠊࡣ࣮ࣝࢦලయⓗ࡞ၥ㢟ࡔけで࡞くࠕゎỴ方

法ࢆゝⴥでㄝ᫂する ṇしくᩘ┤⥺図に⾲すࠕࠖ ⪄ㄽ⌮ⓗᛮ࡝࡞ࠖ

㏉ࡾ᣺ࡢ༢఩᫬㛫ෆࠊࡣる。これ࠸て࠼ホ౯できるၥ㢟も୚ࢆ

分かったࠕࠊࡣでࡾ とࠖグ㏙してもྛ✀᳨ᰝ➼ࡢ㉁ၥ⣬に࡞るとࠊ

✚ᴟⓗ⫯ᐃࡢᅇ⟅がᑡ࠸࡞と࠺࠸ᐇែかࠊࡽඣ❺がࠕఱができ

る࠺ࡼに࡞ればࠊ分かったとゝ࠼るࡢかࠖと࣮ࣝࢦ࠺࠸ീが⌮

ゎでき࠸࡞ことにཎᅉが࠶るࡢで࠸࡞ࡣかと分ᯒしたことにࡼ

るᐇ㊶で࠶る。

れた㛵㐃ၥ㢟にྲྀࡉ学習ᐃ╔ᗘㄪᰝでฟ㢟ࡢ඲ᅜࡸ┴ᒾᡭࠊࡣ༢ඖ学習ᚋにࡢࡘ１ࠊたࡲ

。る࠸がって࡞ࡘᡂに⫱ࡢά⏝するຊࢆ学習ෆᐜࡾࡼる。これに࠸でࢇ⤌ࡾ

   ② ୺యⓗ࡞学ࢆࡧᒎ㛤ࡏࡉる学習形ែࡢタᐃࡸព図ⓗᣦྡ㸦୰学ᰯ༊どⅬ②と㐃動㸧

     学習ෆᐜにྜった学ࢆࣝ࢖ࢱࢫࡢ࠸ྜࡧᩍᖌがព図ⓗにࢺ࣮ࢿ࢕ࢹ࣮ࢥしࠊタᐃして࠸る。

ݻἿࣸܣණἻ学び合いἿݳ】      Ї】

  

ᵓ㐀図࠸ྜࡧ学ࠕࡣᤵᴗにࠊたࡲ     㸦ࠖ㈨ᩱཧ↷㸧ࢆసᡂしてかࡴ⮫ࡽ。学࠸ྜࡧᵓ㐀図とࠊࡣ

ඣ❺ࡢᛮ⪃ࢆண᝿しࡆୖࡾྲྀࠊたࡲࢆ࠼⪄࠸とめたもࡢで࠶る。こࡢ学࠸ྜࡧᵓ᝿図ࢆసᡂ

することで学ࡢ࠸ྜࡧ形ែࢆỴᐃしたࠊࡾព図ⓗにᣦྡࡢ㡰ᗎࢆỴめたࡾすることができる。

ᩍᮦゎ㔘ࠊᩍᮦ分ᯒࢆ⥥ᐦに⾜࡞ࢃければᵓ᝿図にࡲとめることができ࠸࡞ためࠊᩍᖌにと

ってもᤵᴗࢆᵓ⠏する一ຓと࡞って࠸る。

③ ⬟動ⓗ࡞学習ಁࢆす᪥ᖖᐇ㊶

     ᩍᖌ࣮ࢱ࣮ࢸࣜࢩ࢓ࣇࡣで࡞ければ࡞ࡽ࡞

࠸と࠺ࡲってし࡞してもヰ㔞がከく࠺࡝ࠊが࠸

༢఩᫬ࠊࡽことかࡢࡑ。れたࡽ཯┬がከくぢ࠺

㛫ෆに࠾けるࠕᩍᖌが౑࠸た࠸ゝⴥࠖࢆᥦ♧し

ඹ㏻⌮ゎࡢもとᤵᴗࢆᒎ㛤してきた。ᩍᖌࡢⓎ

ၥࡢ௙方ḟ➨で学ࡉ῝ࡢࡧがỴࡲってくる。

これࡲでࠊࡣඣ❺ࡢ୙᏶඲ࢆ࠼⪄࡞ᩍᖌがㄝ  

自力解決→一斉 自力解決を一斉で学び、課題を解決する。

ペア→一斉 はじめから２人組で考える。思考過程も説明し、一斉で学ぶ。

２人→４人→２人→１人 人数を増やして思考を深め、最後は個に戻ることで理解を確実に。

個人→ペア・グループ→一斉 自分の考えを一回は説明できる安心感。

個人→フリー→一斉 自分が説明を聞きたい人のところに集まり、思考を整理する。

個人→ジグソー学習 自分で導き出した考えをパーツごとに分かれて説明する。

分かる人グループ

分からない人グループ

学習内容の理解度に応じた小集団を作る。理解したグループはどんど

ん進める。理解が難しいグループは教師と学ぶ。

分かる人＋分からない人 理解できなかった人は、十分に理解できている人に聞きに行く。

【教師ἝЂいἰいធᗳ】

【ὸール（឵Гٟᯃ）】
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   ᛢ᫆ᚐൿỆɼ˳ႎỆӕụኵớδᇜỉᏋ঺῍ɶఄܖғỂỉᡲઃửᡫẲề῍

ᒾᡭ┴㐲㔝ᕷ❧ᅵῡᑠ学ᰯ

ᩍ ㅍ ᰩ ⃝ ⏤ ⣖

ᾀ ɼ᫆ᚨܭỉྸဌ

     ▱㆑ᇶ┙♫఍ࡢ฿᮶ࠊࡸグ࣮ࣟࣝࣂ化ࡢ㐍ᒎ࡝࡞ᛴ㏿に♫఍がኚ化する୰ࠊඣ❺にࠊࡣᖜᗈ࠸

▱㆑とᰂ㌾࡞ᛮ⪃ຊにᇶ࡙࠸てุ᩿することࠊࡸ௚⪅と切☩⌶☻し࡞␗ࡘࡘるᩥ化ࡸṔྐに❧⬮

するேࠎとࡢඹᏑࢆ図ることࠊ࡝࡞ኚ化にᑐᛂする⬟ຊࡸ㈨㉁が求めࡽれて࠸る。しかしࠊᅜෆ

እࡢ学ຊㄪᰝࡢ⤖ᯝ࡝࡞かࠊࡽᛮ⪃ຊุ࣭᩿ຊ࣭⾲⌧ຊ➼にㄢ㢟がぢࡽれることが᫂ࡽかに࡞っ

た。こࡢことかࠊࡽᒾᡭ┴でࠊࡣᖹᡂ２㸵ᖺ１２᭶ࠊᒾᡭ┴ᩍ⫱ጤဨ఍ࢃ࠸ࠕࡾࡼてࡢᤵᴗ࡙く

࠸タけ᥎㐍してࢆどⅬࡢ✲◊୰学ᰯ༊ẖにࡣ㐲㔝ᕷでࠊけཷࢆれた。これࡉ♧どⅬࠖがࡢࡘ３ࡾ

る。௒ᖺᗘで㸵ᖺ┠ྲྀࡢ⤌で࠶る。

ᮏᰯࡢඣ❺ࡣ᫂るく⣲┤でࠊࡾ࠶୚ࡽ࠼れたㄢ㢟にᑐして┿๢にྲྀࡾ⤌も࠺とする┿㠃┠࡞ᵝ

Ꮚがぢࡽれる。㐣ཤ３ᖺ㛫ࡢ✲◊ࡢᡂᯝかࠊࡽ学習ෆᐜࢆ習ᚓし࠺ࡼとࠊᤵᴗと㐃動したᐙᗞ学

習ࢆ㏻して⢓ࡾᙉくྲྀࡴ⤌ࡾጼໃୖྥࡢがぢࡽれて࠸る。しかしࠊ᫖ᖺᗘ⾜ったព㆑ㄪᰝࡢ⤖ᯝ

かࠊࡽ学習にྥか࠺ព㆑ࡢኚᐜࠊࡸ⾲⌧するためࡢᡭẁࢆ㌟に௜けጞめたと࠺࠸⮬ぬ࠺ࡣかが࠼

るもࠊࡢࡢඣ❺඲ဨが学習ෆᐜࢆ⌮ゎするためにࠕ分かるࠊ分かࢆࠖ࠸࡞ࡽ᫂☜にしࠊ୺యⓗに

学習して࠸るとࡣゝ࠸㞴࠸。ప学ᖺかࡢࡽこ࡞࠺ࡼࡢ学習にᑐするጼໃࡢపࡉが✚ࡳ㔜ࠊࡾ࡞ಶ

ேᕪが኱きࠊ࠸ಶูにぢても኱き࡞ఙࡧがぢࡽれ࠸࡞と࠺࠸こともᐇែで࠶る。

ᾁ φ˳ႎܱោϋܾ

  ᮏᰯ３ࠊࡣᖺ๓かࠕࡽㄢ㢟ゎỴに୺యⓗにྲྀࡴ⤌ࡾඣ❺ࡢ⫱ᡂࠖࡢ◊✲୺㢟ࡢもとࢆ⛉ᩘ⟭ࠊ

୰ᚰにして◊✲ᐇ㊶ࢆ㔜ࡡてきた。௒ᖺᗘࠕࠊࡣ୺యⓗࠖにຍ࠼てࠕできた࣭分かった႐ࢆࡧឤࡌ

ることࠖも㏣求して࠸るとこࢁで࠶る。こࡢ◊✲୺㢟ࠊࡣᮏᰯᡤᒓࡢ୰学ᰯ༊ࡔけで࡞く㐲㔝ᕷ

඲యࡢ学ࡢࡧᇶᮏ方㔪ࢆල⌧化するもࡢで࠶る。୺యⓗ࡞学習ែᗘࢆ⫱ᡂするためにࠊࡣඣ❺ࠊ

ᩍᖌ཮方ࡢព㆑ᨵ㠉がᚲせで࠶る。ᮏᰯࡢඣ❺ࡣ学習にᑐしてཷ動ⓗ࡞ඣ❺がከ࠸ためࠊ┠ᶆと

する学ࡧ方࣮࣓࢖ࢆジ化ࡏࡉることもྵめࠊ௨ୗ࡞࠺ࡼࡢᡭ❧てࢆㅮࠊࡌᐇ㊶ࡳ✚ࢆ㔜ࡡた。

  ίᾀὸ ɶఄܖғắểỆᡲઃẲẺӕኵ

   ① ᤵᴗᨵၿにྥけた２ࡢࡘどⅬࡢタᐃ

     ᮏᰯがᡤᒓする㐲㔝ᕷ❧㐲㔝ᮾ୰学ᰯ༊でࠊࡣ⩏ົᩍ⫱㸷ᖺ㛫ࢆ㋃࠼ࡲたᣦᑟࡢ඘ᐇࢆ図

るためにࠊどⅬ①ࠕពḧࢆ㧗める学習ㄢ㢟ࡢタᐃࠖどⅬ②ࠕゝⴥࡄ࡞ࡘࢆ඲ဨཧຍᆺࡢゝㄒ

ά動ࠖ２ࡢⅬࢆタᐃしࠊᑠ学ᰯ３ᰯ୰学ᰯ１ᰯࡢィ４ᰯでᤵᴗᐇ㊶ࢆ㔜ࡡて࠸る。これࠊࡣ

ඣ❺にࡼるព㆑ㄪᰝྛࡸ✀ㄪᰝ⤖ᯝ➼かࡽ◊✲୺௵ࢆ୰ᚰとしてㄢ㢟ⅬࢆὙ࠸ฟしࠊᮏ学༊

にᚲせ࡞ຊࢆ㞟⣙したもࡢで࠶る。ẖᖺࠊ方ྥᛶࢆ☜ㄆし࡞がࡾࡼࠊࡽලయⓗ࡞ᤵᴗᨵၿࡢ

方法ࢆ᥈求して࠸る。ྛ学ᰯでࠊࡣこࡢどⅬࡽࡉࢆにලయ化しࡌྠࠊ方ྥᛶでᣦᑟすること

にࠊࡾࡼ学ຊྥୖࢆ┠ᣦして࠸る。

   ② ᤵᴗࡢ㉁ⓗྥୖࢆ┠ᣦすᤵᴗ஺ὶ఍ࡢᐇ᪋

     ୖグࡢどⅬࢆព㆑した᪥ᖖᐇ㊶に࠸ࡘてࡢࡑࠊጇᙜᛶ᳨ࢆウした

⾜ࢆᤵᴗ஺ὶ఍ࡢᖺに２ᅇࠊするためにࡾしたࡔ࠸ぢࢆᨵၿⅬࠊࡾ

って࠸る。ྛᰯでࠊࡣᣦᑟ᱌にどⅬにಀる

ලయⓗᣦᑟෆᐜࢆ᫂グしࠊᑠ୰学ᰯࡢᩍဨ

にࡼる◊✲఍࠺⾜ࢆ。ᤵᴗ஺ὶ఍࠺⾜ࢆこ

とにࠊࡾࡼᑠ学ᰯࡢᩍဨࠊࡣ୰学ᰯࡢ࡬㐍

学ᚋࡾࡼࠊ୺యⓗ࡞学習ができる࡞࠺ࡼᣦᑟ方法ࡢぢ┤しࢆするこ

とができて࠸る。ࡲたࠊ୰学ᰯࡢᩍဨࠊࡣᑠ学ᰯで✚ࡆୖࡳてきた

【୆ංΦ໇ϜἿණࠄ】

学ࡸࣝ࣋ࣞࡢ࠸ྜࡧ学習つᚊ➼ࢆ෌☜ㄆしࠊᤵᴗᨵၿにࡆ࡞ࡘると࠺࠸┦஌ຠᯝが☜ㄆࡉれ

て࠸る。

୰学ᰯ༊ࠊࡣ⾲Ⓨࡢる。こ࠸って⾜ࢆⓎ⾲఍✲◊ࡢᕷ඲యࠊẖᖺ１ᅇࠊࡣ㐲㔝ᕷでࠊたࡲ

ࡢࡘして㐲㔝ᕷ඲యで１ࡑࠊ୰学ᰯ༊ࠊ学ᰯྛࠊࡾࡼⓎ⾲にࡢれる。こࡉᐇ㊶が⤂௓ࡢとࡈ

┠ᶆにྥか࠺ᩍဨ඲ဨࡢព㆑ྥୖが図ࡽれて࠸る。

  ίᾁὸ ૙ࠖỉἅὊἙỵ἟ὊἚỉپ߻

   ① ㄢ㢟ゎỴࡢពḧࢆಖ㞀するᑟධࡢᕤኵ㸦୰学ᰯ༊どⅬ①と㐃動㸧

     ᮏᰯでࠊࡣẖ᫬㛫ࡢᑟධ᫬にᮏ᫬࣮ࣝࢦࡢ㸦ホ౯ၥ㢟㸧ࢆᥦ

♧する。ᥦ♧するࠊࡣ࣮ࣝࢦලయⓗ࡞ၥ㢟ࡔけで࡞くࠕゎỴ方

法ࢆゝⴥでㄝ᫂する ṇしくᩘ┤⥺図に⾲すࠕࠖ ⪄ㄽ⌮ⓗᛮ࡝࡞ࠖ

㏉ࡾ᣺ࡢ༢఩᫬㛫ෆࠊࡣる。これ࠸て࠼ホ౯できるၥ㢟も୚ࢆ

分かったࠕࠊࡣでࡾ とࠖグ㏙してもྛ✀᳨ᰝ➼ࡢ㉁ၥ⣬に࡞るとࠊ

✚ᴟⓗ⫯ᐃࡢᅇ⟅がᑡ࠸࡞と࠺࠸ᐇែかࠊࡽඣ❺がࠕఱができ

る࠺ࡼに࡞ればࠊ分かったとゝ࠼るࡢかࠖと࣮ࣝࢦ࠺࠸ീが⌮

ゎでき࠸࡞ことにཎᅉが࠶るࡢで࠸࡞ࡣかと分ᯒしたことにࡼ

るᐇ㊶で࠶る。

れた㛵㐃ၥ㢟にྲྀࡉ学習ᐃ╔ᗘㄪᰝでฟ㢟ࡢ඲ᅜࡸ┴ᒾᡭࠊࡣ༢ඖ学習ᚋにࡢࡘ１ࠊたࡲ

。る࠸がって࡞ࡘᡂに⫱ࡢά⏝するຊࢆ学習ෆᐜࡾࡼる。これに࠸でࢇ⤌ࡾ

   ② ୺యⓗ࡞学ࢆࡧᒎ㛤ࡏࡉる学習形ែࡢタᐃࡸព図ⓗᣦྡ㸦୰学ᰯ༊どⅬ②と㐃動㸧

     学習ෆᐜにྜった学ࢆࣝ࢖ࢱࢫࡢ࠸ྜࡧᩍᖌがព図ⓗにࢺ࣮ࢿ࢕ࢹ࣮ࢥしࠊタᐃして࠸る。

ݻἿࣸܣණἻ学び合いἿݳ】      Ї】

  

ᵓ㐀図࠸ྜࡧ学ࠕࡣᤵᴗにࠊたࡲ     㸦ࠖ㈨ᩱཧ↷㸧ࢆసᡂしてかࡴ⮫ࡽ。学࠸ྜࡧᵓ㐀図とࠊࡣ

ඣ❺ࡢᛮ⪃ࢆண᝿しࡆୖࡾྲྀࠊたࡲࢆ࠼⪄࠸とめたもࡢで࠶る。こࡢ学࠸ྜࡧᵓ᝿図ࢆసᡂ

することで学ࡢ࠸ྜࡧ形ែࢆỴᐃしたࠊࡾព図ⓗにᣦྡࡢ㡰ᗎࢆỴめたࡾすることができる。

ᩍᮦゎ㔘ࠊᩍᮦ分ᯒࢆ⥥ᐦに⾜࡞ࢃければᵓ᝿図にࡲとめることができ࠸࡞ためࠊᩍᖌにと

ってもᤵᴗࢆᵓ⠏する一ຓと࡞って࠸る。

③ ⬟動ⓗ࡞学習ಁࢆす᪥ᖖᐇ㊶

     ᩍᖌ࣮ࢱ࣮ࢸࣜࢩ࢓ࣇࡣで࡞ければ࡞ࡽ࡞

࠸と࠺ࡲってし࡞してもヰ㔞がከく࠺࡝ࠊが࠸

༢఩᫬ࠊࡽことかࡢࡑ。れたࡽ཯┬がከくぢ࠺

㛫ෆに࠾けるࠕᩍᖌが౑࠸た࠸ゝⴥࠖࢆᥦ♧し

ඹ㏻⌮ゎࡢもとᤵᴗࢆᒎ㛤してきた。ᩍᖌࡢⓎ

ၥࡢ௙方ḟ➨で学ࡉ῝ࡢࡧがỴࡲってくる。

これࡲでࠊࡣඣ❺ࡢ୙᏶඲ࢆ࠼⪄࡞ᩍᖌがㄝ  

自力解決→一斉 自力解決を一斉で学び、課題を解決する。

ペア→一斉 はじめから２人組で考える。思考過程も説明し、一斉で学ぶ。

２人→４人→２人→１人 人数を増やして思考を深め、最後は個に戻ることで理解を確実に。

個人→ペア・グループ→一斉 自分の考えを一回は説明できる安心感。

個人→フリー→一斉 自分が説明を聞きたい人のところに集まり、思考を整理する。

個人→ジグソー学習 自分で導き出した考えをパーツごとに分かれて説明する。

分かる人グループ

分からない人グループ

学習内容の理解度に応じた小集団を作る。理解したグループはどんど

ん進める。理解が難しいグループは教師と学ぶ。

分かる人＋分からない人 理解できなかった人は、十分に理解できている人に聞きに行く。
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᫂して࠸たがࠊ୙᏶඲ᅇ⟅ࢆ᏶඲ᅇ⟅にして࠸く㐣⛬ࢆඣ❺に௵ࡏることにࠊࡾࡼඣ❺が⮬

分஦としてᛮ⪃するጼがぢࡽれる࠺ࡼに࡞って࠸る。

⟭ࠕࠊᡂするために⫱ࢆ学習ែᗘ࡞動ⓗ⬟ࠊたࡲ

༢ඖᑟࡣる。これ࠸ᖖ᫬‽ഛしてࢆ࣒ࠖࢸ࢖࢔ᩘ

ධ๓にᩍᮦ分ᯒࠊ࠸⾜ࢆ学ࡢ࠸ྜࡧ୰でࠕඣ❺に

ὀ┠ࡏࡉたࠊ࠸౑ࡏࢃたࠖ࠸と⪃࠼る⟬ᩘ⏝ㄒࡸ

᪤習஦㡯ࢆὙ࠸ฟしたもࡢで࠶る。学ࡢ࠸ྜࡧሙ

㠃に࠸࠾てඣ❺がࢆ࣒ࠖࢸ࢖࢔ᩘ⟭ࠕά⏝して඲

యにㄝ᫂する。᪤習஦㡯と㛵㐃࡞ࡏࡉがࡽ⮬分ࢆ࠼⪄ࡢヲしくㄝ᫂することがྍ⬟にࠊࡾ࡞

学ࡢ࠸ྜࡧάⓎ化に࡞ࡘがって࠸る。

ίᾂὸ δᇜỉॖᜤો᪃ửႸਦẲẺپ߻

   ① ᩍᖌࡢᐇ₇にࡼる学࣮࣓࢖ࡢ࠸ྜࡧジ化

     ඣ❺にࠕ┠ᣦす学ࡢ࠸ྜࡧጼࠖࢆ᫂☜に࣮࣓࢖ジ

࠸って⾜ࢆᐇ₇࠸ྜࡧる学ࡼᩍᖌにࠊるためにࡏࡉ

る。こࡢᐇ₇でࠕࡣ☜ᐇࢆ࠼⪄࡞ᣢって࠸るඣ❺ࠖ

❺分かったඣࡽ࡞でࡲ㏵୰ࠕ ᣢってࢆ࠼⪄ࡢูࠕࠖ

❺るඣ࠸ ࠖ❺ඣ࠸࡞ことができࡘᣢࢆ࠼⪄ࡢ分⮬ࠕࠖ

ᩍᖌがඣ❺ᙺとしࠊタᐃしࡢጼࡢ❺ඣࡢᐇ㝿ࠊ࡝࡞

て඲ᰯࡢ๓でᤵᴗ࠺⾜ࢆ。

ᐇ₇ࡢᚋࠊࡣ᣺ࡾ㏉ࠊ࠸⾜ࢆࡾ⮬分たࡢࡕ学ࡢ࠸ྜࡧᵝᏊとẚ㍑してẼ௜࠸

たことࢆヰす。これࡲでࠊ一ேが⪃ࢆ࠼Ⓨゝすれば᏶⤖したとᛮって࠸たඣ❺も࠼⪄ࠕがྠ

ゝⴥでㄝ᫂するࡢでも⮬分ࡌ ࠸ࡼくてもⓎ⾲して࡞ࡽでしか分かࡲ㏵୰ࠕࠖ けれ࡞ࡽ分かࠕࠖ

ば分かるࡲで㉁ၥしても࠸ࡼ ࠸ࡼとヰしても࠸࡞ࡽ分かࢆこと࠸࡞ࡽ分かࠕࠖ と࣮࣓ࠖ࢖࠺࠸

ジࢆᣢࡘことに࡞ࡘがって࠸る。

   ② ୖྥࡢ▱ㄆࢱる࣓ࡼにࢻ࣮࢝ࣉࢵ࢔ࣝ࢟ࢫ

    ୖグࡢᐇ₇ࢆぢることで࣮࣓࢖ジできた学ࡢ࠸ྜࡧጼ

に㏆࡙くためにࠕࠊ学࠸ྜࡧで౑ࡏࢃた࠸ゝⴥ ᥦ♧してࠖࢆ

す⌧⾲ࢆពᛮࡢて⮬分࠸⏝ࢆヰし方ࡢࡽこれࡣ❺る。ඣ࠸

ることができる。ඣ❺ࡣ学࠸ྜࡧに࠸ࡘてࡢ⮬ᕫホ౯ࢆᐃ

ᮇⓗに⾜࠺。◊✲が㐍ࡴにࡘれてࠊこれࡢࡽヰし方ࢆᛂ⏝

しࠊ⮬分ࡢゝⴥで学࠸ྜࡧにཧຍする࠺ࡼに࡞って࠸る。

  ③ ඣ❺඲ဨが学࠸ྜࡧにཧຍできるࡢࣥ࢖ࢧࢻࣥࣁά⏝

   ᮏᰯࠊࡣࣥ࢖ࢧࢻࣥࣁࡢ㸳✀㢮で࠶る。これࡣす࡭てࡢඣ❺が⌮ゎできる࠺ࡼに学࠸ྜࡧ

࠸࡞ࡽ分かࠕ。る࠶௙᥃けでࡢため࠺⾜ࢆ することࢆ♧⾲ពᛮࡢඣ❺も⮬分ࡢでࠖࡲ㏵୰ࠕࠖ
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ᾂ ᄂᆮỉ঺ௐ

ίᾀὸ ɶఄܖғμ˳ểẲề

ᮏ学ࠊⓗに⾜ってきたことで⥆⥅ࢆᤵᴗ◊✲఍ࡸたことࡡ㔜ࡳ✚ࢆ㊶どⅬにᇶ࡙きᐇࡢࡘ２

༊ࡢᩍဨがྠࡌ方ྥᛶでᤵᴗࢆᵓᡂすることができて࠸る。ᅜㄒ⛉でࠊࡣ༢ඖࡢ学習ィ⏬ࢆඣ

❺とともにసࠊࡾ学習ពḧࡏࡉ⥆⥅ࢆるためࡢᐇ㊶ࠊࡸⱥㄒ⛉でࠊࡣ༢఩᫬㛫ࢆ࣮ࣝࢦࡢᫎീ

としてど⫈ࠊࡏࡉ学ࡢࡧぢ㏻しࢆᣢたࡏるᕤኵ࡞

ලࢆタᐃࠖࡢ㧗める学習ㄢ㢟ࢆពḧࠕ①どⅬࠊ࡝

⌧化することができた。ࡲたࠊ⮬分で࡞ࡣく཭㐩

Ⓨᒎࡢ࡬඲యࡽ学習か࢔࣌ࠊࡾㄝ᫂したࢆ࠼⪄ࡢ

඲ဨཧຍᆺࡄ࡞ࡘࢆゝⴥࠕ②とどⅬࡾᕤኵしたࢆ

学༊が一୸ࠊれࡉ࡞ᥦ᱌も࡞ከᵝࡢゝㄒά動ࠖࡢ

と࡞ってᤵᴗࡢ㉁ୖྥࡢにྥけてྲྀࡴ⤌ࡾこと

ができた。

㐲㔝ᕷでᐇ᪋したඣ❺ࡢព㆑ㄪᰝにもࡢࡘ２ࠊ

どⅬにᇶ࡙࠸たྲྀ⤌がຠᯝⓗで࠶ったことが⾲

れて࠸る。

ίᾁὸ δᇜỉܾ٭

ᮏᰯࡢඣ❺ࡢព㆑ㄪᰝかୖྥࢆࣝ࢟ࢫࠊࡽ

࠸とኚᐜして࠺ࡼ୺యⓗに学習しࡽが࡞ࡏࡉ

ることが分かる。ᩍᖌࡢᐇ₇ࡡࡲࢆるとこࢁ

かࢺ࣮ࢱࢫࡢࡽで࠶ったがࠊ⌧ᅾでࠊࡣ◊✲

ᩍ⛉ࡢ⟬ᩘ⛉௨እでも⮬分たࡕで⪃ࢆ࠼ฟし

れࢃ⾜ጼが᪥ᖖⓗに࠺㧗めྜࠊࡂ࡞ࡘࠊ࠸ྜ

て࠸る。඲ᰯで㞟ࡲる㞟఍ࡸⓎ⾲఍に࠸࠾て

もࠊ඲ᰯࡢ㸷㸮㸣௨ୖࡣឤ᝿ࡸពぢࢆ㏙࡭る

ためにᣲᡭࢆするࠊ࡝࡞学ᰯ⏕ά඲般でάⓎ

。った࡞に࠺ࡼれるࡽጼがぢ࡞

୺యⓗに学習しࡣᑠ学ᰯでࠕࠊて࠸࠾୰学ᰯ᪂ධ⏕学習≧ἣㄪᰝ㉁ၥ⣬に┴ࡢ௒ᖺ４᭶ࠊたࡲ

て࠸たかࠖにᑐするᮏᰯࡢ༞ᴗ⏕ࡢ⫯ᐃⓗᅇ⟅が１㸮㸮㸣で࠶ったことかࡢࡑࠊࡽᡂᯝࡢ⾲れ

とゝ࠼る。

ίᾂὸ ᙲ᪸ểᾁếỉᙻໜểỉ᧙ᡲݰ፼ਦܖૼ

ᮏ学༊に࠾けるどⅬ①ࠊࡣඣ❺一ேࡦとࡾが⮬分஦としてㄢ㢟ࢆᢕᥱしࠊ学ࡪことに⯆࿡࣭㛵

ᚰࡸぢ㏻しࢆᣢࡘためྲྀࡢ⤌で࠶る。どⅬ②ࠊࡣ⮬分ࡸ཭㐩とࡢᑐヰࢆ㏻して⮬ᕫࢆ࠼⪄ࡢᗈ

学࠸῝୺యⓗでᑐヰⓗでࠕれるࡉ♧᪂学習ᣦᑟせ㡿にࠊれもࡎ࠸。る࠶ᐇ㊶でࡢめるため῝ࡆ

ࠖࡧ ࠊࡣどⅬにᇶ࡙きᐇ㊶してきたことࡢࡘる。２࠸どⅬとྜ⮴してࡢグࣥࢽ࣮ࣛࣈ࢕ࢸࢡ࢔

᪂学習ᣦᑟせ㡿に♧ࡉれたどⅬࢆල⌧化して࠸ることとゝ࠼る。

ᾃ ʻࢸỉᛢ᫆

  ３ᖺ㛫ࡳ✚ࡢ㔜ࡡでࠊඣ❺ࡣ学習にᑐしてࡢព㆑がኚࠊࡾࢃᤵᴗࢆ୰ᚰにして୺యⓗࠊ⬟動ⓗ

ప学ࠊࡣこれ。࠸㞴࠸ゝࡣると࠸れてࡉᯝにᩘ್として཯ᫎ⤖ࡢ➼ᰝ᳨✀ྛࠊጼにኚᐜしたが࡞

ᖺかࡽぢࡽれるಶேᕪࡑࠊࡸれにᑐするᣦᑟࡉ⏑ࡢが⪃ࡽ࠼れる。ࡲたࠊᮏᰯでࡣᐙᗞ学習とし

てࠊᙜ᪥ࡢᤵᴗࢆᛮ࠸㏉して⌮ゎしたことࡲࢆとめるᤵᴗసᩥЍᤵᴗసᩥࢆ᰿ᣐにしたࡢࠕでか

ࡾᅾࡢたᐙᗞ学習ࡏࢃຊにྜ⬟ࡢ❺ඣࠊ࡝࡞る࠼୚ࢆಶูにㄢ㢟ࠊるが࠸ධれてࡾྲྀࢆ学習ࠖࡽ

方もࡽࡉにᕤኵするᚲせが࠶る。᭦にࠊᤵᴗຊྥୖࡢために୰学ᰯ༊でࡢ㐃ᦠࢆᙉめࠊ⩏ົᩍ⫱

㸷ᖺ㛫ࡢ学ࡧが඘ᐇする࠺ࡼᤵᴗᨵၿにດめて࠸くことも⥅⥆して⾜࠺ᚲせが࠶る。
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遠野市立土淵小学校
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資料 遠野市

                                                                                           

１ 主体的な学びの実現を目指した単元・授業構想

(1) 端的な指示・発問（児童生徒の活動の時間の保障）

   S-T(TC)ศᯒ➼ࡿࡼ࡟ᩍᖌࡢⓎヰ㔞ྫྷࡢ࿡࣭ᨵၿ

(2) 問題意識の醸成、課題発見・課題解決の機会を保障。

     学習の見通しをもつ

         ఱࢆᏛ࡟࠺ࡼࡢ࡝ࠊ࠿ࡢࡪᏛࢆ࠿ࡢࡪ᫂☜ࡿࡍ࡟

自分の考えをもつ

        ศࠊ࡜ࡇࡓࡗ࠿ศࢆ࡜ࡇࡓࡗ࠿࡞ࡽ࠿᫂☜ࡿࡍ࡟

     ペアや集団で話し合う

        比較・選択・順序・共有・評価・分類・類推・要約

     学習内容や学習方法を振り返る

  (3) 学習活動を振り返り、自分の成長をメタ認知する機会を保障

ࡾࡃᤵᴗ࡙ࡓࡋ࡟኱ษࢆᐇឤࡢࠖࡓࡁ࡛࣭ࡓࡗ࠿ศࠕ  

２ 対話的な学び（ペア・小グループ等の交流）の充実

(1) 話合いの目的の明確化

཰᮰ⓗヰྜ࠸㸦ࡿࡵ῝࣭ࡿࡵ࡜ࡲ㸧ࠊᣑᩓⓗヰྜ࠸㸦ᗈࡿࡆ㸧

(2) 話し合いの方法

㡢ኌゝㄒࡢどぬ໬ ពᅗⓗࣉ࣮ࣝࢢ⦅ᡂ ྖ఍ᣦᑟ ᫬㛫タᐃ

(3) 話し合いの内容

ㄢ㢟ࡢ↔Ⅼ໬࡜ලయ໬

ͤఱ࡛ࡲࡇ࡝ࠊ࡟࠺ࡼࡢ࡝ࠊ࡚࠸ࡘ࡟ヰࢆ࠿ࡢ࠺ྜࡋ᫂☜ࡓࡋ࡟஺ὶ

ࡿࡍタᐃࢆᑐヰάືࡿࡀ࡞ࡘ࡟ࠖࡧᏛ࠸῝ࠕͤ

３ 深い学びの実現：教科の目標を達成する授業づくり

(1) 学習課題・発問の吟味

ヨ⾜㘒ㄗ㸦㏞࣭࠸ᦂࢀ㸧ࡿࢀࡲ⏕ࡀㄢ㢟ࡢタᐃ

タᐃࡢㄢ㢟ࡿࢀࡲ⏕ࡀⓎぢࠖ࡞ࡓ᪂ࠕࡸࠖ࠼⪄࡞ከᵝࠕ

(2) 根拠や理由を大切にする

ࡍ࡛ࡌྠࠕ ࠸࡞ࡏࡽࢃ⤊࡛ࠖࡍ࡛࠸࠸ࠕࠖ

(3) 教師による「助言・援助・ゆさぶり」などの適切な働きかけ

ඣ❺⏕ᚐࢆ࠼⪄ࡢ෌ᗘၥྫྷࠊࡋ┤࠸࿡ࡢࡵࡓࡿࡏࡉⓎၥ
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ࡍ࡛ࡌྠࠕ ࠸࡞ࡏࡽࢃ⤊࡛ࠖࡍ࡛࠸࠸ࠕࠖ

(3) 教師による「助言・援助・ゆさぶり」などの適切な働きかけ

ඣ❺⏕ᚐࢆ࠼⪄ࡢ෌ᗘၥྫྷࠊࡋ┤࠸࿡ࡢࡵࡓࡿࡏࡉⓎၥ

資料 【遠野市 授業づくりスタンダード】

授業との関連を図った課題の内容や出し方等を工夫して          、、学習内容を確実に定着させる。

授

業

ま

で

に

□ この時間にどんな力をつけるのかを明確にする。⇔
※児童生徒が何ができるようになるとよいのか、何が分かるようになるとよいのか、

教師自身が一言で言い表せるよう明確にしてから授業に臨む。

□ 児童生徒同士が学び合う時間を確保する。
※児童生徒同士が学び合うためには、発問が大切である。

やってみたい、考えてみたいと思わせる発問を考えてみる。
（考えさせるための資料提示も効果的である。）

学

習

過

程

・

授

業

場

面

導

入

□ 何を考えるのか、何を学ぶのかを明確にした導入を心がける。

（例）・前時までの学習と本時の学習を関連づける。

  ・考えたくなる、調べたくなるような問題提示や資料提示をする。

               ※学習課題を立てるときは、児童生徒の考えや             

き         出     言葉を大切にする。

☆ をもたせる。

（例）・これまでのどんな考え方を使うとできそうか見当をもたせる。

  ・学習形態、活動内容、時間など、学習プロセスの見当をもたせる。

展

開

☆               に取組む。

【児童生徒の学習活動例】

□ 自分の考えをもつ。

・個人の考えをノートやプリントに書

いたり、根拠となる部分にサイドラ

インを引いたりする。

□ 学び合う。

・ペアやグループ、全体で考えたこと

を交流する。

※交流の例

○自分の考えを出し合う。

○同じ点、異なる点を比較する。

○補足し、よりよい考えにする。

□ 学習したことをまとめる。

・本時の課題をまとめ、「何ができる

ようになったのか、何がわかったの

か」考える。

【教師の留意点】

□ 一人一人の思考、つまずきを把握する。

・机間指導では、一人一人の状況を確認しな

がら、称揚して自信をもたせる。

・支援が必要な子には、既習内容に立ち返ら

せるなど、具体的な解決法を示す。

□ 発問（指示）を吟味する。

・同じ発問は繰り返さない。発問したなら

ば、挙手して発言させる。

□ 児童生徒が主体となる交流(対話)にする。

・教師は支援者として、発言をつなげるな

ど、学び合いをコーディネートする。大事

なことは児童生徒の気付きから引き出すよ

うにする。

□ 構造的な板書を心がける。

・１時間の学習の足跡を残す。
□ 児童生徒の考え(発言)をもとにして、本時

の課題をまとめる。(整合性を図ること)

終

末

□ まとめた考えを活用して個人の力で

問題に取り組む。

・一人でできるかやってみる。

・できないとき、分からない時は質問

して、できるまで、わかるまでやっ

てみる。

□ 最後は、個人で問題に取り組ませ、児童生

徒一人一人に、「できた」「わかった」
を実感させる。

☆ をさせる。

（振り返りの例）

・授業を通して、できるようになったこと、わかったこと、

わからなかったこと、興味をもったことなど。

・どのような学習プロセスによって、自分がどのように変容

したのか。友達から学んだことは何かなど。

※教師は、振り返りを意図的に次時の授業にいかす。

新しい時代に必要となる資質・能力

「学びに向かう力・人間性」

「知識・技能」

「思考力・判断力・表現力等」

課題につなげる！

学習意欲の向上(西中区)

課題意識の持続(遠中区)

この問題が一人でできるようになったよ！

○〇になるには、〇〇だったからね。理由が

よくわかったわ！

授業でできたこと

を、家庭学習でやっ

てみよう。明日の問

題にもチャレンジし

てみようかな。

いわての授業づくり③

目標・内容の精選

※自分の言葉で記述したり、発表したりすることが大切。

学習の見通し

学習の振り返り

意欲を高める学習課題の設定(東中区)いわての授業づくり①

課題を解決するための学習活動 いわての授業づくり②

言語活動の充実(西中区)

言葉をつなぐ全員参加型の言語活動(東中区)

達成状況の把握(遠中区)

「主体的・対話的で深い学び」の実現

家庭学習に取組ませ

学習の振り返り
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（
公
社
）
日
本
教
育
会

主
催
の
「
令
和
元
年
度
第

十
回
教
育
実
践
顕
彰
事

業
」
に
応
募
し
た
遠
野
市

立
土
淵
小
学
校
の
実
践
を

ま
と
め
た
論
文
が
、
見
事

最
高
賞
で
あ
る「
会
長
賞
」

に
輝
き
ま
し
た
。
そ
の
論

文
の
概
要
を
同
校
栗
澤
由
紀
教
諭
に
ま

と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１

主
題
設
定
の
理
由

本
校
の
児
童
は
明
る
く
素
直
で
あ
り
、

与
え
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
真
剣
に
取

り
組
も
う
と
す
る
真
面
目
な
様
子
が
見

ら
れ
る
。
過
去
４
年
間
の
研
究
の
成
果

か
ら
、
粘
り
強
く
学
習
に
取
り
組
む
意

欲
の
向
上
も
見
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

学
習
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
、
児
童

全
員
が
「
分
か
る
、
分
か
ら
な
い
」
を

明
確
に
し
、
主
体
的
に
学
習
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
、
遠
野
市
で
取

り
組
む
中
学
校
区
の
取
組
と
ベ
ク
ト
ル

を
合
わ
せ
、
能
動
的
に
学
ぶ
児
童
を
育

成
し
よ
う
と
こ
の
主
題
を
設
定
し
た
。

２
具
体
的
実
践
内
容

本
校
は
、
４
年
前
か
ら
算
数
科
を
中

心
に
し
て
研
究
実
践
を
重
ね
て
き
た
。

主
体
的
な
学
習
態
度
を
育
成
す
る
た
め

に
は
、
児
童
、
教
師
双
方
の
意
識
改
革

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
な

手
立
て
を
講
じ
、
実
践
を
積
み
重
ね
た
。

⑴
中
学
校
区
ご
と
に
連
携
し
た
取
組

①
授
業
改
善
に
向
け
た
２
つ
の
視
点

の
設
定

本
校
が
所
属
す
る
遠
野
市
立
遠
野
東

中
学
校
区
で
は
、
義
務
教
育
９
年
間
を

踏
ま
え
た
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

視
点
①
「
意
欲
を
高
め
る
学
習
課
題
の

設
定
」
視
点
②
「
言
葉
を
つ
な
ぐ
全
員

参
加
型
の
言
語
活
動
」
の
２
点
を
設
定

し
、
小
学
校
３
校
中
学
校
１
校
の
計
４

校
で
授
業
実
践
を
重
ね
て
い
る
。

②
授
業
の
質
的
向
上
を
目
指
す
授
業

交
流
会
の
実
施

前
述
の
視
点
を
意
識
し
た
日
常
実
践

に
つ
い
て
、
年
に
２
回
の
授
業
交
流
会
を

行
っ
て
い
る
。
授
業
交
流
会
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
小
学
校
の
教
員
は
、
中
学
校

へ
の
進
学
後
、
よ
り
主
体
的
な
学
習
が

で
き
る
よ
う
な
指
導
方
法
の
見
直
し
に

つ
な
げ
て
い
る
。

⑵
教
師
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
工
夫

①
課
題
解
決
の
意
欲
を
保
障
す
る
導

入
の
工
夫
（
中
学
校
区
視
点
①
）

本
校
で
は
、
毎
時
間
の
導
入
時
に
本

時
の
ゴ
ー
ル（
評
価
問
題
）を
提
示
す
る
。

提
示
す
る
ゴ
ー
ル
は
、
具
体
的
な
問
題

の
他
「
解
決
方
法
を
言
葉
で
説
明
す
る
」

な
ど
論
理
的
思
考
を

評
価
で
き
る
問
題
も

与
え
て
い
る
。こ
れ
は
、

単
位
時
間
内
の
振
り

返
り
で
は
、「
分
か
っ

た
」
と
記
述
し
て
も
各

種
検
査
等
の
質
問
紙

に
な
る
と
、
積
極
的
肯
定
の
回
答
が
少

な
い
と
い
う
実
態
か
ら
、
児
童
が
「
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
分
か
っ
た
と

言
え
る
の
か
」
と
い
う
ゴ
ー
ル
像
が
理
解

で
き
な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
分
析

し
た
こ
と
に
よ
る
実
践
で
あ
る
。

②
主
体
的
な
学
び
を
展
開
さ
せ
る
学

習
形
態
の
設
定
や
意
図
的
指
名

（
中
学
校
区
視
点
②
）

学
習
内
容
に
合
っ
た
学
び
合
い
の
ス
タ

イ
ル
を
教
師
が
意
図
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
、
設
定
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
を
設
定
す
る
際
も
根
拠
を

持
た
せ
て
構
成
し
、
ジ
グ
ソ
ー
ス
タ
イ
ル

や
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
（
本
校
で

の
学
習
形
態
の
一
つ
）
な
ど
も
取
り
入
れ

て
い
る
。少
人
数
で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
、

様
々
な
形
態
で
行
う
こ
と
が
で
き
て
い

る
。
ま
た
、
授
業
に
は
、
児
童
の
思
考

を
予
想
し
、
取
り
上
げ
た
い
考
え
を
ま

と
め
た
「
学
び
合
い
構
造
図
」
を
作
成

し
て
か
ら
臨
む
。
こ
の
学
び
合
い
構
想
図

を
作
成
す
る
こ
と
で
学
び
合
い
の
形
態

を
決
定
し
た
り
、
意
図
的
に
指
名
の
順

序
を
決
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
能
動
的
学
習
を
促
す
日
常
実
践

教
師
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
ど
う
し
て
も
話
す
量

が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
反
省
が

多
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
単

位
時
間
内
に
お
け
る
「
教
師
が
授
業
で

課
題
解
決
に
主
体
的
に
取
り
組
む
児
童
の
育
成

〜
中
学
校
区
で
の
連
携
を
通
し
て
〜

遠
野
市
立
土
淵
小
学
校

教
諭

栗

澤

由

紀

いわての教育実践研究～その14～

【ゴール（評価問題）】

【教師が授業で使いたい言葉】

（2）令和２年９月20日 日 本 教 育 岩 手 第 185 号

使
い
た
い
言
葉
」
を
示
し
共
通
理
解
の

も
と
授
業
を
展
開
し
て
き
た
。
教
師
の

発
問
の
仕
方
次
第
で
学
び
の
深
さ
が
決

ま
っ
て
く
る
。
不
完
全
回
答
を
完
全
回

答
に
し
て
い
く
過
程
を
児
童
に
任
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
児
童
が
自
分
事
と
し
て

思
考
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
能
動
的
な
学
習
態
度
を
育
成

す
る
た
め
に
、「
算
数
ア
イ
テ
ム
」
を
常

時
準
備
し
て
い
る
。
こ
れ
は
学
び
合
い
の

中
で
「
児
童
に
注
目
さ
せ
た
い
、
使
わ
せ

た
い
」
と
考
え
る
算
数
用
語
や
既
習
事

項
を
洗
い
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
学
び

合
い
の
場
面
に
お
い
て
児
童
が
「
算
数
ア

イ
テ
ム
」
を
活
用
し
て
全
体
に
説
明
す

る
。
既
習
事
項
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
自

分
の
考
え
を

詳
し
く
説

明
す
る
こ
と

が
可
能
に
な

り
、
学
び
合

い
の
活
発
化

に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

⑶
児
童
の
意
識
改
革
を
目
指
す
工
夫

①
教
師
の
実
演
に
よ
る
学
び
合
い
の

イ
メ
ー
ジ
化

児
童
に
「
目
指
す
学
び
合
い
の
姿
」

を
明
確
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
た
め
に
、
毎

年
、
教
師
に
よ
る
学
び
合
い
実
演
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
実
演
で
は
「
確
実
な
考
え

を
持
っ
て
い
る
児
童
」「
途
中
ま
で
な
ら

分
か
っ
た
児
童
」「
自
分
の
考
え
を
持
つ

こ
と
が
で
き
な
い
児
童
」
な
ど
、
実
際
の

児
童
の
姿
を
設
定
し
、
教
師
が
児
童
役

と
し
て
全
校
の
前
で
授
業
を
行
う
。
実

演
の
後
は
、
振
り
返
り
を
行
い
、
自
分

た
ち
の
学
び
合
い
の
様
子
と
比
較
し
て

気
付
い
た
こ
と
を
話
す
。
こ
れ
ま
で
、
一

人
が
考
え
を
発
言
す
れ
ば
完
結
し
た
と

思
っ
て
い
た
児
童
も
「
途
中
ま
で
し
か
分

か
ら
な
く
て
も
発
表
し
て
よ
い
」「
分
か

ら
な
い
こ
と
を
分
か
ら
な
い
と
話
し
て
も

よ
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
実
演
を
見
る
こ

と
で
、
児
童
の
学
び
合
い
に
は
深
み
が
生

ま
れ
、主
体
的
な
学
び
に
近
づ
い
て
い
る
。

②
児
童
全
員
が
学
び
合
い
に
参
加
で

き
る
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
の
活
用

本
校
の
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
は
、
５
種
類
で

あ
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
の
児
童
が
理
解
で

き
る
よ
う
に

学
び
合
い
に

参
加
す
る
た

め
の
仕
掛
け

で
あ
る
。
ま

ず
「
分
か
ら

な
い
」
の
サ

イ
ン
を
出
し

た
児
童
に
指

名
す
る
。
児
童
は
「
ど
の
部
分
が
分
か

ら
な
い
の
か
」
を
話
し
、
そ
の
発
言
か
ら

「
詳
し
く
説
明
し
ま
す
」
な
ど
他
の
児
童

が
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
話
し
て
挙
手

し
て
い
く
。
教
師
は
、
先
に
述
べ
た
学
び

合
い
構
想
図
を
も
と
に
し
て
意
図
的
な

指
名
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
今
年
度
か

ら
は
学
び
合
い
の
時
間
を
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ

チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
」と
名
付
け
、

制
限
時
間
内
で
解
決
す
る
こ
と
も
目
指

し
て
い
る
。

３

研
究
の
成
果

⑴
中
学
校
区
全
体
と
し
て
　
　

２
つ
の
視
点
に
基
づ
き
実
践
を
積
み

重
ね
た
こ
と
や
授
業
研
究
会
を
継
続
的

に
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、
本
学
区
の
教
員

が
同
じ
方
向
性
で
授
業
を
構
成
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
。
視
点
②
「
言
葉
を
つ

な
ぐ
全
員
参
加
型
の
言
語
活
動
」
の
多

様
な
提
案
も
な
さ
れ
、
学
区
が
一
丸
と

な
っ
て
授
業
の
質
の
向
上
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
遠
野
市
で
実

施
し
た
児
童
の
意
識
調
査
に
も
、
２
つ
の

視
点
に
基
づ
い
た
取
組
が
効
果
的
で

あ
っ
た
こ
と
が
表
れ
て
い
る
。

⑵
児
童
の
変
容

教
師
の
実
演
を
ま
ね
る
と
こ
ろ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、

研
究
教
科
の
算
数
科
以
外
で
も
自
分
た

ち
で
考
え
を
出
し
合
い
、
高
め
合
う
姿

が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
全
校
で

集
ま
る
集
会
に
お
い
て
も
、
児
童
の
90
％

以
上
は
感
想
や
意
見
を
述
べ
る
た
め
に

挙
手
を
す
る
な
ど
、
学
校
生
活
全
般
で

活
発
な
姿
が
見
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
４

月
の
県
中
学
校
新
入
生
学
習
状
況
調
査

質
問
紙
に
お
い
て
、「
小
学
校
で
は
主
体

的
に
学
習
し
て
い
た
か
」
に
対
す
る
本

校
の
卒
業
生
の
肯
定
的
回
答
が

１
０
０
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
成

果
の
表
れ
と
言
え
る
。

４

今
後
の
課
題

本
校
で
は
家
庭
学
習
と
し
て
、
当
日

の
授
業
を
思
い
返
し
て
理
解
し
た
こ
と

を
ま
と
め
る
授
業
作
文
↓
授
業
作
文
を

根
拠
に
し
た
「
の
で
か
ら
学
習
」（
本
校

で
の
学
習
活
動
の
一
つ
）
を
取
り
入
れ
て

い
る
が
、
個
別
に
課
題
を
与
え
る
な
ど
、

児
童
の
能
力
に
合
わ
せ
た
家
庭
学
習
の

在
り
方
も
さ
ら
に
工
夫
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
授
業
力
向
上
の
た
め
に
中

学
校
区
で
の
連
携
を
強
め
、
義
務
教
育

９
年
間
の
学
び
が
充
実
す
る
よ
う
授
業

改
善
に
努
め
て
い
く
こ
と
も
継
続
し
て
い

き
た
い
。

【算数アイテム（方法）】

【教師実演による「学び合い」】

【ハンドサイン】
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（
公
社
）
日
本
教
育
会

主
催
の
「
令
和
元
年
度
第

十
回
教
育
実
践
顕
彰
事

業
」
に
応
募
し
た
遠
野
市

立
土
淵
小
学
校
の
実
践
を

ま
と
め
た
論
文
が
、
見
事

最
高
賞
で
あ
る「
会
長
賞
」

に
輝
き
ま
し
た
。
そ
の
論

文
の
概
要
を
同
校
栗
澤
由
紀
教
諭
に
ま

と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１

主
題
設
定
の
理
由

本
校
の
児
童
は
明
る
く
素
直
で
あ
り
、

与
え
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
真
剣
に
取

り
組
も
う
と
す
る
真
面
目
な
様
子
が
見

ら
れ
る
。
過
去
４
年
間
の
研
究
の
成
果

か
ら
、
粘
り
強
く
学
習
に
取
り
組
む
意

欲
の
向
上
も
見
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

学
習
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
、
児
童

全
員
が
「
分
か
る
、
分
か
ら
な
い
」
を

明
確
に
し
、
主
体
的
に
学
習
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
、
遠
野
市
で
取

り
組
む
中
学
校
区
の
取
組
と
ベ
ク
ト
ル

を
合
わ
せ
、
能
動
的
に
学
ぶ
児
童
を
育

成
し
よ
う
と
こ
の
主
題
を
設
定
し
た
。

２
具
体
的
実
践
内
容

本
校
は
、
４
年
前
か
ら
算
数
科
を
中

心
に
し
て
研
究
実
践
を
重
ね
て
き
た
。

主
体
的
な
学
習
態
度
を
育
成
す
る
た
め

に
は
、
児
童
、
教
師
双
方
の
意
識
改
革

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
な

手
立
て
を
講
じ
、
実
践
を
積
み
重
ね
た
。

⑴
中
学
校
区
ご
と
に
連
携
し
た
取
組

①
授
業
改
善
に
向
け
た
２
つ
の
視
点

の
設
定

本
校
が
所
属
す
る
遠
野
市
立
遠
野
東

中
学
校
区
で
は
、
義
務
教
育
９
年
間
を

踏
ま
え
た
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

視
点
①
「
意
欲
を
高
め
る
学
習
課
題
の

設
定
」
視
点
②
「
言
葉
を
つ
な
ぐ
全
員

参
加
型
の
言
語
活
動
」
の
２
点
を
設
定

し
、
小
学
校
３
校
中
学
校
１
校
の
計
４

校
で
授
業
実
践
を
重
ね
て
い
る
。

②
授
業
の
質
的
向
上
を
目
指
す
授
業

交
流
会
の
実
施

前
述
の
視
点
を
意
識
し
た
日
常
実
践

に
つ
い
て
、
年
に
２
回
の
授
業
交
流
会
を

行
っ
て
い
る
。
授
業
交
流
会
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
小
学
校
の
教
員
は
、
中
学
校

へ
の
進
学
後
、
よ
り
主
体
的
な
学
習
が

で
き
る
よ
う
な
指
導
方
法
の
見
直
し
に

つ
な
げ
て
い
る
。

⑵
教
師
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
工
夫

①
課
題
解
決
の
意
欲
を
保
障
す
る
導

入
の
工
夫
（
中
学
校
区
視
点
①
）

本
校
で
は
、
毎
時
間
の
導
入
時
に
本

時
の
ゴ
ー
ル（
評
価
問
題
）を
提
示
す
る
。

提
示
す
る
ゴ
ー
ル
は
、
具
体
的
な
問
題

の
他
「
解
決
方
法
を
言
葉
で
説
明
す
る
」

な
ど
論
理
的
思
考
を

評
価
で
き
る
問
題
も

与
え
て
い
る
。こ
れ
は
、

単
位
時
間
内
の
振
り

返
り
で
は
、「
分
か
っ

た
」
と
記
述
し
て
も
各

種
検
査
等
の
質
問
紙

に
な
る
と
、
積
極
的
肯
定
の
回
答
が
少

な
い
と
い
う
実
態
か
ら
、
児
童
が
「
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
分
か
っ
た
と

言
え
る
の
か
」
と
い
う
ゴ
ー
ル
像
が
理
解

で
き
な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
分
析

し
た
こ
と
に
よ
る
実
践
で
あ
る
。

②
主
体
的
な
学
び
を
展
開
さ
せ
る
学

習
形
態
の
設
定
や
意
図
的
指
名

（
中
学
校
区
視
点
②
）

学
習
内
容
に
合
っ
た
学
び
合
い
の
ス
タ

イ
ル
を
教
師
が
意
図
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
、
設
定
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
を
設
定
す
る
際
も
根
拠
を

持
た
せ
て
構
成
し
、
ジ
グ
ソ
ー
ス
タ
イ
ル

や
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
（
本
校
で

の
学
習
形
態
の
一
つ
）
な
ど
も
取
り
入
れ

て
い
る
。少
人
数
で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
、

様
々
な
形
態
で
行
う
こ
と
が
で
き
て
い

る
。
ま
た
、
授
業
に
は
、
児
童
の
思
考

を
予
想
し
、
取
り
上
げ
た
い
考
え
を
ま

と
め
た
「
学
び
合
い
構
造
図
」
を
作
成

し
て
か
ら
臨
む
。
こ
の
学
び
合
い
構
想
図

を
作
成
す
る
こ
と
で
学
び
合
い
の
形
態

を
決
定
し
た
り
、
意
図
的
に
指
名
の
順

序
を
決
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
能
動
的
学
習
を
促
す
日
常
実
践

教
師
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
ど
う
し
て
も
話
す
量

が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
反
省
が

多
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
単

位
時
間
内
に
お
け
る
「
教
師
が
授
業
で

課
題
解
決
に
主
体
的
に
取
り
組
む
児
童
の
育
成

〜
中
学
校
区
で
の
連
携
を
通
し
て
〜

遠
野
市
立
土
淵
小
学
校

教
諭

栗

澤

由

紀

いわての教育実践研究～その14～

【ゴール（評価問題）】

【教師が授業で使いたい言葉】

（2）令和２年９月20日 日 本 教 育 岩 手 第 185 号

使
い
た
い
言
葉
」
を
示
し
共
通
理
解
の

も
と
授
業
を
展
開
し
て
き
た
。
教
師
の

発
問
の
仕
方
次
第
で
学
び
の
深
さ
が
決

ま
っ
て
く
る
。
不
完
全
回
答
を
完
全
回

答
に
し
て
い
く
過
程
を
児
童
に
任
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
児
童
が
自
分
事
と
し
て

思
考
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
能
動
的
な
学
習
態
度
を
育
成

す
る
た
め
に
、「
算
数
ア
イ
テ
ム
」
を
常

時
準
備
し
て
い
る
。
こ
れ
は
学
び
合
い
の

中
で
「
児
童
に
注
目
さ
せ
た
い
、
使
わ
せ

た
い
」
と
考
え
る
算
数
用
語
や
既
習
事

項
を
洗
い
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
学
び

合
い
の
場
面
に
お
い
て
児
童
が
「
算
数
ア

イ
テ
ム
」
を
活
用
し
て
全
体
に
説
明
す

る
。
既
習
事
項
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
自

分
の
考
え
を

詳
し
く
説

明
す
る
こ
と

が
可
能
に
な

り
、
学
び
合

い
の
活
発
化

に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

⑶
児
童
の
意
識
改
革
を
目
指
す
工
夫

①
教
師
の
実
演
に
よ
る
学
び
合
い
の

イ
メ
ー
ジ
化

児
童
に
「
目
指
す
学
び
合
い
の
姿
」

を
明
確
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
た
め
に
、
毎

年
、
教
師
に
よ
る
学
び
合
い
実
演
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
実
演
で
は
「
確
実
な
考
え

を
持
っ
て
い
る
児
童
」「
途
中
ま
で
な
ら

分
か
っ
た
児
童
」「
自
分
の
考
え
を
持
つ

こ
と
が
で
き
な
い
児
童
」
な
ど
、
実
際
の

児
童
の
姿
を
設
定
し
、
教
師
が
児
童
役

と
し
て
全
校
の
前
で
授
業
を
行
う
。
実

演
の
後
は
、
振
り
返
り
を
行
い
、
自
分

た
ち
の
学
び
合
い
の
様
子
と
比
較
し
て

気
付
い
た
こ
と
を
話
す
。
こ
れ
ま
で
、
一

人
が
考
え
を
発
言
す
れ
ば
完
結
し
た
と

思
っ
て
い
た
児
童
も
「
途
中
ま
で
し
か
分

か
ら
な
く
て
も
発
表
し
て
よ
い
」「
分
か

ら
な
い
こ
と
を
分
か
ら
な
い
と
話
し
て
も

よ
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
実
演
を
見
る
こ

と
で
、
児
童
の
学
び
合
い
に
は
深
み
が
生

ま
れ
、主
体
的
な
学
び
に
近
づ
い
て
い
る
。

②
児
童
全
員
が
学
び
合
い
に
参
加
で

き
る
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
の
活
用

本
校
の
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
は
、
５
種
類
で

あ
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
の
児
童
が
理
解
で

き
る
よ
う
に

学
び
合
い
に

参
加
す
る
た

め
の
仕
掛
け

で
あ
る
。
ま

ず
「
分
か
ら

な
い
」
の
サ

イ
ン
を
出
し

た
児
童
に
指

名
す
る
。
児
童
は
「
ど
の
部
分
が
分
か

ら
な
い
の
か
」
を
話
し
、
そ
の
発
言
か
ら

「
詳
し
く
説
明
し
ま
す
」
な
ど
他
の
児
童

が
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
話
し
て
挙
手

し
て
い
く
。
教
師
は
、
先
に
述
べ
た
学
び

合
い
構
想
図
を
も
と
に
し
て
意
図
的
な

指
名
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
今
年
度
か

ら
は
学
び
合
い
の
時
間
を
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ

チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
」と
名
付
け
、

制
限
時
間
内
で
解
決
す
る
こ
と
も
目
指

し
て
い
る
。

３

研
究
の
成
果

⑴
中
学
校
区
全
体
と
し
て
　
　

２
つ
の
視
点
に
基
づ
き
実
践
を
積
み

重
ね
た
こ
と
や
授
業
研
究
会
を
継
続
的

に
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、
本
学
区
の
教
員

が
同
じ
方
向
性
で
授
業
を
構
成
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
。
視
点
②
「
言
葉
を
つ

な
ぐ
全
員
参
加
型
の
言
語
活
動
」
の
多

様
な
提
案
も
な
さ
れ
、
学
区
が
一
丸
と

な
っ
て
授
業
の
質
の
向
上
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
遠
野
市
で
実

施
し
た
児
童
の
意
識
調
査
に
も
、
２
つ
の

視
点
に
基
づ
い
た
取
組
が
効
果
的
で

あ
っ
た
こ
と
が
表
れ
て
い
る
。

⑵
児
童
の
変
容

教
師
の
実
演
を
ま
ね
る
と
こ
ろ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、

研
究
教
科
の
算
数
科
以
外
で
も
自
分
た

ち
で
考
え
を
出
し
合
い
、
高
め
合
う
姿

が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
全
校
で

集
ま
る
集
会
に
お
い
て
も
、
児
童
の
90
％

以
上
は
感
想
や
意
見
を
述
べ
る
た
め
に

挙
手
を
す
る
な
ど
、
学
校
生
活
全
般
で

活
発
な
姿
が
見
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
４

月
の
県
中
学
校
新
入
生
学
習
状
況
調
査

質
問
紙
に
お
い
て
、「
小
学
校
で
は
主
体

的
に
学
習
し
て
い
た
か
」
に
対
す
る
本

校
の
卒
業
生
の
肯
定
的
回
答
が

１
０
０
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
成

果
の
表
れ
と
言
え
る
。

４

今
後
の
課
題

本
校
で
は
家
庭
学
習
と
し
て
、
当
日

の
授
業
を
思
い
返
し
て
理
解
し
た
こ
と

を
ま
と
め
る
授
業
作
文
↓
授
業
作
文
を

根
拠
に
し
た
「
の
で
か
ら
学
習
」（
本
校

で
の
学
習
活
動
の
一
つ
）
を
取
り
入
れ
て

い
る
が
、
個
別
に
課
題
を
与
え
る
な
ど
、

児
童
の
能
力
に
合
わ
せ
た
家
庭
学
習
の

在
り
方
も
さ
ら
に
工
夫
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
授
業
力
向
上
の
た
め
に
中

学
校
区
で
の
連
携
を
強
め
、
義
務
教
育

９
年
間
の
学
び
が
充
実
す
る
よ
う
授
業

改
善
に
努
め
て
い
く
こ
と
も
継
続
し
て
い

き
た
い
。

【算数アイテム（方法）】

【教師実演による「学び合い」】

【ハンドサイン】
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自分の力を信じ、可能性を追求し続ける生徒の育成 

～地域学による自尊感情健全化の試み～ 

ᒾᡭ┴⏣㔝⏿ᮧ立⏣㔝⏿中学校 

校  長   石  川   健 

１㸬୺㢟設ᐃの⌮⏤ 

㎰Ẹ一ᥡの᭱㧗ഔసとホࢀࡉる୕㛢ఀ一ᥡに㇟ᚩࢀࡉる࠺ࡼに、⏣㔝⏿ᮧのඛ㈼がṌࡔࢇ㐨は、᫬

のⅭᨻ⪅ࡸ、ᓧ㝤で෭ᾴな⮬↛⎔ቃ、෌୕の኱ᆅ㟈と኱ὠἼ、ࡉらにはࠕ日本のࠖࢺࢵ࣋ࢳな࡝の᥾

ᥟࡸ೫ぢを┦ᡭとするⱞ㜚の日々で࠶った。一᪉、日本一のᾏᓊ⨾・北ᒣᓮࡸ、ୡ⏺一の࿡ぬとࡶゝ

わࢀる⏣㔝⏿わかめ、ᕼᑡ౯್の㧗࠸ங〇ရな࡝、

㨩ຊと㇏かࡉに‶ࡕた一㠃ࡶ本ᮧは᭷ࡋて࠸る。 

Ṕྐのᘏ࠸なຊᙉࢇࡑ、本校の⏕ᚐは、ࡋかࡋ 

長⥺ୖに࠸るࡇとに↓⮬ぬで࠶り、㌟㏆にᏑ在す

る㈨※ࡸ⎔ቃをព㆑するࡇとࡶᑡなࢁࡋࡴ。࠸㎶

ቃᛶに┠がྥࡲ࠶ࡃり、༝ᒅにぢるഴྥがᙉ࠸。

をㄆめるጼࡉࡼの⏕ᚐに⮬㌟のࡃのᙳ㡪か、ከࡑ

ໃが୙㊊ࡋており、ㅖㄪᰝからࡶ⮬ᑛឤ᝟がᴟめ

てప㏞ࡋて࠸るࡇとがゎる。 

た。ඛධほにとࡋととࡇに╔┠する࠸のᛮ࡬て、⏕ᚐの㒓土ࡋなㄢ㢟をゎỴするᡭ立てと࠺ࡼのࡇ

らわࡎࢀᐈほⓗにぢࡘめ┤すᶵ会を୚࠼るࡇとにࡼり、༳㇟ࡸホ౯のᨵၿをಁ࠸ࡦ、ࡋては⮬ศにᑐ

する⮬ಙを῝めࡏࡉた࠸と⪃࠼た。 

 本◊✲は、㒓土のṔྐᩥࡸ໬、⮬↛、⏘ᴗ➼࡬の⌮ゎを῝め、ࢀࡑに㛵わるே々とゐ࠸ྜࢀながら

㒓土のࡉࡼをឤᚓࡏࡉるࠕ⏣㔝⏿学ࠖを㏻ࡋて、⏕ᚐが⮬㌟のฟ⮬に㄂りをᣢࡕ、ᮍ᮶を㇏かにṌࡴ

一ຓとするࡇとを┠ᣦすࡶので࠶る。 

２㸬⏣㔝⏿学のᴫせ 

 本校がᢪ࠼るㄢ㢟とࡋて長ࡃゎỴでࡎࡁに

った。඲ᅜに࠶たのが、⮬ᑛឤ᝟のప㏞で࠸

ẚࡋてప࠸ഴྥに࠶るᒾᡭ┴の中でࡶἢᓊᆅ

᪉はおࡋな࡭てపࡼࢀࡑ、ࡃりዲࡃࡋࡲな࠸のが本校で࠶る。౛ࡤ࠼、ᖹᡂ㸰㸷年ᗘ඲ᅜ学ຊㄪᰝに

お࠸てࠕ⮬ศには࠸ࡼとࢁࡇが࠶るとᛮ࠺かࠖとの㉁問にࠕはࠖ࠸と回⟅ࡋた๭ྜが、඲ᅜࡸᒾᡭ┴

が㸰㸳㸣௨ୖなのにᑐࡋ、本校は㸲㸣で࠶った。令和元年ᗘのᒾᡭ┴学⩦ᐃ╔ᗘ状ἣㄪᰝでは、ࡇの

㉁問にࠕはࠖ࠸と⟅࠼た⏕ᚐは一ே࠸ࡶなかった。日ᖖ⏕άでࡶ、⮬ศのᛮ࠼⪄ࡸ࠸をゝⴥにするࡇ

とがⱞᡭで、୺యⓗに⾜ືするのをためら࠺ᵝᏊがࡃࡼぢらࢀ、⮬㌟を⫯ᐃⓗに受けᐜࢀて࠸るとは

ᛮ࠼なかった。ࡑのためか、中学᫬代にはά㌍ࡋて࠸たのに、㧗校⏕άで᣸ᢡࡋて࠺ࡲࡋ⏕ᚐがẖ年

ฟるな࡝、問㢟はᵝ々に㢧在໬ࡋて࠸た。ࡇの࠺ࡼなㄢ㢟のゎỴを┠ᣦࡲࢀࡇ、ࡋでࠕࡶ୺యᛶ かࠕࠖ

かわりྜࠖ࠸な࡝をテ࣮マにᐇ㊶をヨࡳてࡁたが、኱ࡁなᡂᯝをぢるには⮳らなかった。 

 ⮬ᑛឤ᝟をୗ支ࡋ࠼て࠸るのは、ࠕ⮬ศは࡝の࠺ࡼなࡶのにໟࡳ㎸ࢀࡲて࠸るか とࠖ࠺࠸ឤぬࡔとࡉ

にᖖ࠺ࡼが㏻ዌప㡢のࡉが、本校のሙྜ、⮬ᑛឤ᝟のపࡔのࡶる。ලయⓗにはேⓗ㈨※をᣦす࠸てࢀ

ែ໬ࡋて࠸るࡇとから、ᆅᇦᛶࡶᙳ㡪をཬࡋࡰて࠸るࡇとが᝿ᐃࢀࡉた。ࡲた、⮬ᑛឤ᝟のᵓᡂせ⣲

で࠶るࠕ⮬ᕫຠຊឤࠖࠕࡸ⮬ᕫ受ᐜࠖな࡝の⮬ᕫ࣮࣓࢖ジの問㢟ࡶ᤼㝖でࡁなかった。⮬ᕫ࣮࣓࢖ジ

は、⮬ศࡔけでなࡃ཭ேࡸぶ、教ᖌ➼の௚⪅が⮬ศを࠺࡝ぢて࠸るかࡶᙳ㡪するとࢀࡉるが、本ᮧの

ሙྜ、小中とࡶ㸯校で学年㸯クラࢫ⦅ไと࠺࠸ᅛᐃⓗな⎔ቃで長ࡃ㐣ࡈすため、ே㛫㛵ಀの᪂たな่
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⃭にஈࡃࡋ、⮬ᕫ࣮࣓࢖ジの᭩ࡁ᥮࠼がᅔ㞴な状ἣに࠶った。 

・ながら、᥈✲・๰సࡁࡔた࠸て࠼らのㄢ㢟をゎỴするため、ከᙬなㅮᖌ㝕に㒓土の㨩ຊを伝ࢀࡇ

ᑵປయ㦂な࡝を༠ാⓗかࡘ┦஫ၨⓎⓗに進めるࡇとにࡼり、஫࠸の᪂たな一㠃をⓎぢするᶵ会をసり

ฟࡋたかった。ࡲࡘり、㒓土を⫯ᐃⓗにぢࡘめ┤すࡇとにࡼりࠕໟࡳ㎸ࢀࡲឤぬࠖをࡼりࡶ࠸ࡼの࡬

とኚᐜࡏࡉるࡇと。ࡲた、⮬௚の⌮ゎを῝め、᪂たな⮬ᕫ࣮࣓࢖ジを⋓ᚓするࡇと。ࡇの஧ࡘの┠ⓗ

を達ᡂするためのᡭ立てとࡋてྲྀりධࢀたのが⏣㔝⏿学で࠶る。 

⏣㔝⏿学のάືを㏻ࡌて⮬らの在り᪉に⮬ಙを῝め、ᮍ᮶にྥかってྍ⬟ᛶを㏣ồࡋ⥆けるே⏕を

Ṍࢇで࠸ࡋ࡯。本◊✲の᭱⤊┠ᶆをࡇࡇに⨨ࡁ、௒年ᗘࡼり本᱁ⓗにᐇ㊶を㛤ጞするࡇととࡋた。 

３㸬ྲྀ⤌のලయ 

⏣㔝⏿学はḟの㸱ࡘのෆᐜでᵓᡂࢀࡉており、ࡶࢀࡎ࠸総ྜⓗな学⩦の᫬㛫にᐇ᪋ࡋて࠸る。 

օ ࡉࡿࡩと学⩦ 

ֆ ⏕ࡁ᪉ㅮᗙ 

և ௬ᘧ఍♫ &RPDUX 

ᆅᇦの資※ࡸ㨩ຊࢆ、እ部ㅮᖌࡽ࠿学ࡪ᫬㛫 

⏣㔝⏿࡟㛵ࡿࢃ᪉ࢆࠎ㏻ࡌて、ேとしての⏕ࡁ᪉ࡿ࠼⪄ࢆ᫬㛫 

ᆅඖ資※ࢆά࠿したၟရの㛤Ⓨ・〇స・㈍኎ࡿࡍࢆ᫬㛫 

օ ࡩるࡉと学⩦ 

 ᮧෆእからㅮᖌをᣍ⪸ࡋ、本ᮧの㨩ຊࡸ㈨※のྍ⬟ᛶにಀるㅮ⩏を⫈ㅮࡋながら、㒓土のࡉࡼを෌

Ⓨぢする᫬㛫で࠶る。テ࣮マ

はᾏ、᳃、㣗な࡝ከᒱにわた

っており、ࡇࡑでᚓたࡶのが

&RPDUX のάືのࢺࣥࣄにな

るࡇとࡶᑡなࡃな࠸。 

ֆ ⏕ࡁ᪉ㅮᗙ 

 本ᮧに᰿をୗࢁす、ࡲたは

㛵わる⏕ࡁ᪉を㑅ᢥࡋた᪉々

に、本ᮧでᬽらす㨩ຊをㄒっ

て࠸たࡃࡔ᫬㛫で࠶る。⏣㔝

⏿をே⏕のࢺ࣮ࣃナ࣮に㑅ࡪ

ேがᑡなから࠸ࡎるࡇと࡬の

㦫ࡸࡁ、ఱࡶな࠸とᛮって࠸

た⏣㔝⏿が㨩ຊに‶ࡕて࠸た

る᫬㛫になࢀࡉとにẼ௜かࡇ

って࠸る。 

＜key point＞ 

 ୖグの学⩦άືを進める㝿の㸱ࡘのࢺࣥ࢖࣏が࠶る。㸯ࡘ┠はㅮヰを⫈ࡁながらྲྀる࣓ࣔ、㸰ࡘ┠

は⫈ㅮᚋの㉁問ࡸឤ᝿Ⓨ表、㸱ࡘ┠は᣺り㏉りࢺ࣮ࢩで࠶る。 

 ᚑ᮶から、ㅮ₇➼で࣓ࣔをྲྀらࡏると、᭩ࡇࡃとにព㆑の重ᚰが⛣ってࡇࡃ⫈、࠸ࡲࡋとをおࡑࢁ

かするᵝᏊがࡃࡼぢらࢀた。ࡇࡑで、ࠕマࠖࢢࣥࣆࢵのᡭἲ（資料ձ）をᑟධࡋ、᭩ࡃと⫈ࡃの୧立を

ᅗって࠸る。ࢀࡇが㸯ࡘ┠のࢺࣥ࢖࣏で࠶る。⏕ᚐが᭩ࡁ␃めるのはࡲࡃ࠶で༢ㄒが中ᚰで、長ᩥ࠸

❶を᭩かࡎに῭ࡔࡴけでなࡁ⫈、ࡃながらෆᐜがᩚ⌮でࡁると࠺࠸฼Ⅼが࠶る。ࡲた、⏕ᚐಶ々の⫈

 。࠸῝て⯆࿡ࢀに現ࣉࢵがマ࠸࿡の㐪⯆ࡸり᪉ྲྀࡁ

ᣍ⪸した୺なㅮᖌ（ᖹᡂ ��年㹼令和 �年）

ᙺ⫋➼ ₇㢟・ෆ容 

ᆅᇦࡇ࠾し༠ຊ㝲 㰓ㄯ 

「<RX はఱし࡟⏣㔝⏿࡬」 㞀ᐖ者ᨭ᥼᪋設㛗 

 ୡ⏺の㣗⣊஦情と⏣㔝⏿の㣗ᮦ ࣇ࢙ࢩ・ラࣥࢺスࣞࢳࣥࣞࣇ

∾ሙ⤒Ⴀ者 ᫎ⏬「ᒣ᠜࡟ᢪࢀ࠿て」 

上ᫎ఍㸤࣮ࣙࢩࢡ࣮ࢺ テࣞࣅᒁプ࣮ࣟࢧ࣮ࣗࢹ 

㎰学༤ኈ ୡ⏺一の⏣㔝⏿ࡵ࠿ࢃ 

⚾❧኱学学㛗 「⏣㔝⏿のᮍ᮶は᳃ᯘࡀసࡿ」 

ⱥㄒᣦᑟຓᡭ（⡿ᅜ） 

ᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏᚟⯆࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 

「እᅜฟ㌟者ࡽ࠿ぢたᒾᡭ┴Ẹ」 

 Ⴀ者（⡿ᅜ）⤒࢙ࣇ࢝

఍♫ဨ（ࣇィࣜࣥࣆ） 

ὠἼఏᢎ㤋⫋ဨ（୰ᅜ） 
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自分の力を信じ、可能性を追求し続ける生徒の育成 

～地域学による自尊感情健全化の試み～ 

ᒾᡭ┴⏣㔝⏿ᮧ立⏣㔝⏿中学校 

校  長   石  川   健 

１㸬୺㢟設ᐃの⌮⏤ 

㎰Ẹ一ᥡの᭱㧗ഔసとホࢀࡉる୕㛢ఀ一ᥡに㇟ᚩࢀࡉる࠺ࡼに、⏣㔝⏿ᮧのඛ㈼がṌࡔࢇ㐨は、᫬

のⅭᨻ⪅ࡸ、ᓧ㝤で෭ᾴな⮬↛⎔ቃ、෌୕の኱ᆅ㟈と኱ὠἼ、ࡉらにはࠕ日本のࠖࢺࢵ࣋ࢳな࡝の᥾

ᥟࡸ೫ぢを┦ᡭとするⱞ㜚の日々で࠶った。一᪉、日本一のᾏᓊ⨾・北ᒣᓮࡸ、ୡ⏺一の࿡ぬとࡶゝ

わࢀる⏣㔝⏿わかめ、ᕼᑡ౯್の㧗࠸ங〇ရな࡝、

㨩ຊと㇏かࡉに‶ࡕた一㠃ࡶ本ᮧは᭷ࡋて࠸る。 

Ṕྐのᘏ࠸なຊᙉࢇࡑ、本校の⏕ᚐは、ࡋかࡋ 

長⥺ୖに࠸るࡇとに↓⮬ぬで࠶り、㌟㏆にᏑ在す

る㈨※ࡸ⎔ቃをព㆑するࡇとࡶᑡなࢁࡋࡴ。࠸㎶

ቃᛶに┠がྥࡲ࠶ࡃり、༝ᒅにぢるഴྥがᙉ࠸。

をㄆめるጼࡉࡼの⏕ᚐに⮬㌟のࡃのᙳ㡪か、ከࡑ

ໃが୙㊊ࡋており、ㅖㄪᰝからࡶ⮬ᑛឤ᝟がᴟめ

てప㏞ࡋて࠸るࡇとがゎる。 

た。ඛධほにとࡋととࡇに╔┠する࠸のᛮ࡬て、⏕ᚐの㒓土ࡋなㄢ㢟をゎỴするᡭ立てと࠺ࡼのࡇ

らわࡎࢀᐈほⓗにぢࡘめ┤すᶵ会を୚࠼るࡇとにࡼり、༳㇟ࡸホ౯のᨵၿをಁ࠸ࡦ、ࡋては⮬ศにᑐ

する⮬ಙを῝めࡏࡉた࠸と⪃࠼た。 

 本◊✲は、㒓土のṔྐᩥࡸ໬、⮬↛、⏘ᴗ➼࡬の⌮ゎを῝め、ࢀࡑに㛵わるே々とゐ࠸ྜࢀながら

㒓土のࡉࡼをឤᚓࡏࡉるࠕ⏣㔝⏿学ࠖを㏻ࡋて、⏕ᚐが⮬㌟のฟ⮬に㄂りをᣢࡕ、ᮍ᮶を㇏かにṌࡴ

一ຓとするࡇとを┠ᣦすࡶので࠶る。 

２㸬⏣㔝⏿学のᴫせ 

 本校がᢪ࠼るㄢ㢟とࡋて長ࡃゎỴでࡎࡁに

った。඲ᅜに࠶たのが、⮬ᑛឤ᝟のప㏞で࠸

ẚࡋてప࠸ഴྥに࠶るᒾᡭ┴の中でࡶἢᓊᆅ

᪉はおࡋな࡭てపࡼࢀࡑ、ࡃりዲࡃࡋࡲな࠸のが本校で࠶る。౛ࡤ࠼、ᖹᡂ㸰㸷年ᗘ඲ᅜ学ຊㄪᰝに

お࠸てࠕ⮬ศには࠸ࡼとࢁࡇが࠶るとᛮ࠺かࠖとの㉁問にࠕはࠖ࠸と回⟅ࡋた๭ྜが、඲ᅜࡸᒾᡭ┴

が㸰㸳㸣௨ୖなのにᑐࡋ、本校は㸲㸣で࠶った。令和元年ᗘのᒾᡭ┴学⩦ᐃ╔ᗘ状ἣㄪᰝでは、ࡇの

㉁問にࠕはࠖ࠸と⟅࠼た⏕ᚐは一ே࠸ࡶなかった。日ᖖ⏕άでࡶ、⮬ศのᛮ࠼⪄ࡸ࠸をゝⴥにするࡇ

とがⱞᡭで、୺యⓗに⾜ືするのをためら࠺ᵝᏊがࡃࡼぢらࢀ、⮬㌟を⫯ᐃⓗに受けᐜࢀて࠸るとは

ᛮ࠼なかった。ࡑのためか、中学᫬代にはά㌍ࡋて࠸たのに、㧗校⏕άで᣸ᢡࡋて࠺ࡲࡋ⏕ᚐがẖ年

ฟるな࡝、問㢟はᵝ々に㢧在໬ࡋて࠸た。ࡇの࠺ࡼなㄢ㢟のゎỴを┠ᣦࡲࢀࡇ、ࡋでࠕࡶ୺యᛶ かࠕࠖ

かわりྜࠖ࠸な࡝をテ࣮マにᐇ㊶をヨࡳてࡁたが、኱ࡁなᡂᯝをぢるには⮳らなかった。 

 ⮬ᑛឤ᝟をୗ支ࡋ࠼て࠸るのは、ࠕ⮬ศは࡝の࠺ࡼなࡶのにໟࡳ㎸ࢀࡲて࠸るか とࠖ࠺࠸ឤぬࡔとࡉ

にᖖ࠺ࡼが㏻ዌప㡢のࡉが、本校のሙྜ、⮬ᑛឤ᝟のపࡔのࡶる。ලయⓗにはேⓗ㈨※をᣦす࠸てࢀ

ែ໬ࡋて࠸るࡇとから、ᆅᇦᛶࡶᙳ㡪をཬࡋࡰて࠸るࡇとが᝿ᐃࢀࡉた。ࡲた、⮬ᑛឤ᝟のᵓᡂせ⣲

で࠶るࠕ⮬ᕫຠຊឤࠖࠕࡸ⮬ᕫ受ᐜࠖな࡝の⮬ᕫ࣮࣓࢖ジの問㢟ࡶ᤼㝖でࡁなかった。⮬ᕫ࣮࣓࢖ジ

は、⮬ศࡔけでなࡃ཭ேࡸぶ、教ᖌ➼の௚⪅が⮬ศを࠺࡝ぢて࠸るかࡶᙳ㡪するとࢀࡉるが、本ᮧの

ሙྜ、小中とࡶ㸯校で学年㸯クラࢫ⦅ไと࠺࠸ᅛᐃⓗな⎔ቃで長ࡃ㐣ࡈすため、ே㛫㛵ಀの᪂たな่
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⃭にஈࡃࡋ、⮬ᕫ࣮࣓࢖ジの᭩ࡁ᥮࠼がᅔ㞴な状ἣに࠶った。 

・ながら、᥈✲・๰సࡁࡔた࠸て࠼らのㄢ㢟をゎỴするため、ከᙬなㅮᖌ㝕に㒓土の㨩ຊを伝ࢀࡇ

ᑵປయ㦂な࡝を༠ാⓗかࡘ┦஫ၨⓎⓗに進めるࡇとにࡼり、஫࠸の᪂たな一㠃をⓎぢするᶵ会をసり

ฟࡋたかった。ࡲࡘり、㒓土を⫯ᐃⓗにぢࡘめ┤すࡇとにࡼりࠕໟࡳ㎸ࢀࡲឤぬࠖをࡼりࡶ࠸ࡼの࡬

とኚᐜࡏࡉるࡇと。ࡲた、⮬௚の⌮ゎを῝め、᪂たな⮬ᕫ࣮࣓࢖ジを⋓ᚓするࡇと。ࡇの஧ࡘの┠ⓗ

を達ᡂするためのᡭ立てとࡋてྲྀりධࢀたのが⏣㔝⏿学で࠶る。 

⏣㔝⏿学のάືを㏻ࡌて⮬らの在り᪉に⮬ಙを῝め、ᮍ᮶にྥかってྍ⬟ᛶを㏣ồࡋ⥆けるே⏕を

Ṍࢇで࠸ࡋ࡯。本◊✲の᭱⤊┠ᶆをࡇࡇに⨨ࡁ、௒年ᗘࡼり本᱁ⓗにᐇ㊶を㛤ጞするࡇととࡋた。 

３㸬ྲྀ⤌のලయ 

⏣㔝⏿学はḟの㸱ࡘのෆᐜでᵓᡂࢀࡉており、ࡶࢀࡎ࠸総ྜⓗな学⩦の᫬㛫にᐇ᪋ࡋて࠸る。 

օ ࡉࡿࡩと学⩦ 

ֆ ⏕ࡁ᪉ㅮᗙ 

և ௬ᘧ఍♫ &RPDUX 

ᆅᇦの資※ࡸ㨩ຊࢆ、እ部ㅮᖌࡽ࠿学ࡪ᫬㛫 

⏣㔝⏿࡟㛵ࡿࢃ᪉ࢆࠎ㏻ࡌて、ேとしての⏕ࡁ᪉ࡿ࠼⪄ࢆ᫬㛫 

ᆅඖ資※ࢆά࠿したၟရの㛤Ⓨ・〇స・㈍኎ࡿࡍࢆ᫬㛫 

օ ࡩるࡉと学⩦ 

 ᮧෆእからㅮᖌをᣍ⪸ࡋ、本ᮧの㨩ຊࡸ㈨※のྍ⬟ᛶにಀるㅮ⩏を⫈ㅮࡋながら、㒓土のࡉࡼを෌

Ⓨぢする᫬㛫で࠶る。テ࣮マ

はᾏ、᳃、㣗な࡝ከᒱにわた

っており、ࡇࡑでᚓたࡶのが

&RPDUX のάືのࢺࣥࣄにな

るࡇとࡶᑡなࡃな࠸。 

ֆ ⏕ࡁ᪉ㅮᗙ 

 本ᮧに᰿をୗࢁす、ࡲたは

㛵わる⏕ࡁ᪉を㑅ᢥࡋた᪉々

に、本ᮧでᬽらす㨩ຊをㄒっ

て࠸たࡃࡔ᫬㛫で࠶る。⏣㔝

⏿をே⏕のࢺ࣮ࣃナ࣮に㑅ࡪ

ேがᑡなから࠸ࡎるࡇと࡬の

㦫ࡸࡁ、ఱࡶな࠸とᛮって࠸

た⏣㔝⏿が㨩ຊに‶ࡕて࠸た

る᫬㛫になࢀࡉとにẼ௜かࡇ

って࠸る。 

＜key point＞ 

 ୖグの学⩦άືを進める㝿の㸱ࡘのࢺࣥ࢖࣏が࠶る。㸯ࡘ┠はㅮヰを⫈ࡁながらྲྀる࣓ࣔ、㸰ࡘ┠

は⫈ㅮᚋの㉁問ࡸឤ᝿Ⓨ表、㸱ࡘ┠は᣺り㏉りࢺ࣮ࢩで࠶る。 

 ᚑ᮶から、ㅮ₇➼で࣓ࣔをྲྀらࡏると、᭩ࡇࡃとにព㆑の重ᚰが⛣ってࡇࡃ⫈、࠸ࡲࡋとをおࡑࢁ

かするᵝᏊがࡃࡼぢらࢀた。ࡇࡑで、ࠕマࠖࢢࣥࣆࢵのᡭἲ（資料ձ）をᑟධࡋ、᭩ࡃと⫈ࡃの୧立を

ᅗって࠸る。ࢀࡇが㸯ࡘ┠のࢺࣥ࢖࣏で࠶る。⏕ᚐが᭩ࡁ␃めるのはࡲࡃ࠶で༢ㄒが中ᚰで、長ᩥ࠸

❶を᭩かࡎに῭ࡔࡴけでなࡁ⫈、ࡃながらෆᐜがᩚ⌮でࡁると࠺࠸฼Ⅼが࠶る。ࡲた、⏕ᚐಶ々の⫈

 。࠸῝て⯆࿡ࢀに現ࣉࢵがマ࠸࿡の㐪⯆ࡸり᪉ྲྀࡁ

ᣍ⪸した୺なㅮᖌ（ᖹᡂ ��年㹼令和 �年）

ᙺ⫋➼ ₇㢟・ෆ容 

ᆅᇦࡇ࠾し༠ຊ㝲 㰓ㄯ 

「<RX はఱし࡟⏣㔝⏿࡬」 㞀ᐖ者ᨭ᥼᪋設㛗 

 ୡ⏺の㣗⣊஦情と⏣㔝⏿の㣗ᮦ ࣇ࢙ࢩ・ラࣥࢺスࣞࢳࣥࣞࣇ

∾ሙ⤒Ⴀ者 ᫎ⏬「ᒣ᠜࡟ᢪࢀ࠿て」 

上ᫎ఍㸤࣮ࣙࢩࢡ࣮ࢺ テࣞࣅᒁプ࣮ࣟࢧ࣮ࣗࢹ 

㎰学༤ኈ ୡ⏺一の⏣㔝⏿ࡵ࠿ࢃ 

⚾❧኱学学㛗 「⏣㔝⏿のᮍ᮶は᳃ᯘࡀసࡿ」 

ⱥㄒᣦᑟຓᡭ（⡿ᅜ） 

ᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏᚟⯆࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 

「እᅜฟ㌟者ࡽ࠿ぢたᒾᡭ┴Ẹ」 

 Ⴀ者（⡿ᅜ）⤒࢙ࣇ࢝

఍♫ဨ（ࣇィࣜࣥࣆ） 

ὠἼఏᢎ㤋⫋ဨ（୰ᅜ） 
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 㸰ࡘ┠に࠸ࡘて、⤖ㄽから㏙࡭ると、᭱㏆はⓎゝ

࠸と࠸らなࡲไ㝈᫬㛫では཰、ࡃたがる⏕ᚐがከࡋ

る。ᚋ㏙する࠸てࡁ஦ែが㉳࠺ &RPDUX のྲྀ⤌を㏻ࡌ

て㒓土࡬の㛵ᚰが㧗ࡲって࠸るࡇとから、ᙜ஦⪅ព

㆑をᣢって⫈ࡃ⏕ᚐがቑ࠼たためとᛮわࢀる。ࡲた、

てࡋ◚ඛධほをᡴ࠺࠸とࠖ࠸ࡋ㔝⏿は㨩ຊにஈ⏣ࠕ

、࠸たࡁ⫈っとࡶ、で࠺ࡼ࠸の⯆࿡は㧗࡬るㅮᖌࢀࡃ

ᛮࡶると࠸てࢀࡲ⏕がࡕẼᣢ࠺࠸と࠸っと▱りたࡶ

わࢀる。ࡉらには、学校の日ᖖにࠕᛮ࠸をᙧにするࠖ

とࢻ࣮࣮࣡࢟࠺࠸が࠶り、ㅮᖌ࡬のឤㅰのᛕはⓎゝ

で表すと࠺࠸ጼໃが㌟に௜࠸てࡁたࡇとࡶᣲࡆらࢀる。 

 㸱ࡘ┠は、஦ᚋの᣺り㏉りを࡝のどⅬで⾜࠺かで࠶る。本◊✲が┠ᣦすのは⮬ᑛឤ᝟の健඲໬で࠶

って、ࡑの㐨のࣉロからᑓ㛛㡿ᇦを学ࢇでࢺ࣮ࣃࢫ࢚࢟を育てるのが┠ⓗではなࡇࡑ。࠸で、本᮶の

┠ⓗから㐓ࢀな࠺ࡼ࠸、᣺り㏉りにពᅗⓗに⤌ࡳධࢀて࠸るのが、ࠕ⮬ศࠖとࡩࠕるࡉとࠖと࠺࠸どⅬ

で࠶る。௒日のㅮヰが、⮬ศのࡶののぢ᪉࠼⪄ࡸ᪉、࠶る࠸は⏕ࡁ᪉に࠺࡝ᙳ㡪を୚࠼たのか、ࡲた、

㒓土をぢࡘめる║ᕪࡋにࢇ࡝なኚ໬をࡶたらࡋたのかを⮬ᕫホ౯ࡏࡉて࠸る。ࡇの᣺り㏉りが、㒓土

をぢ┤すẼᣢࡕをㄏᑟするᶵ会となって࠸る。 

և ௬式会社 &RPDUX（資料ղ）

 本校では、㒓土の㈨※をά⏝ࡋたࣜ࢜ジナルసရసりに ����

年からྲྀり⤌ࢇでおり、ࡑの᥎進ẕయがࠕ௬式会社 &RPDUXࠖで

⚾のはࡃᮧのᮍ᮶を㛤ࠕはࡘり、㸯࠶ࡘる。社ྡの由᮶は㸰࠶

達ࠖࡔと࠺࠸Ỵពを㎸めたࠕ&RPPXQLW\ RI 0DNLQJ 5XGGHU （ࠖ⯪

⯦をసる㞟ᅋ）と࠺࠸ⱥㄒの㢌ᩥᏐをࡘなࡶࡔ࠸の。࠺ࡶ㸯ࡘ

は、୕ 㛢ఀ一ᥡでⓎ㢌ேが᪝༳とࡋてᥖࡆたࠕ小ۑ （ࠖ㎰Ẹのᬽ

らࡋを㢳ࡳな࠸ᨻはᅔる）࡬の࢜マ࣮ジュで࠶る。 

 Ⓨ㊊ᙜ᫬はᩥ໬⚍での㈍኎が┠ⓗで࠶ったが、現在は、����

年 �月㛤ᴗの᪂࠸ࡋ㐨の㥐ࠕᛮᝳの㢼（࠸ࡋのかࡐ㸻本校⏕ᚐ

にࡼる㖭々ࠖ࡬のฟᗑࡶỴࡲり、ྲྀ⤌がຍ㏿ࡋて࠸る。୺ຊၟရはࣅ࣡࢔の㈅Ẇをຍᕤࡋた࢔クࢧࢭ

࣮ࣜ、ᮔの木ࡸᵘの木、ᯇ、ᮡな࡝をຍᕤࡋた小≀、&RPDUX ᯶のマࢫク࢚ࡸコࢢࢵࣂな࡝で࠶る。࠸

ࡶࢀࡎ 0DGH LQ ⏣㔝⏿が኎りで࠶り、⏕ᚐのᡭにࡼって⏕ࡳฟࢀࡉて࠸る。ᮧの㈨※からၟရ㛤Ⓨを

てࡋたらࡶの⌮ゎと㄂りを࡬ったάືは、㒓土࠸たりとࡋᾏ⏘≀を⮬らຍᕤࡔࢇࡋぶࢀ័、たり࠼⪄

 。のとなったࡶたࡕ‶㸰年⏕が盛岡市ෆで⾜ったヨసရのᗑ㢌㈍኎は、άẼに、ࢀるとᛮわ࠸

＜key point＞ 

 &RPDUX のάືには、௨ୗの㸴ࡘのࡡら࠸が࠶る。 

 㸯㸬ᆅᇦ学⩦・・・㒓土のᵝ々な㈨※のᏑ在とྍ⬟ᛶを▱り、ࡑの㨩ຊにẼ௜ࡃ 

 㸰㸬๰సάື・・・᝿ീຊと๰㐀ຊを⏕かࡋて、ࡶのసりを⾜࠺ 

 㸱㸬༠ാ学⩦・・・┠ᶆと役๭を⌮ゎࡋ、௰㛫と༠ຊࡋながら㈐௵を㐙⾜する 

 㸲㸬௚⪅受ᐜ・・・௰㛫とのពぢ஺᥮ࡸඹྠసᴗを㏻ࡌて、஫࠸のࡉࡼにẼ௜ࡃ 

 㸳㸬⮬ᕫ⌮ゎ・・・άືを㏻ࡋてᚓព㡿ᇦをⓎぢࡋ、⮬ᕫ⌮ゎを῝める 

 㸴㸬社会㈉⊩・・・⏣㔝⏿の㨩ຊを඲ᅜにⓎಙࡋ、ᮧにάຊをࡶたらす 

૎မˮፗのɭမɟのᅼ݅Ǜ੕ǔŴǘƔ

ǪȪǸȊȫのȭǴȞȸǯ�

ɭမɟのᅼ݅Ǜ੕ǔŴǘƔǊのᄂᆮ�

ǪȪǸȊȫのȭǴȞȸǯ�
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 &RPDUX の᫬㛫では、学年を⦪๭りにࡋた㩭ᗘの㧗ࢢ࠸ル࣮ࣉを⤌⧊ࡋ、␗学年にࡼる༠ാのሙを๰

ฟࡋて࠸る。ࡲた、ᚲせにᛂࡌてࢢル࣮ࣉ㛫でேᮦのࢻ࣮ࣞࢺを⾜ࡼ、࠸り一ே一ேが⮬ศのᚓᡭ୙

ᚓᡭをឤᚓでࡁる࠺ࡼにࡋて࠸る。஦ᚋの᣺り㏉りには、ࠕ⮬ศ ࠸௰㛫ࠖとࠕて࠼とࠖにຍࡉるࡩࠕࠖ

 。る࠸てࡋ㓄៖を࠸すࡸࡋにゝཬࡉࡼの࠸஫、ࢀをධࢻ࣮࣮࣡࢟࠺

㸯ࡘのၟရを㛤Ⓨࡋ㈍኎するࡲでの㐣⛬には、

とてࡶከࡃの⫋✀と⬟ຊが௓在する。&RPDUX のά

ືを㏻ࡌて⏕ᚐはࡑの஦ᐇにẼ࡙ࡁ、᫬に木ᮦを

⪄を࣮ࣆコࢳࢵࣕ࢟の࣮ࢱࢫ࣏ながら、᫬にࡁ☻

ࣕ࢟、࠺࠸るとࡏを㥅࠸ながら⮬ศのᑗ᮶にᛮ࠼

 。る࠸てࡋฟࡳ⏕ࡶ教育のຠᯝ࢔ࣜ

４㸬᪥ᖖのྲྀ⤌ 

⏣㔝⏿学のάືをᚋᢲࡋするḟのࢻ࣮࣮࣡࢟が、学校の日ᖖをᙧసって࠸る。 

օ Ẽ௜ࡃ 

、るが࠶でࡘᕫຠຊឤは、⮬ᑛឤ᝟のᵓᡂせ⣲の一⮬࠺࠸るࠖと࠶るຊがࡏศにはఱ஦かをな⮬ࠕ 

ࡃẼ௜ࠕ はࠖ、ఱ஦かをなす前ᥦとなるࢬ࣮ࢽのⓎぢをಁすࢻ࣮࣮࣡࢟で࠶る。Ẽ௜ࡁ࡭ࡃはࠕ⎔ቃ・

௰㛫・⮬ศࠖの୕ࡘのせ⣲で࠶り、ࡇࠕの㡭、元Ẽがなࡃなって࠸る௰㛫はࢇࡏࡲ࠸かࠖな࡝と問࠸か

け、ࡘ࠸でࡶ࿘ᅖをぢࡘめる⩦័ᙧᡂを進めて࠸る。 

ֆ ᛮ⪃する 

本校では、原๎とࡋて学⣭ᢸ௵からの஦務㐃⤡を⾜って࠸な࠸。ᚲせな᝟ሗは⋞㛵前のᥖ♧ᯈに㞟

⣙ࢀࡉる。ࡇࡇにはㄡでࡶᚲせな᝟ሗを᭩ࡁ㎸ࡇࡴとがฟ᮶る。⏕ᚐは一日に」ᩘ回、᝟ሗ཰㞟に訪

 。る࠸がฟ᮶てࢀᚓた᝟ሗを⮬ศなりに࿪ᄮするὶ、ࢀ

ᮅ会➼の校長ㅮヰでは、ᅜෆእのฟ᮶஦から問㢟をᥦ㉳ࡋ、༶ᖍのࢢル࣮ࣉでヰྜࡋわࡏて࠸る。

⏕ᚐ会ᣦᑟでࡶ教ᖌഃはᴟຊ⟅を୚ࡎ࠼、ᛮ⪃ุ᩿ࡸのవᆅを୚࠼る࠺ࡼᚰがけて࠸る。 

և ᛮ࠸をᙧにする 

ᙧに、ࡶてࡃࡋがṇ࠼⪄なにࢇ࡝ࠕ、にࢻ࣮࣮࣡࢟ᛕは↓ຊࠖを⌮ࡁはᭀຊ、⾜ືなື⾜ࡁᛕな⌮ࠕ 

表ࢀなけࡤࢀఱࡶኚ࠼るࡇとはฟ᮶な࠸。⾜ືをᜍࢀるなࠖとㄝࡁ、ᢪ࠸たᛮ࠸はゝⴥにするか⾜ື

に⛣す࠺ࡼᖖ々ồめて࠸る。⏕ᚐ総会ࡸ代㆟員会は㆟ㄽのሙとなっており、௒年ᗘはࠕ㹒ࢶࣕࢩ⮬由

໬  。る࠸てࡋ⾜を⏕ᚐ会に一௵、඲校でྲྀりỴめてᐇ࡝部άືのᚲせᛶࠖなࠕࠖ

５㸬ᡂᯝとㄢ㢟 

օ ⏕ᚐの⮬ᑛឤ᝟にྥୖがぢらࢀる。第㸱学年のព㆑ㄪᰝでは、 ᐃ㡯┠㸰㸰のࡕ࠺、᫂らかにዲ 

った。（資料ճ）࠶┠るのが㸯㸯㡯࠶るのが㸶㡯┠、ྥୖഴྥにࢀኚ໬がぢら࠸ࡋࡲ

ֆ ⏕ᚐの学校⏕άのែᗘにኚ໬がぢらࢀる。᮶校⪅にࡼる、࠸わࡤ༳㇟ᢈホでは࠶るが、表᝟の᫂ 

るࡉ、ᣵᣜのኌ、άື࡬のពḧ➼が┠立ってᨵၿࡋて࠸るとのコ࣓ࣥࢺをከᩘ࠸た࠸ࡔて࠸る。 

և ୺యⓗに⾜ືする⏕ᚐがቑ࠼て࠸る。ᥖ♧ᯈにࡼる⏕άタィがᐃ╔ࡋ、㐃⤡の୙ᚭᗏがῶᑡࡋて 

 。なったࡃᚐがከ⏕ࡃᚋ∦௜けにືࡸけ、‽ഛࡘをぢࢬ࣮ࢽてࡋる。㞟会➼では、会ሙをぢΏ࠸

ֈ ✚ᴟⓗなⓎゝがቑ࠼て࠸る。እ部ㅮᖌ࡬の㉁問ࡸឤ᝿ࡔけでなࡃ、඲校㞟会のሙでࡶ⮬ศのኌを 

Ⓨする࠺ࡼになって࠸る。 

։ ㄢ㢟とࡋて㸰Ⅼ。㸯Ⅼ┠は、⏣㔝⏿学でᇵったຊを教⛉の学⩦ሙ㠃に㌿໬ࡏࡉるࡇと。㸰ࡘ┠は 

小学校との㐃ᦠをᙉ໬するࡇと。ࢀࡇらのㄢ㢟をḟ年ᗘ௨㝆にᘬࡂ⥅ࡁ、◊✲のࡉらなる῝໬を┠ 
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�� 

 㸰ࡘ┠に࠸ࡘて、⤖ㄽから㏙࡭ると、᭱㏆はⓎゝ

࠸と࠸らなࡲไ㝈᫬㛫では཰、ࡃたがる⏕ᚐがከࡋ

る。ᚋ㏙する࠸てࡁ஦ែが㉳࠺ &RPDUX のྲྀ⤌を㏻ࡌ

て㒓土࡬の㛵ᚰが㧗ࡲって࠸るࡇとから、ᙜ஦⪅ព

㆑をᣢって⫈ࡃ⏕ᚐがቑ࠼たためとᛮわࢀる。ࡲた、

てࡋ◚ඛධほをᡴ࠺࠸とࠖ࠸ࡋ㔝⏿は㨩ຊにஈ⏣ࠕ

、࠸たࡁ⫈っとࡶ、で࠺ࡼ࠸の⯆࿡は㧗࡬るㅮᖌࢀࡃ

ᛮࡶると࠸てࢀࡲ⏕がࡕẼᣢ࠺࠸と࠸っと▱りたࡶ

わࢀる。ࡉらには、学校の日ᖖにࠕᛮ࠸をᙧにするࠖ

とࢻ࣮࣮࣡࢟࠺࠸が࠶り、ㅮᖌ࡬のឤㅰのᛕはⓎゝ

で表すと࠺࠸ጼໃが㌟に௜࠸てࡁたࡇとࡶᣲࡆらࢀる。 

 㸱ࡘ┠は、஦ᚋの᣺り㏉りを࡝のどⅬで⾜࠺かで࠶る。本◊✲が┠ᣦすのは⮬ᑛឤ᝟の健඲໬で࠶

って、ࡑの㐨のࣉロからᑓ㛛㡿ᇦを学ࢇでࢺ࣮ࣃࢫ࢚࢟を育てるのが┠ⓗではなࡇࡑ。࠸で、本᮶の

┠ⓗから㐓ࢀな࠺ࡼ࠸、᣺り㏉りにពᅗⓗに⤌ࡳධࢀて࠸るのが、ࠕ⮬ศࠖとࡩࠕるࡉとࠖと࠺࠸どⅬ

で࠶る。௒日のㅮヰが、⮬ศのࡶののぢ᪉࠼⪄ࡸ᪉、࠶る࠸は⏕ࡁ᪉に࠺࡝ᙳ㡪を୚࠼たのか、ࡲた、

㒓土をぢࡘめる║ᕪࡋにࢇ࡝なኚ໬をࡶたらࡋたのかを⮬ᕫホ౯ࡏࡉて࠸る。ࡇの᣺り㏉りが、㒓土

をぢ┤すẼᣢࡕをㄏᑟするᶵ会となって࠸る。 

և ௬式会社 &RPDUX（資料ղ）

 本校では、㒓土の㈨※をά⏝ࡋたࣜ࢜ジナルసရసりに ����

年からྲྀり⤌ࢇでおり、ࡑの᥎進ẕయがࠕ௬式会社 &RPDUXࠖで

⚾のはࡃᮧのᮍ᮶を㛤ࠕはࡘり、㸯࠶ࡘる。社ྡの由᮶は㸰࠶

達ࠖࡔと࠺࠸Ỵពを㎸めたࠕ&RPPXQLW\ RI 0DNLQJ 5XGGHU （ࠖ⯪

⯦をసる㞟ᅋ）と࠺࠸ⱥㄒの㢌ᩥᏐをࡘなࡶࡔ࠸の。࠺ࡶ㸯ࡘ

は、୕ 㛢ఀ一ᥡでⓎ㢌ேが᪝༳とࡋてᥖࡆたࠕ小ۑ （ࠖ㎰Ẹのᬽ

らࡋを㢳ࡳな࠸ᨻはᅔる）࡬の࢜マ࣮ジュで࠶る。 

 Ⓨ㊊ᙜ᫬はᩥ໬⚍での㈍኎が┠ⓗで࠶ったが、現在は、����

年 �月㛤ᴗの᪂࠸ࡋ㐨の㥐ࠕᛮᝳの㢼（࠸ࡋのかࡐ㸻本校⏕ᚐ

にࡼる㖭々ࠖ࡬のฟᗑࡶỴࡲり、ྲྀ⤌がຍ㏿ࡋて࠸る。୺ຊၟရはࣅ࣡࢔の㈅Ẇをຍᕤࡋた࢔クࢧࢭ

࣮ࣜ、ᮔの木ࡸᵘの木、ᯇ、ᮡな࡝をຍᕤࡋた小≀、&RPDUX ᯶のマࢫク࢚ࡸコࢢࢵࣂな࡝で࠶る。࠸

ࡶࢀࡎ 0DGH LQ ⏣㔝⏿が኎りで࠶り、⏕ᚐのᡭにࡼって⏕ࡳฟࢀࡉて࠸る。ᮧの㈨※からၟရ㛤Ⓨを

てࡋたらࡶの⌮ゎと㄂りを࡬ったάືは、㒓土࠸たりとࡋᾏ⏘≀を⮬らຍᕤࡔࢇࡋぶࢀ័、たり࠼⪄

 。のとなったࡶたࡕ‶㸰年⏕が盛岡市ෆで⾜ったヨసရのᗑ㢌㈍኎は、άẼに、ࢀるとᛮわ࠸

＜key point＞ 

 &RPDUX のάືには、௨ୗの㸴ࡘのࡡら࠸が࠶る。 

 㸯㸬ᆅᇦ学⩦・・・㒓土のᵝ々な㈨※のᏑ在とྍ⬟ᛶを▱り、ࡑの㨩ຊにẼ௜ࡃ 

 㸰㸬๰సάື・・・᝿ീຊと๰㐀ຊを⏕かࡋて、ࡶのసりを⾜࠺ 

 㸱㸬༠ാ学⩦・・・┠ᶆと役๭を⌮ゎࡋ、௰㛫と༠ຊࡋながら㈐௵を㐙⾜する 

 㸲㸬௚⪅受ᐜ・・・௰㛫とのពぢ஺᥮ࡸඹྠసᴗを㏻ࡌて、஫࠸のࡉࡼにẼ௜ࡃ 

 㸳㸬⮬ᕫ⌮ゎ・・・άືを㏻ࡋてᚓព㡿ᇦをⓎぢࡋ、⮬ᕫ⌮ゎを῝める 

 㸴㸬社会㈉⊩・・・⏣㔝⏿の㨩ຊを඲ᅜにⓎಙࡋ、ᮧにάຊをࡶたらす 

૎မˮፗのɭမɟのᅼ݅Ǜ੕ǔŴǘƔ

ǪȪǸȊȫのȭǴȞȸǯ�

ɭမɟのᅼ݅Ǜ੕ǔŴǘƔǊのᄂᆮ�

ǪȪǸȊȫのȭǴȞȸǯ�

�� 

 &RPDUX の᫬㛫では、学年を⦪๭りにࡋた㩭ᗘの㧗ࢢ࠸ル࣮ࣉを⤌⧊ࡋ、␗学年にࡼる༠ാのሙを๰

ฟࡋて࠸る。ࡲた、ᚲせにᛂࡌてࢢル࣮ࣉ㛫でேᮦのࢻ࣮ࣞࢺを⾜ࡼ、࠸り一ே一ேが⮬ศのᚓᡭ୙

ᚓᡭをឤᚓでࡁる࠺ࡼにࡋて࠸る。஦ᚋの᣺り㏉りには、ࠕ⮬ศ ࠸௰㛫ࠖとࠕて࠼とࠖにຍࡉるࡩࠕࠖ

 。る࠸てࡋ㓄៖を࠸すࡸࡋにゝཬࡉࡼの࠸஫、ࢀをධࢻ࣮࣮࣡࢟࠺

㸯ࡘのၟရを㛤Ⓨࡋ㈍኎するࡲでの㐣⛬には、

とてࡶከࡃの⫋✀と⬟ຊが௓在する。&RPDUX のά

ືを㏻ࡌて⏕ᚐはࡑの஦ᐇにẼ࡙ࡁ、᫬に木ᮦを

⪄を࣮ࣆコࢳࢵࣕ࢟の࣮ࢱࢫ࣏ながら、᫬にࡁ☻

ࣕ࢟、࠺࠸るとࡏを㥅࠸ながら⮬ศのᑗ᮶にᛮ࠼

 。る࠸てࡋฟࡳ⏕ࡶ教育のຠᯝ࢔ࣜ

４㸬᪥ᖖのྲྀ⤌ 

⏣㔝⏿学のάືをᚋᢲࡋするḟのࢻ࣮࣮࣡࢟が、学校の日ᖖをᙧసって࠸る。 

օ Ẽ௜ࡃ 

、るが࠶でࡘᕫຠຊឤは、⮬ᑛឤ᝟のᵓᡂせ⣲の一⮬࠺࠸るࠖと࠶るຊがࡏศにはఱ஦かをな⮬ࠕ 

ࡃẼ௜ࠕ はࠖ、ఱ஦かをなす前ᥦとなるࢬ࣮ࢽのⓎぢをಁすࢻ࣮࣮࣡࢟で࠶る。Ẽ௜ࡁ࡭ࡃはࠕ⎔ቃ・

௰㛫・⮬ศࠖの୕ࡘのせ⣲で࠶り、ࡇࠕの㡭、元Ẽがなࡃなって࠸る௰㛫はࢇࡏࡲ࠸かࠖな࡝と問࠸か

け、ࡘ࠸でࡶ࿘ᅖをぢࡘめる⩦័ᙧᡂを進めて࠸る。 

ֆ ᛮ⪃する 

本校では、原๎とࡋて学⣭ᢸ௵からの஦務㐃⤡を⾜って࠸な࠸。ᚲせな᝟ሗは⋞㛵前のᥖ♧ᯈに㞟

⣙ࢀࡉる。ࡇࡇにはㄡでࡶᚲせな᝟ሗを᭩ࡁ㎸ࡇࡴとがฟ᮶る。⏕ᚐは一日に」ᩘ回、᝟ሗ཰㞟に訪

 。る࠸がฟ᮶てࢀᚓた᝟ሗを⮬ศなりに࿪ᄮするὶ、ࢀ

ᮅ会➼の校長ㅮヰでは、ᅜෆእのฟ᮶஦から問㢟をᥦ㉳ࡋ、༶ᖍのࢢル࣮ࣉでヰྜࡋわࡏて࠸る。

⏕ᚐ会ᣦᑟでࡶ教ᖌഃはᴟຊ⟅を୚ࡎ࠼、ᛮ⪃ุ᩿ࡸのవᆅを୚࠼る࠺ࡼᚰがけて࠸る。 

և ᛮ࠸をᙧにする 

ᙧに、ࡶてࡃࡋがṇ࠼⪄なにࢇ࡝ࠕ、にࢻ࣮࣮࣡࢟ᛕは↓ຊࠖを⌮ࡁはᭀຊ、⾜ືなື⾜ࡁᛕな⌮ࠕ 

表ࢀなけࡤࢀఱࡶኚ࠼るࡇとはฟ᮶な࠸。⾜ືをᜍࢀるなࠖとㄝࡁ、ᢪ࠸たᛮ࠸はゝⴥにするか⾜ື

に⛣す࠺ࡼᖖ々ồめて࠸る。⏕ᚐ総会ࡸ代㆟員会は㆟ㄽのሙとなっており、௒年ᗘはࠕ㹒ࢶࣕࢩ⮬由

໬  。る࠸てࡋ⾜を⏕ᚐ会に一௵、඲校でྲྀりỴめてᐇ࡝部άືのᚲせᛶࠖなࠕࠖ

５㸬ᡂᯝとㄢ㢟 

օ ⏕ᚐの⮬ᑛឤ᝟にྥୖがぢらࢀる。第㸱学年のព㆑ㄪᰝでは、 ᐃ㡯┠㸰㸰のࡕ࠺、᫂らかにዲ 

った。（資料ճ）࠶┠るのが㸯㸯㡯࠶るのが㸶㡯┠、ྥୖഴྥにࢀኚ໬がぢら࠸ࡋࡲ

ֆ ⏕ᚐの学校⏕άのែᗘにኚ໬がぢらࢀる。᮶校⪅にࡼる、࠸わࡤ༳㇟ᢈホでは࠶るが、表᝟の᫂ 

るࡉ、ᣵᣜのኌ、άື࡬のពḧ➼が┠立ってᨵၿࡋて࠸るとのコ࣓ࣥࢺをከᩘ࠸た࠸ࡔて࠸る。 

և ୺యⓗに⾜ືする⏕ᚐがቑ࠼て࠸る。ᥖ♧ᯈにࡼる⏕άタィがᐃ╔ࡋ、㐃⤡の୙ᚭᗏがῶᑡࡋて 

 。なったࡃᚐがከ⏕ࡃᚋ∦௜けにືࡸけ、‽ഛࡘをぢࢬ࣮ࢽてࡋる。㞟会➼では、会ሙをぢΏ࠸

ֈ ✚ᴟⓗなⓎゝがቑ࠼て࠸る。እ部ㅮᖌ࡬の㉁問ࡸឤ᝿ࡔけでなࡃ、඲校㞟会のሙでࡶ⮬ศのኌを 

Ⓨする࠺ࡼになって࠸る。 

։ ㄢ㢟とࡋて㸰Ⅼ。㸯Ⅼ┠は、⏣㔝⏿学でᇵったຊを教⛉の学⩦ሙ㠃に㌿໬ࡏࡉるࡇと。㸰ࡘ┠は 

小学校との㐃ᦠをᙉ໬するࡇと。ࢀࡇらのㄢ㢟をḟ年ᗘ௨㝆にᘬࡂ⥅ࡁ、◊✲のࡉらなる῝໬を┠ 
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資料１ 「マࢺ࣮ࢩࢢࣥࣆࢵ」 

資料２ 「௬ᘧ఍♫ &RPDUX 第２学年年㛫ά

ືィ⏬」 

㻝㻜
㻝㻝
㻝㻞 㻝 䠟 䡋 䡉䠽 䡎 䡑 　 䜸䝸 䜶䞁䝔䞊䝅䝵 䞁

㻝㻟 㻞 䜟かめに㛵するㅮ₇఍
㻞 ᳃ᯘに䛴いてのㅮ₇఍䠄 ᐩኈ኱学学㛗䠅

㻝 ᐟἩ◊ಟ
ᮍ 㻝 ⫋ሙ体㦂䜸䝸 䜶䞁䝔䞊䝅䝵 䞁

㻝㻡 㻞 う み䛽䛣ἲᚊ஦ົᡤのㅮ₇఍
ᮍ 㻝㻞 ⫋ሙ体㦂
ᮍ 㻝 ⫋ሙ体㦂䜎と め

㻝 もの䛵く り 㛤ጞ䜸䝸 䜶䞁䝔䞊䝅䝵 䞁

㻝 ᐟἩ◊ಟ
㻞 䜟かめの✀付け実㦂

㻢 ᐟἩ◊ಟ
㻞 ᐟἩ◊ಟ

㻠 䠟 䡋 䡉䠽 䡎 䡑
㻞 ᐟἩ◊ಟ

㻠 䠟 䡋 䡉䠽 䡎 䡑
㻞 ᐟἩ◊ಟ

㻠 䠟 䡋 䡉䠽 䡎 䡑
㻞㻞 㻞 ᐟἩ◊ಟ
㻞㻟 㻞 䠟 䡋 䡉䠽 䡎 䡑

㻟 山᠜にᢪか䜜て
㻞 䝇䝫䞊䝒➗㢦の教ᐊ

㻞 ᐟἩ◊ಟ䠛
㻞㻡 ᥦ携ㄪ༳ᘧ䠄 ⾜஦䜹䜴䞁䝖 䠅
㻞㻢
㻞㻣
㻞㻤 㻝 ேᶒ᚟⯆教育ㅮ₇఍
㻞㻥
㻟㻜
㻟㻝 中㛫䜎と め⏝⣬グධ䠄 ᮅ学習᫬㛫䠅

㻟㻞
㻟㻟
㻟㻠
㻟㻡 㻞 䠟 䡋 䡉䠽 䡎 䡑

㻝 ಟ学᪑⾜
㻞 䠟 䡋 䡉䠽 䡎 䡑

㻝 ಟ学᪑⾜
㻞 䠟 䡋 䡉䠽 䡎 䡑

㻝 ಟ学᪑⾜
㻞 䠟 䡋 䡉䠽 䡎 䡑
㻝 䜎と め

㻝 ಟ学᪑⾜
㻠㻜

㻞

㻟㻢
㻝

㻟㻣

㻟㻤

㻟㻥

㻥

㻤

㻣

㻞㻜

㻝㻤

㻝㻜

㻝㻝

㻝㻞

㻝㻠

㻝㻣

㻝㻥

㻞㻝

㻞㻠

㻢

㻝㻢

ಟ学᪑⾜が࠶るの

で、ࡕࡑらに᫬㛫

を࠸っ࠸ࡥ౑ࡼ࠺

・㸯、ࡤࢀ࠶で࠺

㸱年⏕のࡳの㹁㹭

㹫㹟㹰㹳で࠸ࡼࡶ。

&RPDUX とᮧがᥦᦠ（ㄪ༳式） 

盛岡市での &RPDUX ヨసရ㈍኎ 
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資料１ 「マࢺ࣮ࢩࢢࣥࣆࢵ」 

資料２ 「௬ᘧ఍♫ &RPDUX 第２学年年㛫ά

ືィ⏬」 

㻝㻜
㻝㻝
㻝㻞 㻝 䠟 䡋 䡉䠽 䡎 䡑 　 䜸䝸 䜶䞁䝔䞊䝅䝵 䞁

㻝㻟 㻞 䜟かめに㛵するㅮ₇఍
㻞 ᳃ᯘに䛴いてのㅮ₇఍䠄 ᐩኈ኱学学㛗䠅

㻝 ᐟἩ◊ಟ
ᮍ 㻝 ⫋ሙ体㦂䜸䝸 䜶䞁䝔䞊䝅䝵 䞁

㻝㻡 㻞 う み䛽䛣ἲᚊ஦ົᡤのㅮ₇఍
ᮍ 㻝㻞 ⫋ሙ体㦂
ᮍ 㻝 ⫋ሙ体㦂䜎と め

㻝 もの䛵く り 㛤ጞ䜸䝸 䜶䞁䝔䞊䝅䝵 䞁

㻝 ᐟἩ◊ಟ
㻞 䜟かめの✀付け実㦂

㻢 ᐟἩ◊ಟ
㻞 ᐟἩ◊ಟ

㻠 䠟 䡋 䡉䠽 䡎 䡑
㻞 ᐟἩ◊ಟ

㻠 䠟 䡋 䡉䠽 䡎 䡑
㻞 ᐟἩ◊ಟ

㻠 䠟 䡋 䡉䠽 䡎 䡑
㻞㻞 㻞 ᐟἩ◊ಟ
㻞㻟 㻞 䠟 䡋 䡉䠽 䡎 䡑

㻟 山᠜にᢪか䜜て
㻞 䝇䝫䞊䝒➗㢦の教ᐊ

㻞 ᐟἩ◊ಟ䠛
㻞㻡 ᥦ携ㄪ༳ᘧ䠄 ⾜஦䜹䜴䞁䝖 䠅
㻞㻢
㻞㻣
㻞㻤 㻝 ேᶒ᚟⯆教育ㅮ₇఍
㻞㻥
㻟㻜
㻟㻝 中㛫䜎と め⏝⣬グධ䠄 ᮅ学習᫬㛫䠅

㻟㻞
㻟㻟
㻟㻠
㻟㻡 㻞 䠟 䡋 䡉䠽 䡎 䡑

㻝 ಟ学᪑⾜
㻞 䠟 䡋 䡉䠽 䡎 䡑

㻝 ಟ学᪑⾜
㻞 䠟 䡋 䡉䠽 䡎 䡑

㻝 ಟ学᪑⾜
㻞 䠟 䡋 䡉䠽 䡎 䡑
㻝 䜎と め

㻝 ಟ学᪑⾜
㻠㻜

㻞

㻟㻢
㻝

㻟㻣

㻟㻤

㻟㻥

㻥

㻤

㻣

㻞㻜

㻝㻤

㻝㻜

㻝㻝

㻝㻞

㻝㻠

㻝㻣

㻝㻥

㻞㻝

㻞㻠

㻢

㻝㻢

ಟ学᪑⾜が࠶るの

で、ࡕࡑらに᫬㛫

を࠸っ࠸ࡥ౑ࡼ࠺

・㸯、ࡤࢀ࠶で࠺

㸱年⏕のࡳの㹁㹭

㹫㹟㹰㹳で࠸ࡼࡶ。

&RPDUX とᮧがᥦᦠ（ㄪ༳式） 

盛岡市での &RPDUX ヨసရ㈍኎ 

資
料
３
 
「
自
尊
感
情
の
変
容
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ͤ
ཧ
⪃
ࠕ
東
京
都
教
⫋
員
◊
ಟ
ࢭ
ࣥ
ࢱ
࣮
ᖹ
ᡂ
㸰
㸱
年
ᗘ
∧
◊
✲
紀
せ
ࠖ

回
答
者
：
第
３
学
年
２
３
名
（
一
部
、
無
回
答
あ
り
）
 
選
択
肢
：
Ａ
＝
と
て
も
、
Ｂ
＝
ま
あ
ま
あ
、
Ｃ
＝
あ
ま
り
、
Ｄ
＝
ま
っ
た
く
、（

設
問
７
・
13・

19
は
ネ
ガ
テ
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ブ
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増
 
減
：
↑
＝
プ
ラ
ス
５
以
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＝
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ス
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－
＝
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（
公
社
）
日
本
教
育
会

主
催
の
「
令
和
２
年
度
第

11
回
教
育
実
践
顕
彰
事

業
」
に
応
募
し
た
田
野
畑

村
立
田
野
畑
中
学
校
の
実

践
を
ま
と
め
た
論
文
が
、

見
事
最
高
賞
で
あ
る
「
会

長
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
同
校
校
長
を
勤
め
、
現
盛

岡
市
立
乙
部
中
学
校
校
長
の
石
川
健
氏

に
そ
の
論
文
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

一
．
自
尊
感
情
の
低
迷

日
本
一
の
海
岸
美
・
北
山
崎
に
代
表

さ
れ
る
田
野
畑
村
の
魅
力
は
、
味
覚
世

界
一
と
も
評
さ
れ
る
田
野
畑
わ
か
め
や

国
内
で
も
希
少
な
乳
製
品
、
農
民
一
揆

の
最
高
傑
作
と
し
て
名
高
い
三
閉
伊
一

揆
の
歴
史
、
さ
ら
に
は
白
亜
紀
の
化
石

層
を
有
す
る
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
、

実
に
多
彩
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
校
の
生
徒
達
は
村
の
地

理
的
辺
境
性
に
目
を
向
け
が
ち
で
、
郷

土
に
対
し
卑
屈
な
思
い
を
抱
く
傾
向
が

あ
っ
た
。
そ
の
影
響
か
、
自
分
自
身
の

よ
さ
を
認
め
る
姿
勢
に
も
欠
け
、
自
尊

感
情
の
低
迷
が
長
年
に
わ
た
る
教
育
課

題
と
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
平
成

二
十
九
年
度
全
国
学
力
調
査
に
お
け
る

「
自
分
に
は
よ
い

と
こ
ろ
が
あ
る
と

思
う
か
」
と
の
質

問
に
「
は
い
」
と

回
答
し
た
割
合

が
、
全
国
や
岩
手

県
が
二
十
五
％
以

上
な
の
に
対
し
、

本
校
は
四
％
。
令

和
元
年
度
の
岩
手

県
学
習
定
着
度
状

況
調
査
に
お
け
る

同
様
の
質
問
に

「
は
い
」
と
答
え

た
生
徒
が
ゼ
ロ
と

い
う
深
刻
な
状
況

に
あ
っ
た
。
日
常
生
活
で
も
、
自
分
の

思
い
や
考
え
を
言
葉
に
す
る
こ
と
が
苦

手
で
、
主
体
的
に
行
動
す
る
の
を
た
め

ら
う
様
子
が
よ
く
見
ら
れ
、
自
身
を
肯

定
的
に
受
け
容
れ
て
い
る
と
は
思
え
な

か
っ
た
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
次
の

三
点
を
ね
ら
い
と
す
る
「
田
野
畑
学
」

を
創
設
し
、
生
徒
の
健
全
な
自
尊
感
情

の
育
成
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

①
多
様
な
視
点
か
ら
郷
土
を
見
つ
め
直

し
、
そ
の
魅
力
や
可
能
性
に
気
付
く
。

②
郷
土
に
関
わ
る
人
々
と
交
流
し
な
が

ら
、人
と
し
て
の
生
き
方
を
洞
察
す
る
。

③
も
の
作
り
を
通
じ
て
郷
土
の
魅
力
を

発
信
し
、
地
域
に
貢
献
す
る
。

二
．
田
野
畑
学
の
概
要

田
野
畑
学
は
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
実
施
し
て
い
る
。

⑴
ふ
る
さ
と
学
習

⑵
生
き
方
講
座

⑶
仮
式
会
社Com

aru

⑴
ふ
る
さ
と
学
習

郷
土
が
有
す
る
資
源
や
可
能
性
を
、

外
部
講
師
か
ら
学
ぶ
時
間
。
テ
ー
マ
は

海
、
森
、
食
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
そ

こ
で
得
た
も
の
がCom

aru

の
活
動
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

⑵

生
き
方
講
座

本
村
に
根
を
下
ろ
す
、
ま
た
は
関
わ

る
人
生
を
選
択
し
た
方
に
、
田
野
畑
に

惹
か
れ
た
理
由
等
を
語
っ
て
い
た
だ
く

講
座
。
自
分
の
郷
土
が
生
業
の
地
と
し

て
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
や
、
魅
力
に
満

ち
て
い
た
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
、
驚
く

生
徒
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
学
習
を
進
め
る
際
、
次
の

よ
う
な
工
夫
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

①
マ
ッ
ピ
ン
グ

聴
く
と
書
く
の
両
立
を
図
る
た
め
、

キ
ー
ワ
ー
ド
の
み
で
メ
モ
を
取
る
マ
ッ

ピ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
い
る
。
聴
き

な
が
ら
内
容
が
整
理
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
生
徒
個
々
の
関
心
や
聴
き
取
り
方

「
自
分
の
力
を
信
じ
、可
能
性
を
追
求
し
続
け
る
生
徒
の
育
成
」

地
域
学
を
通
じ
た
自
尊
感
情
健
全
化
の
試
み

前
田
野
畑
村
立
田
野
畑
中
学
校

校
長

石
川

健

（
現
盛
岡
市
立
乙
部
中
学
校
校
長
）

いわての教育実践研究～その15～
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の
違
い
が
現
れ
て
興
味
深
い
。

②
振
り
返
り

「
自
分
」
と
「
ふ
る
さ
と
」
を
振
り

返
り
の
軸
に
据
え
、
も
の
の
見
方
や
と

ら
え
方
の
変
容
、
あ
る
い
は
人
の
生
き

方
に
対
す
る
新
た
な
視
座
の
獲
得
が
起

こ
り
や
す
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

地
域
理
解

創
作
活
動

協
働
学
習

他
者
受
容

自
己
洞
察

社
会
貢
献

⑶

仮
式
会
社Com

aru

六
年
前
か
ら
本
校
で
取
り
組
ん
で
き

た
「
仮
式
会
社
」
の
活
動
を
、
今
年
度

よ
り
「Com

aru

」
と
命
名
し
て
田
野

畑
学
に
位
置
づ
け
た
。
郷
土
の
資
源
を

活
か
し
た
商
品
の
開
発
か
ら
製
作
、
販

売
ま
で
を
生
徒
が
手
が
け
る
起
業
家
教

育
で
、
村
に
新
設
さ
れ
た
道
の
駅
「
思

惟
の
風
」
へ
の
出
店
も
実
現
。
村
内
外

か
ら
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。
社
名
に

は
「
村
の
未
来
を
開
く
の
は
私
達
だ
」

と
い
う
決
意
を
込
め
た
「Com

m
unity 

of M
aking Rudder

」（
船
舵
を
作
る

集
団
）
と
い
う
英
語
の
頭
文
字
を
つ
な

い
だ
も
の
と
、
三
閉
伊
一
揆
で
発
頭
人

が
旗
印
と
し
て
掲
げ
た
「
小
○
」（
農

民
の
暮
ら
し
を
顧
み
な
い
政
は
困
る
）

へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
い
う
二
つ
の
由
来

が
あ
る
。

主
力
商
品
は
ア
ワ
ビ
の
貝
殻
を
加
工

し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
、
槐
（
え
ん

じ
ゅ
）、
松
、
杉
な
ど
を
加
工
し
た
木

製
の
小
物
、Com

aru

柄
の
マ
ス
ク
や

エ
コ
バ
ッ
グ
等
で
、
い
ず
れ
もM
ade 

in

田
野
畑
が
売
り
で
あ
る
。
商
品
作
り

の
様
々
な
過
程
を
通
じ
て
、
生
徒
達
が

郷
土
へ
の
理
解
と
誇
り
を
膨
ら
ま
せ
て

い
く
様
子
が
覗
え
る
。

活
動
時
は
異
学
年
に
よ
る
協
働
の
場

を
用
意
し
、
必
要
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ

間
で
人
材
の
ト
レ
ー
ド
を
行
う
な
ど
、

自
己
の
職
業
特
性
を
客
観
視
し
や
す
く

し
て
い
る
。
事
後
の
振
り
返
り
に
は
、

互
い
の
よ
さ
に
言
及
す
る
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
を
用
意
し
、
自
分
自
身
や
仲
間
へ
の

新
た
な
気
付
き
を
促
し
て
い
る
。

三
．
行
動
力
を
耕
す
学
校
生
活

⑴

発
見
↓
思
考
↓
実
践

日
常
生
活
に
注
意
深
さ
を
求
め
、
課

題
の
「
発
見
」、
改
善
を
め
ざ
す
た
め

の「
思
考
」、思
い
を
形
に
表
す「
実
践
」

と
い
う
流
れ
を
大
切
に
し
て
い
る
。

⑵

掲
示
板

学
校
の
情
報
は
玄
関
前
の
掲
示
板
に

集
約
さ
れ
、
教
師
か
ら
の
連
絡
は
極
力

行
っ
て
い
な
い
。
こ
の
掲
示
板
に
は
誰

で
も
情
報
を
書
き
込
む
こ
と
が
出
来
、

生
徒
会
や
部
活
動
等
、
生
活
に
必
要
な

情
報
を
自
ら
得
て
先
を
見
通
す
と
い
う

習
慣
作
り
を
進
め
て
い
る
。

⑶

生
徒
会
活
動

自
立
と
主
体
を
重
視
し
、
議
論
を
保

障
し
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度

は
「
Ｔ
シ
ャ
ツ
自
由
化
」「
部
活
動
の

意
義
」
等
を
全
校
で
討
論
し
、
生
徒
の

手
で
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
る
。

四
．
成
果
と
課
題

⑴

自
尊
感
情
の
向
上

第
三
学
年
を
対
象
と
し
た
自
尊
感
情

測
定
調
査
で
は
、
学
期
が
進
む
毎
に
明

ら
か
な
向
上
傾
向
が
見
え
て
い
る
。

⑵

主
体
性
の
伸
長

周
囲
に
目
を
配
り
、
細
や
か
に
活
動

す
る
生
徒
が
増
え
た
。
生
徒
同
士
が
必

要
な
情
報
を
伝
え
合
う
様
子
も
多
く
見

ら
れ
る
。
講
演
会
や
生
徒
集
会
等
で
は

質
問
や
感
想
、
意
見
交
流
が
活
発
に
な

り
、
思
い
を
表
出
す
る
こ
と
へ
の
た
め

ら
い
が
低
減
し
て
い
る
。

⑶

課
題

①
培
っ
た
力
の
教
科
学
習
へ
の
転
化
。

②
小
学
校
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
一
体

的
な
取
組
の
実
現
。

自尊感情調査結果の変容

左から１→２→３の各学期
対象：３年生24名
主な質問項目
「自分を大切に思える」
「自分には可能性がある」
「人のために尽くしたい」

など
※参考：東京都教職員教実践研究センター
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（
公
社
）
日
本
教
育
会

主
催
の
「
令
和
２
年
度
第

11
回
教
育
実
践
顕
彰
事

業
」
に
応
募
し
た
田
野
畑

村
立
田
野
畑
中
学
校
の
実

践
を
ま
と
め
た
論
文
が
、

見
事
最
高
賞
で
あ
る
「
会

長
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
同
校
校
長
を
勤
め
、
現
盛

岡
市
立
乙
部
中
学
校
校
長
の
石
川
健
氏

に
そ
の
論
文
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

一
．
自
尊
感
情
の
低
迷

日
本
一
の
海
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美
・
北
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崎
に
代
表
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れ
る
田
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魅
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や
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希
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農
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揆
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史
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化
石

層
を
有
す
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三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
、

実
に
多
彩
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あ
る
。

し
か
し
、
本
校
の
生
徒
達
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の
地

理
的
辺
境
性
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目
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向
け
が
ち
で
、
郷

土
に
対
し
卑
屈
な
思
い
を
抱
く
傾
向
が

あ
っ
た
。
そ
の
影
響
か
、
自
分
自
身
の

よ
さ
を
認
め
る
姿
勢
に
も
欠
け
、
自
尊

感
情
の
低
迷
が
長
年
に
わ
た
る
教
育
課

題
と
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
平
成

二
十
九
年
度
全
国
学
力
調
査
に
お
け
る

「
自
分
に
は
よ
い

と
こ
ろ
が
あ
る
と

思
う
か
」
と
の
質

問
に
「
は
い
」
と

回
答
し
た
割
合

が
、
全
国
や
岩
手

県
が
二
十
五
％
以

上
な
の
に
対
し
、

本
校
は
四
％
。
令

和
元
年
度
の
岩
手

県
学
習
定
着
度
状

況
調
査
に
お
け
る

同
様
の
質
問
に

「
は
い
」
と
答
え

た
生
徒
が
ゼ
ロ
と

い
う
深
刻
な
状
況

に
あ
っ
た
。
日
常
生
活
で
も
、
自
分
の

思
い
や
考
え
を
言
葉
に
す
る
こ
と
が
苦

手
で
、
主
体
的
に
行
動
す
る
の
を
た
め

ら
う
様
子
が
よ
く
見
ら
れ
、
自
身
を
肯

定
的
に
受
け
容
れ
て
い
る
と
は
思
え
な

か
っ
た
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
次
の

三
点
を
ね
ら
い
と
す
る
「
田
野
畑
学
」

を
創
設
し
、
生
徒
の
健
全
な
自
尊
感
情

の
育
成
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

①
多
様
な
視
点
か
ら
郷
土
を
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つ
め
直

し
、
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の
魅
力
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可
能
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く
。
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郷
土
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る
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々
と
交
流
し
な
が

ら
、人
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し
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の
生
き
方
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察
す
る
。

③
も
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作
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郷
土
の
魅
力
を
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、
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域
に
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す
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。
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．
田
野
畑
学
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概
要
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野
畑
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つ
の
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ー
で
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さ
れ
て
お
り
、
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ず
れ
も
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
実
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し
て
い
る
。

⑴
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る
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と
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習

⑵
生
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方
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座
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仮
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⑴
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土
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可
能
性
を
、

外
部
講
師
か
ら
学
ぶ
時
間
。
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岐
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で
得
た
も
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の
活
動
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

⑵

生
き
方
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座

本
村
に
根
を
下
ろ
す
、
ま
た
は
関
わ

る
人
生
を
選
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し
た
方
に
、
田
野
畑
に

惹
か
れ
た
理
由
等
を
語
っ
て
い
た
だ
く

講
座
。
自
分
の
郷
土
が
生
業
の
地
と
し

て
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
や
、
魅
力
に
満

ち
て
い
た
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
、
驚
く

生
徒
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
学
習
を
進
め
る
際
、
次
の

よ
う
な
工
夫
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

①
マ
ッ
ピ
ン
グ

聴
く
と
書
く
の
両
立
を
図
る
た
め
、

キ
ー
ワ
ー
ド
の
み
で
メ
モ
を
取
る
マ
ッ

ピ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
い
る
。
聴
き

な
が
ら
内
容
が
整
理
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
生
徒
個
々
の
関
心
や
聴
き
取
り
方

「
自
分
の
力
を
信
じ
、可
能
性
を
追
求
し
続
け
る
生
徒
の
育
成
」

地
域
学
を
通
じ
た
自
尊
感
情
健
全
化
の
試
み

前
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の
違
い
が
現
れ
て
興
味
深
い
。

②
振
り
返
り

「
自
分
」
と
「
ふ
る
さ
と
」
を
振
り

返
り
の
軸
に
据
え
、
も
の
の
見
方
や
と

ら
え
方
の
変
容
、
あ
る
い
は
人
の
生
き

方
に
対
す
る
新
た
な
視
座
の
獲
得
が
起

こ
り
や
す
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

地
域
理
解

創
作
活
動

協
働
学
習

他
者
受
容

自
己
洞
察

社
会
貢
献

⑶

仮
式
会
社Com

aru

六
年
前
か
ら
本
校
で
取
り
組
ん
で
き

た
「
仮
式
会
社
」
の
活
動
を
、
今
年
度

よ
り
「Com

aru

」
と
命
名
し
て
田
野

畑
学
に
位
置
づ
け
た
。
郷
土
の
資
源
を

活
か
し
た
商
品
の
開
発
か
ら
製
作
、
販

売
ま
で
を
生
徒
が
手
が
け
る
起
業
家
教

育
で
、
村
に
新
設
さ
れ
た
道
の
駅
「
思

惟
の
風
」
へ
の
出
店
も
実
現
。
村
内
外

か
ら
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。
社
名
に

は
「
村
の
未
来
を
開
く
の
は
私
達
だ
」

と
い
う
決
意
を
込
め
た
「Com

m
unity 

of M
aking Rudder

」（
船
舵
を
作
る

集
団
）
と
い
う
英
語
の
頭
文
字
を
つ
な

い
だ
も
の
と
、
三
閉
伊
一
揆
で
発
頭
人

が
旗
印
と
し
て
掲
げ
た
「
小
○
」（
農

民
の
暮
ら
し
を
顧
み
な
い
政
は
困
る
）

へ
の
オ
マ
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ジ
ュ
と
い
う
二
つ
の
由
来

が
あ
る
。

主
力
商
品
は
ア
ワ
ビ
の
貝
殻
を
加
工

し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
、
槐
（
え
ん

じ
ゅ
）、
松
、
杉
な
ど
を
加
工
し
た
木

製
の
小
物
、Com

aru

柄
の
マ
ス
ク
や

エ
コ
バ
ッ
グ
等
で
、
い
ず
れ
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in

田
野
畑
が
売
り
で
あ
る
。
商
品
作
り

の
様
々
な
過
程
を
通
じ
て
、
生
徒
達
が

郷
土
へ
の
理
解
と
誇
り
を
膨
ら
ま
せ
て

い
く
様
子
が
覗
え
る
。

活
動
時
は
異
学
年
に
よ
る
協
働
の
場

を
用
意
し
、
必
要
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ

間
で
人
材
の
ト
レ
ー
ド
を
行
う
な
ど
、

自
己
の
職
業
特
性
を
客
観
視
し
や
す
く

し
て
い
る
。
事
後
の
振
り
返
り
に
は
、

互
い
の
よ
さ
に
言
及
す
る
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
を
用
意
し
、
自
分
自
身
や
仲
間
へ
の

新
た
な
気
付
き
を
促
し
て
い
る
。

三
．
行
動
力
を
耕
す
学
校
生
活

⑴

発
見
↓
思
考
↓
実
践

日
常
生
活
に
注
意
深
さ
を
求
め
、
課

題
の
「
発
見
」、
改
善
を
め
ざ
す
た
め

の「
思
考
」、思
い
を
形
に
表
す「
実
践
」

と
い
う
流
れ
を
大
切
に
し
て
い
る
。

⑵

掲
示
板

学
校
の
情
報
は
玄
関
前
の
掲
示
板
に

集
約
さ
れ
、
教
師
か
ら
の
連
絡
は
極
力

行
っ
て
い
な
い
。
こ
の
掲
示
板
に
は
誰

で
も
情
報
を
書
き
込
む
こ
と
が
出
来
、

生
徒
会
や
部
活
動
等
、
生
活
に
必
要
な

情
報
を
自
ら
得
て
先
を
見
通
す
と
い
う

習
慣
作
り
を
進
め
て
い
る
。

⑶

生
徒
会
活
動

自
立
と
主
体
を
重
視
し
、
議
論
を
保

障
し
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度

は
「
Ｔ
シ
ャ
ツ
自
由
化
」「
部
活
動
の

意
義
」
等
を
全
校
で
討
論
し
、
生
徒
の

手
で
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
る
。

四
．
成
果
と
課
題

⑴

自
尊
感
情
の
向
上

第
三
学
年
を
対
象
と
し
た
自
尊
感
情

測
定
調
査
で
は
、
学
期
が
進
む
毎
に
明

ら
か
な
向
上
傾
向
が
見
え
て
い
る
。

⑵

主
体
性
の
伸
長

周
囲
に
目
を
配
り
、
細
や
か
に
活
動

す
る
生
徒
が
増
え
た
。
生
徒
同
士
が
必

要
な
情
報
を
伝
え
合
う
様
子
も
多
く
見

ら
れ
る
。
講
演
会
や
生
徒
集
会
等
で
は

質
問
や
感
想
、
意
見
交
流
が
活
発
に
な

り
、
思
い
を
表
出
す
る
こ
と
へ
の
た
め

ら
い
が
低
減
し
て
い
る
。

⑶

課
題

①
培
っ
た
力
の
教
科
学
習
へ
の
転
化
。

②
小
学
校
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
一
体

的
な
取
組
の
実
現
。

自尊感情調査結果の変容

左から１→２→３の各学期
対象：３年生24名
主な質問項目
「自分を大切に思える」
「自分には可能性がある」
「人のために尽くしたい」

など
※参考：東京都教職員教実践研究センター

（5） 令和３年７月20日 日 本 教 育 岩 手 第 188 号
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◆ 受賞式の一コマ

・令和元年 6 月 22 日（土）（公社）日本教育会 ・（公社）日本教育会北原保雄会長から祝福を受ける

第 45 回総会の表彰式で受賞する佐藤進校長 佐藤進校長（東京都・お茶の水・ホテルジュラク）

・令和 2 年 6 月 11 日（木）八重樫勝支部長が北原  ・コロナ禍のため総会が中止となり、支部役員が

会長に代わって栗澤由紀教諭に賞状を伝達         土淵小学校を訪問。前列右は校長佐々木哲也氏

・令和 3 年 5 月 27 日（木）八重樫支部長が北原 ・コロナ禍のため総会が中止となり、支部役員が

会長に代わって石川 健校長に賞状を伝達 石川 健校長の現在の勤務校盛岡市立乙部中学校

を訪問する。

（බ♫）᪥ᮏᩍ⫱会ᩍ⫱ᐇ㊶㢧ᙲ஦ᴗ ᒾᡭ┴ෆධ賞校୍ぴ

　　　　ᖹᡂ２２年度䡚令和２年度 䉰䠍

㻺㻻 ᖺ㻌㻌ᗘ ㈹㻌㻌ྡ 校ྡཬび◊✲主題ྡ
┴ෆᛂເ数

䠄全国ᛂເ数䠅

ඃ⚽賞
盛岡市立໭པᕝ小学校

　「ᇶ♏・ᇶᮏを活かし、分かる・できる児童を育てるための指導の在り方～課題解決的な
学習㐣程の㛤Ⓨを通して䠄体育科䠅～」

奨励賞
⁪ἑ村立⁪ἑ小学校

　「ゝ語の力をみがき䛒い、ᚰ㇏かな子どもを育てる学習指導の工夫」

参加賞
盛岡市立Ἑ໭小学校

　「ᛮい䜔るᚰとたく䜎しさを育てる㐨ᚨ教育～自分をぢ䛴める䛣とを通して、しな䜔かに学
ぶ子どもを育てる」

参加賞
盛岡市立ᱜᇛ小学校

　「ᚰを䛴な䛠䛣と䜀の஺ὶができる子～対話の力をᇵう国語科の学習を通して～

奨励賞
ⰼᕳ市立ⰼᕳ中学校

　「㨩力䛒る学校䛵くり～活力䛒る生徒の育成～」

奨励賞
ዟᕞ市立⫹ἑឡ᏾小学校
「学校・ᐙᗞ・地域が連携・༠ാした学習⎔ቃのᩚഛ～┦஫の教育ᶵ能を活⏝したᐙᗞ

学習の᥎㐍～」

参加賞
ዟᕞ市立బ಴Ἑᗂ⛶ᅬ

　「生きる力を䛿䛠くむᗂ⛶ᅬ教育を考える䠄䛣䜜か䜙のᗂ⛶ᅬ教育とᘏ㛗のᙺ๭䠅～≉Ⰽ
䛒るᗂ⛶ᅬ教育の᥎㐍と඘実～」

参加賞
ஂឿ市立ஂឿ小学校

　「子どもに力を䛴ける授業の◊✲～授業か䜙㇏かに学び、自ᕫの授業改善に活かす授
業◊✲䜈の㌿᥮～

参加賞
一㛵市立༡小学校

　「自分のᛮい䜔考えを伝え合う力を㧗める学習指導の在り方～ゝ語能力をᇶ┙とした㇏
かな表現䜔䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁をめ䛦して～

参加賞
໭ୖ市立Ụ㔮子中学校

　「自䜙の考えを表現できる力を育てる指導の在り方～ᇶ♏・ᇶᮏの活⏝を通して～

参加賞
盛岡市立ᮏᐑ小学校

　「新しい᭶ග⤒Ⴀのための䝬䝛䝆䝯䞁䝖෌考～㻼・㻲䝗䝷䝑䜹䞊の⤒Ⴀ⌮ㄽか䜙学ぶ䛣と～

奨励賞
盛岡市立௝໭小学校

　「ᛮ考力・ุ᩿力・表現力を㧗める学習指導の工夫～䛄活⏝䛅と䛄஺ὶ䛅を視点とした授業
の改善を通して～

奨励賞
盛岡市立ୖ田中学校

　「㨩力䛒る学校䛵くり～活力䛒る生徒の育成～」

奨励賞
ᐑྂ市立ὠ㍍▼中学校

　「䛄࿨をᏲり、ᚰを育む᚟⯆教育䛅～学校✀㛫連携・地域連携を通して～」

参加賞
遠野市立遠野小学校

　「䜅るさとをឡし、㒓土䜔学校を㄂りとする児童の育成～㻟㻜ᖺ続く全校表現活ື䛄遠野の
㔛の≀語䛅の⥅ᢎを通して～」

参加賞
ὒ野町立኱野中学校

　「よく学び　㘫え合う　ᛮい䜔りの䛒るே㛫」を┠指して

参加賞
ዟᕞ市立ᮌ⣽工小学校

　「地域に᰿䛦し自分のᛮいを表現する子どもの育成～リ・సᩥの指導を通して～

㻟 ᖹᡂ２４年度 ６校（６３）

㻝 ４校（４䠔）

䠓校（４䠔）㻞 ᖹᡂ２３年度

ᖹᡂ２２年度
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◆ 受賞式の一コマ

・令和元年 6 月 22 日（土）（公社）日本教育会 ・（公社）日本教育会北原保雄会長から祝福を受ける

第 45 回総会の表彰式で受賞する佐藤進校長 佐藤進校長（東京都・お茶の水・ホテルジュラク）

・令和 2 年 6 月 11 日（木）八重樫勝支部長が北原  ・コロナ禍のため総会が中止となり、支部役員が

会長に代わって栗澤由紀教諭に賞状を伝達         土淵小学校を訪問。前列右は校長佐々木哲也氏

・令和 3 年 5 月 27 日（木）八重樫支部長が北原 ・コロナ禍のため総会が中止となり、支部役員が

会長に代わって石川 健校長に賞状を伝達 石川 健校長の現在の勤務校盛岡市立乙部中学校

を訪問する。

（බ♫）᪥ᮏᩍ⫱会ᩍ⫱ᐇ㊶㢧ᙲ஦ᴗ ᒾᡭ┴ෆධ賞校୍ぴ

　　　　ᖹᡂ２２年度䡚令和２年度 䉰䠍

㻺㻻 ᖺ㻌㻌ᗘ ㈹㻌㻌ྡ 校ྡཬび◊✲主題ྡ
┴ෆᛂເ数
䠄全国ᛂເ数䠅

ඃ⚽賞
盛岡市立໭པᕝ小学校

　「ᇶ♏・ᇶᮏを活かし、分かる・できる児童を育てるための指導の在り方～課題解決的な
学習㐣程の㛤Ⓨを通して䠄体育科䠅～」

奨励賞
⁪ἑ村立⁪ἑ小学校

　「ゝ語の力をみがき䛒い、ᚰ㇏かな子どもを育てる学習指導の工夫」

参加賞
盛岡市立Ἑ໭小学校

　「ᛮい䜔るᚰとたく䜎しさを育てる㐨ᚨ教育～自分をぢ䛴める䛣とを通して、しな䜔かに学
ぶ子どもを育てる」

参加賞
盛岡市立ᱜᇛ小学校

　「ᚰを䛴な䛠䛣と䜀の஺ὶができる子～対話の力をᇵう国語科の学習を通して～

奨励賞
ⰼᕳ市立ⰼᕳ中学校

　「㨩力䛒る学校䛵くり～活力䛒る生徒の育成～」

奨励賞
ዟᕞ市立⫹ἑឡ᏾小学校
「学校・ᐙᗞ・地域が連携・༠ാした学習⎔ቃのᩚഛ～┦஫の教育ᶵ能を活⏝したᐙᗞ

学習の᥎㐍～」

参加賞
ዟᕞ市立బ಴Ἑᗂ⛶ᅬ

　「生きる力を䛿䛠くむᗂ⛶ᅬ教育を考える䠄䛣䜜か䜙のᗂ⛶ᅬ教育とᘏ㛗のᙺ๭䠅～≉Ⰽ
䛒るᗂ⛶ᅬ教育の᥎㐍と඘実～」

参加賞
ஂឿ市立ஂឿ小学校

　「子どもに力を䛴ける授業の◊✲～授業か䜙㇏かに学び、自ᕫの授業改善に活かす授
業◊✲䜈の㌿᥮～

参加賞
一㛵市立༡小学校

　「自分のᛮい䜔考えを伝え合う力を㧗める学習指導の在り方～ゝ語能力をᇶ┙とした㇏
かな表現䜔䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁をめ䛦して～

参加賞
໭ୖ市立Ụ㔮子中学校

　「自䜙の考えを表現できる力を育てる指導の在り方～ᇶ♏・ᇶᮏの活⏝を通して～

参加賞
盛岡市立ᮏᐑ小学校

　「新しい᭶ග⤒Ⴀのための䝬䝛䝆䝯䞁䝖෌考～㻼・㻲䝗䝷䝑䜹䞊の⤒Ⴀ⌮ㄽか䜙学ぶ䛣と～

奨励賞
盛岡市立௝໭小学校

　「ᛮ考力・ุ᩿力・表現力を㧗める学習指導の工夫～䛄活⏝䛅と䛄஺ὶ䛅を視点とした授業
の改善を通して～

奨励賞
盛岡市立ୖ田中学校

　「㨩力䛒る学校䛵くり～活力䛒る生徒の育成～」

奨励賞
ᐑྂ市立ὠ㍍▼中学校

　「䛄࿨をᏲり、ᚰを育む᚟⯆教育䛅～学校✀㛫連携・地域連携を通して～」

参加賞
遠野市立遠野小学校

　「䜅るさとをឡし、㒓土䜔学校を㄂りとする児童の育成～㻟㻜ᖺ続く全校表現活ື䛄遠野の
㔛の≀語䛅の⥅ᢎを通して～」

参加賞
ὒ野町立኱野中学校

　「よく学び　㘫え合う　ᛮい䜔りの䛒るே㛫」を┠指して

参加賞
ዟᕞ市立ᮌ⣽工小学校

　「地域に᰿䛦し自分のᛮいを表現する子どもの育成～リ・సᩥの指導を通して～

㻟 ᖹᡂ２４年度 ６校（６３）

㻝 ４校（４䠔）

䠓校（４䠔）㻞 ᖹᡂ２３年度

ᖹᡂ２２年度
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奨励賞
遠野市立遠野໭小学校

　「䛄⟬数科におけるᛮ考力を㧗める指導の䛒り方䛅～ᛮ考ᆺにᛂじた学び合いの工夫を通
して～」

奨励賞
盛岡市立㯮▼野中学校

　「地域で学ぶ䛣とを通してᚰ㇏かな生徒の育成～⾤㐨䠄み䛱䠅の᫬㛫を通して～」

奨励賞
野田村立野田中学校

　「地域・ಖㆤ⪅とඹにṌむ㜵⅏学習の᥎㐍～地域㜵⅏䝬䝑䝥の᳨ドを通して䛄᝿ᐃ外䛅を
䛄᝿ᐃෆ䛅に～」

参加賞
ᬑ代村立ᬑ代小学校・中学校

　「䜅るさとをឡし、┠的をᣢ䛳て学び続ける児童・生徒の育成～ᮃ䜎しい小中一㈏教育の
䛒り方の᥈求を通して～」

参加賞
ዟᕞ市立ᮌ⣽工小学校

　「子どもに生きる力を育て、地域に活力をもた䜙す学校䛵くり」

参加賞
す࿴㈡町立ἑෆ中学校

　「生ᾭに䜟た䛳て健ᗣな生活を実㊶できる生徒の育成～ṑ科ಖ健指導を中ᚰにᤣえて
～」

ດຊ賞
盛岡市立Ἑ໭小学校

　「ᛮい䜔るᚰとたく䜎しさを育てる㐨ᚨ教育」

≉ู賞
野田村立野田中学校

　「地域のᢸいᡭとしての自ぬをᣢ䛱、主体的に考え、⾜ືする生徒の育成～地域⣲ᮦを
活かした授業సりと外㒊のே㈈のຠᯝ的な活⏝を通して～」

ඃ⚽賞
山田町立኱ἑ小学校

　「䛄䜟たした䛱のඖẼで䜅るさとを᚟活䛅～全校表現活ື䛄ᾏよග䜜䛅をᰕとした᚟⯆教育
の᥎㐍～」

奨励賞
盛岡市立Ἑ༡中学校

　「♫఍に㐺ᛂし主体性をも䛳て生きていく力の育成～小・中学校の⁥䜙かな᥋続をព㆑し
た指導を通して～」

ດຊ賞
ⴱᕳ町立Ụส中学校

　「㒓土をឡするேᮦ育成をめ䛦す᚟⯆教育の๰㐀～䛄ᚰを育てる䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛅を通して
⤎䛵くりとඹ生のែᗘを育む実㊶的◊✲～」

参加賞
㞸▼町立Ᏻᗞ小学校
「よりよい生き方を求め、実㊶する児童の育成～䛄ᒾᡭのඛே教育䛅の取り組みを通して

～」

参加賞
㞸▼町立㞸▼小学校

　「䝏䞊䝮で学力ྥୖに取り組む学校䛵くり」

参加賞
紫波町立ୖ平ἑ小学校

　「楽しくពḧ的に学び、☜かな学力が身に䛴く学習䛵くり～䛽䜙いを᫂☜にした授業ᒎ㛤
の工夫～」

参加賞
⁪ἑ市立一ᮏᮌ中学校

　「教科化にྥけた㐨ᚨ教育の᥎㐍と校㛗の指導～授業・◊ಟの指導を中ᚰにして～」

㻠 ᖹᡂ２５年度 ６校（４䠔）

㻡 ２校（２６）

䠓校（４６）

ᖹᡂ２６年度

ᖹᡂ２䠓年度㻢

3㻞

ඃ⚽賞
八幡平市立す᰿中学校
「䛄ಟᩥ⦎☻䛅～ゝⴥの力を㘫え、ᛮ考力・ุ᩿力・表現力を育む学習指導の䛒り方～」

奨励賞
紫波町立㉥▼小学校
「䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁能力を㧗め、よりよい考え方を追求する子どもの育成～国語・㐨ᚨ・外

国語活ື䠄英語䠅におけるかか䜟り合い活ືを通して～」

奨励賞
盛岡市立⥳がୣ小学校
「学び合い、㧗め合い、ᨭえ合う教ဨ㞟ᅋを┠指して～䛄䝏䝱䝺䞁䝆授業䛅・䛄育てなが䜙

育䛴䛅・䛄䠑᫬の᪥䛅の取り組みを中ᚰに～」

奨励賞
ⰼᕳ市立新ᇼ小学校
「小さな学校の小さな学校䛵くり～䛄自䜙考え⾜ືする子ども䛅を┠指しての᚟⯆教育改

善の✚み㔜䛽と学校の活性化～」

参加賞
㞸▼町立㞸▼小学校

　「地域の一ဨとしての自ぬを育む学校䛵くり」

参加賞
盛岡市立㯮▼野中学校
「௒䛄学校⤒Ⴀ䛅を෌考する～生徒఍ᙺဨ㑅ᣲにぢる指導のᮏ質と䛿～」

ඃ⚽賞
盛岡市立ᇛᮾ中学校
「䜾䝻䞊䝞䝹᫬代に対ᛂした中学校英語教育の๰㐀」

奨励賞
紫波町立᪥ワ小学校
「䠐䠑分䠍䝁䝬䠇䝰䝆䝳䞊䝹活ື䠄䠍䠑分㽢䠏ᅇ䠅の䠎䝁䝬で⾜う䛄外国語䛅䠄英語䠅」

奨励賞
八幡平市立ᑎ田小学校
「㒓土に㄂りをᣢ䛱、地域に㈉⊩する児童の育成～ཱྀ伝か䜙⣬Ⱚᒃをసり活⏝する実㊶

を通して～」

参加賞
▮ᕵ町立↮山小学校
「ᛮいをᣢ䛳て伝え合い、㧗め合う子どもの育成～国語䡡⟬数䡡㐨ᚨにおけるゝ語活ືの

඘実を通して～」

参加賞
ᒾἨ町立ᒾἨ小学校

　「分かる⟬数の授業～᪥ᖖと⟬数と䛴な䛢なが䜙～」

参加賞
盛岡市立኱ᐑ中学校
「自䜙考えุ᩿し、主体的に⾜ືできる生徒の育成～い䜟て䜻䝱䝸䜰教育の視点か䜙ᤊえ

た学びの活ືを通して～」

会長賞
盛岡市立ୖ田中学校
「主体的・対話的で深い学びの実現にྥけた授業改善～生徒が主ᙺの授業の䛒り方～」

ඃ⚽賞
ᒾᡭ町立一方஭小学校
「地域䜈の⌮解と㄂りを深め♫఍ཧ⏬ព㆑を㧗める教育の在り方～地域と一体とな䛳た

「田䜣䜌䜰䞊䝖」の取組を通して～」

ඃ⚽賞
኱⯪Ώ市立኱⯪Ώ中学校
「科学的᰿ᣐを活⏝した学校⤒Ⴀ～኱⯪Ώ中方ᘧ䜹䝸䜻䝳䝷䝮・䝬䝛䝆䝯䞁䝖を通して～」

３校（６６点）

６校（５６点）

６校（４䠌校）

㻥 ᖹᡂ３䠌年度

㻤 ᖹᡂ２䠕年度

㻣 ᖹᡂ２䠔年度
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奨励賞
遠野市立遠野໭小学校

　「䛄⟬数科におけるᛮ考力を㧗める指導の䛒り方䛅～ᛮ考ᆺにᛂじた学び合いの工夫を通
して～」

奨励賞
盛岡市立㯮▼野中学校

　「地域で学ぶ䛣とを通してᚰ㇏かな生徒の育成～⾤㐨䠄み䛱䠅の᫬㛫を通して～」

奨励賞
野田村立野田中学校

　「地域・ಖㆤ⪅とඹにṌむ㜵⅏学習の᥎㐍～地域㜵⅏䝬䝑䝥の᳨ドを通して䛄᝿ᐃ外䛅を
䛄᝿ᐃෆ䛅に～」

参加賞
ᬑ代村立ᬑ代小学校・中学校

　「䜅るさとをឡし、┠的をᣢ䛳て学び続ける児童・生徒の育成～ᮃ䜎しい小中一㈏教育の
䛒り方の᥈求を通して～」

参加賞
ዟᕞ市立ᮌ⣽工小学校

　「子どもに生きる力を育て、地域に活力をもた䜙す学校䛵くり」

参加賞
す࿴㈡町立ἑෆ中学校

　「生ᾭに䜟た䛳て健ᗣな生活を実㊶できる生徒の育成～ṑ科ಖ健指導を中ᚰにᤣえて
～」

ດຊ賞
盛岡市立Ἑ໭小学校

　「ᛮい䜔るᚰとたく䜎しさを育てる㐨ᚨ教育」

≉ู賞
野田村立野田中学校

　「地域のᢸいᡭとしての自ぬをᣢ䛱、主体的に考え、⾜ືする生徒の育成～地域⣲ᮦを
活かした授業సりと外㒊のே㈈のຠᯝ的な活⏝を通して～」

ඃ⚽賞
山田町立኱ἑ小学校

　「䛄䜟たした䛱のඖẼで䜅るさとを᚟活䛅～全校表現活ື䛄ᾏよග䜜䛅をᰕとした᚟⯆教育
の᥎㐍～」

奨励賞
盛岡市立Ἑ༡中学校

　「♫఍に㐺ᛂし主体性をも䛳て生きていく力の育成～小・中学校の⁥䜙かな᥋続をព㆑し
た指導を通して～」

ດຊ賞
ⴱᕳ町立Ụส中学校

　「㒓土をឡするேᮦ育成をめ䛦す᚟⯆教育の๰㐀～䛄ᚰを育てる䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛅を通して
⤎䛵くりとඹ生のែᗘを育む実㊶的◊✲～」

参加賞
㞸▼町立Ᏻᗞ小学校
「よりよい生き方を求め、実㊶する児童の育成～䛄ᒾᡭのඛே教育䛅の取り組みを通して

～」

参加賞
㞸▼町立㞸▼小学校

　「䝏䞊䝮で学力ྥୖに取り組む学校䛵くり」

参加賞
紫波町立ୖ平ἑ小学校

　「楽しくពḧ的に学び、☜かな学力が身に䛴く学習䛵くり～䛽䜙いを᫂☜にした授業ᒎ㛤
の工夫～」

参加賞
⁪ἑ市立一ᮏᮌ中学校

　「教科化にྥけた㐨ᚨ教育の᥎㐍と校㛗の指導～授業・◊ಟの指導を中ᚰにして～」

㻠 ᖹᡂ２５年度 ６校（４䠔）

㻡 ２校（２６）

䠓校（４６）

ᖹᡂ２６年度

ᖹᡂ２䠓年度㻢

3㻞

ඃ⚽賞
八幡平市立す᰿中学校
「䛄ಟᩥ⦎☻䛅～ゝⴥの力を㘫え、ᛮ考力・ุ᩿力・表現力を育む学習指導の䛒り方～」

奨励賞
紫波町立㉥▼小学校
「䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁能力を㧗め、よりよい考え方を追求する子どもの育成～国語・㐨ᚨ・外

国語活ື䠄英語䠅におけるかか䜟り合い活ືを通して～」

奨励賞
盛岡市立⥳がୣ小学校
「学び合い、㧗め合い、ᨭえ合う教ဨ㞟ᅋを┠指して～䛄䝏䝱䝺䞁䝆授業䛅・䛄育てなが䜙

育䛴䛅・䛄䠑᫬の᪥䛅の取り組みを中ᚰに～」

奨励賞
ⰼᕳ市立新ᇼ小学校
「小さな学校の小さな学校䛵くり～䛄自䜙考え⾜ືする子ども䛅を┠指しての᚟⯆教育改

善の✚み㔜䛽と学校の活性化～」

参加賞
㞸▼町立㞸▼小学校

　「地域の一ဨとしての自ぬを育む学校䛵くり」

参加賞
盛岡市立㯮▼野中学校
「௒䛄学校⤒Ⴀ䛅を෌考する～生徒఍ᙺဨ㑅ᣲにぢる指導のᮏ質と䛿～」

ඃ⚽賞
盛岡市立ᇛᮾ中学校
「䜾䝻䞊䝞䝹᫬代に対ᛂした中学校英語教育の๰㐀」

奨励賞
紫波町立᪥ワ小学校
「䠐䠑分䠍䝁䝬䠇䝰䝆䝳䞊䝹活ື䠄䠍䠑分㽢䠏ᅇ䠅の䠎䝁䝬で⾜う䛄外国語䛅䠄英語䠅」

奨励賞
八幡平市立ᑎ田小学校
「㒓土に㄂りをᣢ䛱、地域に㈉⊩する児童の育成～ཱྀ伝か䜙⣬Ⱚᒃをసり活⏝する実㊶

を通して～」

参加賞
▮ᕵ町立↮山小学校
「ᛮいをᣢ䛳て伝え合い、㧗め合う子どもの育成～国語䡡⟬数䡡㐨ᚨにおけるゝ語活ືの

඘実を通して～」

参加賞
ᒾἨ町立ᒾἨ小学校

　「分かる⟬数の授業～᪥ᖖと⟬数と䛴な䛢なが䜙～」

参加賞
盛岡市立኱ᐑ中学校
「自䜙考えุ᩿し、主体的に⾜ືできる生徒の育成～い䜟て䜻䝱䝸䜰教育の視点か䜙ᤊえ

た学びの活ືを通して～」

会長賞
盛岡市立ୖ田中学校
「主体的・対話的で深い学びの実現にྥけた授業改善～生徒が主ᙺの授業の䛒り方～」

ඃ⚽賞
ᒾᡭ町立一方஭小学校
「地域䜈の⌮解と㄂りを深め♫఍ཧ⏬ព㆑を㧗める教育の在り方～地域と一体とな䛳た

「田䜣䜌䜰䞊䝖」の取組を通して～」

ඃ⚽賞
኱⯪Ώ市立኱⯪Ώ中学校
「科学的᰿ᣐを活⏝した学校⤒Ⴀ～኱⯪Ώ中方ᘧ䜹䝸䜻䝳䝷䝮・䝬䝛䝆䝯䞁䝖を通して～」

３校（６６点）

６校（５６点）

６校（４䠌校）

㻥 ᖹᡂ３䠌年度

㻤 ᖹᡂ２䠕年度

㻣 ᖹᡂ２䠔年度
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 会長賞
遠野市立土淵小学校
「課題解決に主体的に取り組む児童の育成～中学校区での連携を通して～」

奨励賞
盛岡市立仁王小学校

　「新しい教育課程の編成と授業の改善～主体的・対話的で深い学びによる資質・能力の
育成～」

奨励賞
紫波町立紫波第一中学校
「次代を切り拓く資質・能力を身に付けた生徒の育成～主体的・対話的な学びの視点を

活かした授業改善を通して～」

参加賞
八幡平市立田山小学校
「主体的に学ぶ子どもの育成～英語に親しみ、伝え合う楽しさを実感できる外国語指導

の工夫を通して～」

会長賞
田野畑村立田野畑中学校
「自分の力を信じ、可能性を追求し続ける生徒の育成～地域学における自尊感情健全

化の試み～」

奨励賞

遠野市立綾織小学校
　「児童が主体的に学ぶための授業改善～学び合いを通した数学的な表現の育成を通し
て」

奨励賞
八幡平市立松野小学校
「読みを深め、自分の考えを形成する国語科学習指導の在り方」

３校（６５点）

令和元年度10 ４校（６２点）

11 令和２年度
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